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※ 第1－6回合同開催までのいずれかにご参画頂いた先生方全員を記載。  
1．副反応発現割合（頻度）の情報を短期間で把握し、重大な副  
反応や発生頻度の変化に対応できる体制を構築。  
一 初期接種者集団での有害事象の迅速な把握。  
－ 初期数十万供給段階の低頻度（ギランバレ等）の副反応の発現状況の確認。  

－ 2週間毎に副反応報告／推定接種人数（供給量）による副反応報告割合の把握し、以降  
も数十、数百万人等の段階毎に発現状況を確認。  

2．副反応発現情報を公表し、合同検討会の専門家が定期及び  
適時に評価。  
－1の反応報告割合と自然発生等のベースラインを比較して評価。  

一 安全対策（情報提供等）と接種事業の継続の可否の判断を行う。   

3．別途、研究班を設置し、外国のモニタリング体制の情報を含  

めた副反応の収集・評価体制のあり方の研究、副反応評価  
のためのベースラインデータを収集する。   

【新型インフルエンザ予防接種後副反応検討会】  

（委 員）  

飯沼 雅朗  

稲松 孝思  
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川名 明彦  

多屋 馨子  

永井 英明  

日本医師会常任理事  

東京都健康長寿医療センター感染症科部長（座長代理）  

国立感染症研究所感染症情報センター長  

防衛医科大学校内科学講座第2教授  

国立感染症研究所感染症情報センター室長  

国立病院機構東京病院 外来診療部長  
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2．基礎疾患を有する高齢者の死亡について  

011月以降の接種者において、死亡症例の報告が増加している傾向にあるのは、  
優先接種対象者として、呼吸器、心臓、腎膿等の基礎疾患（重度の基礎疾患）  

を有する患者への接種が11月から開始していることと関連した事象であると  

考えられる。   

○ 人口動態統計から見ても、基礎疾患を有する高齢者の死亡は高い頻度で見られ  

るものであり、今回報告された事例はいずれも重度の基礎疾患を有する看であ  

り、ワクチン接種と死亡が偶発的に重なった可能性は否定できない。   

○ 個々の死亡事例についても、限られた情報の中で因果関係は評価できないもの  

もあるが、大部分は、基礎疾患の悪化や再発による死亡の可能性が高いと考え  

られ、死亡とワクチン接種との直接の明確な関連が認められた症例は現時点で  

はない。   

○ これらのことと、健康な医療従事者における実績を併せて考えれば、ワクチン  

自体に安全性上の明確な問題があるとは考えにくい。   

○ しかしながら、重度の基礎疾患を有する患者においては、ワクチンの副反応が  

重篤な掛引こ繋がる可能性も完全には否定できないことから、接種時及び接種  

後の処置等において留意する必要がある。   

○ また、感染リスクは低いものの、高齢者で基礎疾患を有する者はインフルエン  

ザに羅患した場合に重篤な転帰をたどる可能性が高く、新型インフルエンザワ  

クチンにおいて見られているリスクと比較して、相対的に接種のメリットは大  

きいと考えられる。  

3．今後の対応について  

○ 重度の基礎疾患を有する高齢者におけるワクチン接種後の死亡であって、ワク  

チンと明らかな関連がないものとして主治医等が報告したものについては、個  

別事例の評価以外に、集積した情報の中から、甲題や注意を要する情報を抽出  

することに重点を置いて評価すること。   

○ 実施要領において、心臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が  

極度に制限される程度の障害を有する者等への接種に当たっては、接種を行う  

ことの適否を慎重に判断するよう、接種を担当する医師に求めているが、これ  

を徹底すること。また、そのような者に接種した場合には、接種後短時間のう  

ちに被接種者の体調に異変が起きた場合でも適切に対応できるよう、接種後一  

定時間、披接種者の状態を観察すること等について、行政は医療関係者に注意  

喚起するべきこと。また、ワクチン接種は個々人の判断により行うべきもので  

あることを考慮し、現在の感染状況やワクチンの安全性情報の提供を行政は徹  

底させること。  

平成21年11月21日  

新型インフルエンザワクチンに関する安全性評価について  

薬事・食品衛生審議会医薬品等安全対策部会  

安全対策調査会及び  

新型インフルエンザ予防接種後副反応検討会  

新型インフルエンザワクチンの接種が10月19日より開始され、実施医療機関より  

厚生労働省に副反応について報告されている。11月19日までに877例が報告され、  

うち、重篤な症例が68例（13例の死亡を含む）であった。また、20日までの死亡  

例の報告は21例である。   

現時点で国産ワクチンにおいて得られた情報に基づき、新型インフルエンザワクチ  

ン自体の安全性、接種事業の継続及びワクチン接種にあたって注意すべき点等の安全  

対策についての検討を行い、次のような意見として取りまとめるものである。   

1．ワクチンの基本的な安全性  

○ 医療従事者2万例コホートの健康状況調査では、安全性の特性からみて、季節  

性インフルエンザワクチンと差はな■く、期待する利益からみて、十分であった  

と考えられる。重篤な副反応発生についても、死亡や後遺障害に至る転帰のも  

のはなかった。   

○ 医療従事者を中心に接種が行われた10月中の接種の現状においても、2万例  

コホートの調査と同様に、発生している副反応の特徴に、現時点では重大な懸  

念は示されていない。   

○ 新型インフルエンザワクチンは、副反応報告頻度が、季節性ワクチンに比較し  
て高い傾向にあることは、次の点に留意が必要である。  

＞ 新型インフルエンザワクチンの接種事業は、予防接種実施要領等に基づき、  

「死亡、臨床症状の重篤なもの、後遺症を残す可能性のあるもの」に該当す  

ると判断されるものは、因果関係の如何にかかわらず報告対象とし、契約に  

より、接種医療機関に対して報告を求めていること  

＞ 季節性ワクチンの副反応データは、「副反応によると疑われる疾病」を報告  

する薬事法の下での数値であること  

＞ 社会的な関心が高い等の理由  

○ 以上からみて、現時点で、医療従事者への接種を中心とした評価においては、  

ワクチンの安全性において重大な懸念を有するものではないが、今後接種規模  

を広げた場合での評価を継続すべきである。  
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（別添）   

事 務 連 絡  
平成21年12月1日  

事 務 連 絡  

平成21年12月1日  

（社）日本私立医科大学協会  

（社）全国自治体病院協議会  

（社）全日本病院協会  

（社）日本医療法人協会  

（社）日本病院協会  

国立大学付属病院長会議  
（独）国立病院機構  

全国公私病院連盟  
（社）日本精神科病院協会  

日本慢性期医療協会  
（独）労働者健康福祉機構  

（社）日本医師会  

都道府県  

各 政令市 新型インフルエンザ対策担当課 御中  

特別 区  
御中  

厚生労働省  

新型インフルエンザ対策推進本部事務局  

厚生労働省  
新型インフルエンザ対策推進本部事務局  

基礎疾患を有する者への適切な接種の実施について  

基礎疾患を有する者への接種に当たっては、「受託医療機関における新型イ1フルエン  
ザ（A／HINl）ワクチン接種実施要領」（平成21年10月13日付け厚生労働省発健  
1013第4号厚生労働事務次官通知。以下「接種実施要領」という。）において、被接種者  

の健康状態及び体質を勘案し、接種の適否を慎重に判断するとともに、「新型インフルエ  
ンザワクチン接種に係る副反応の報告状況について」（平成21年10月23日付け新型イン  

フルエンザ対策推進本部事務局事務連絡。以下「10月23日付け事務連絡」という。）に  
おいて、アレルギー・ぜんそくの既往のある者への接種については、接種後の健康状態を  
確認するよう受託医療機関に求めているところです（別紙1）。   
今般、基礎疾患を有する高齢者等の死亡事例が報告（平成21年11月20日までで21例、  
11月26日までで計31例）され、平成21年11月21日の薬事・食品衛生審議会医薬品等  
安全対策部会安全対策調査会及び新型インフルエンザ予防接種後副反応検討会において、  
11月20日までに得られた情報に基づき、  

・ 今回報告された事例はいずれも重度の基礎疾患を有する看であり、ワクチン接種と死   
亡が偶発的に重なった可能性は否定できないこと、  
・重度の基礎疾患を有する患者においては、ワクチンの副反応が重篤な転帰に繋がる可   
能性も完全に否定できないことから、接種及び接種後の処置等において留意する必要が   
あること、  
・また、感染リスクは低いものの、高齢者で基礎疾患を有する者はインフルエンザに罷   
患した場合に重篤な転帰をたどる可能性が高く、新型インフルエンザワクチンにおいて   
見られているリスクと比較して、相対的に接種のメリットは大きいと考えられること  
等の評価がされ、今後の対応について別紙2のとおり取りまとめられたところであり、11  
月30日の同調査会及び検討会においても、11月26日までに得られた情報に基づき検討さ  
れた結果、別紙2の見解を維持するとされたところであります。   
これらを受け、厚生労働省として、基礎疾患を有する者への接種については、従来ど  
り行うこととしております。   
ついては、基礎疾患を有する者への接種に当たっては、これまでも接種実施要領等に基  
づき適切に実施されているものと認識していますが、同調査会及び検討会からの意見オ「 
まえ、下記について、再度、管下受託医療機関に対し周知徹底方よろしくお願いいたし来  
す。  

基礎疾患を有する者への適切な接種の実施について  

新型インフル工ンザ対策の推進については、平素より御支援御協力を賜り厚く御礼申し  

上げます。   
さて、今般、新型インフル工ンザワクチンの接種後の副反応報告において、基礎疾患を  

有する高齢者の死亡事例が報告されたことから、これらの者に対して適切な接種が実施さ  

れるよう医療関係団体あて別添のとおり′通知したので、御了知いただくとともに、受託医  

療機関等に対する説明の機会等を利用して周知徹底を図っていただけるようよろしくお願  

いします。  

－6－  －7－   



（別紙1）   

○受託医療機関における新型インフルエンザ（A／HINl）ワクチン接種実施要領（平   

成21年10月13日付け厚生労働省発健1013第4号厚生労働事務次官通知）く接すい〉  

6 予防接種の実施   

（3）予診並びに予防接種不適当者及び予防接種要注意者  

ア 予診  

（ア）受託医療機関は、別紙様式2から4の「新型インフル工ンザ予防接種予診票」  

（以下「予診票」という。）をあらかじめ優先接種対象者等ごとの区分に応じ  

て配付し、各項目について記入を求める。  

（イ）受託医療機関の医師は、問診、検温、視診、聴診等の診察を接種前に行い、  

新型インフルエンザの予防接種を受けることが適当でない者又は新型インフ  

ルエンザの予価接種の判断を行うに際して注意を要する者に該当するか否か  

を確認する（以下「予診」という。）。  

イ 予防接種を受けることが適当でない者  

受託医療機関の医師は、予診の結果、下記のような、新型インフルエンザの予  

防接種を受けることが適当でない者に該当すると判断した場合は、その優先接種  

対象者等に対して、新型インフルエンザの予防接種を行ってはならない。  

① 明らかな発熱を呈している者 

② 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな者  

③ 当該疾病に係る・予防接種の接種液の成分によってアナフィラキシーを呈  

したことがあることが明らかな者  

④ ①から③までに掲げる者のほか、予防接種を行うことが不適当な状態にあ  

る者  

ウ 予防接種要注意者  

（ア）新型インフルエンザの予防接種を行うに際して注意を要する者については、  

被接種者の健康状態及び体質を勘案し、慎重に新型インフルエンザの予防接種  

の適否を判断するとともに、接種を行うに際しては、接種を希望する意思を確  

認した上で、説明に基づく同意を確実に得る。その際、積極的な接種勧奨にわ  

たることのないよう、特に留意する。  

（イ）心臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される  

程度の障害を有する者及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活  

がほとんど不可能な程度の障害を有する者については、新型インフルエンザの  

予防接種を行うに際して注意を要する者として、主治医及び専門性の高い医療  

機関の医師に対し、必要に応じて、接種の適否について意見を求め、接種の適  

否を慎重に判断する。  

エ 基礎疾患を有する者  

基礎疾患を有する者のかかりつけ医療機関以外ゐ受託医療機関については、優  

先接種対象者証明書により基礎疾患である疾病を有する■ことを確言思した上で十分  

な予診を行うとともに、必要に応じて、基礎疾患を有する者のかかりつけ医療機  

関に確認する等、接種の適否を慎重に判断する。   

（4）予防接種後副反応等に関する説明  

予診の際は、新型インフルエンザワクチンの効果や限界、リスク、製品特性（製  

1．接種実施要領に基づき、接種を行うに際しては、厚生労働省ホームページを適宜参照   

いただき、新型インフルエンザの年齢別の感染状況やワクチンの副反応の状況を確認の   

上、接種を希望する者に対して、ワクチン接種は個々人の判断により行うべきものであ   

ることを周知し、ワクチン接種の効果や限界、安全性等について十分説明のうえ、説明   

に基づく同意を確実に得るようにすること。なお、その際、積極的な接種勧奨にわたる   

ことのないよう、特に留意すること。   

2．接種実施要領に基づき、心臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極   

度に制限される程度の障害を有する者及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日   

常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する者等の基礎疾患を有する者については、   

必要に応じて、主治医及び専門性の高い医療機関の医師に対し、接種の適否について意   

見を求め、接種の適否を慎重に判断すること。特に、基礎疾患を有する者のかかりつけ   

医療機関以外の受託医療機関lこついては、優先接種対象者証明書により基礎疾患である   

疾病を有することを確認した上で十分な予診を行うとともに、必要に応じて、基礎疾患   

を有する者のかかりつけ医療機関に確認する等、接種の適否を慎重に判断すること。   

3．10月23日付け事務連絡に基づき、受託医療機関は、アレルギー・ぜんそくの既往の   

ある者等の基礎疾患を有する者については、接種した後短時間のうちに被接種者の体由   

に異変が起きた場合においても適切に対応できるよう、接種後一定期間は接種を実施し   

た場所に留っていただき、被接種者の状態に注意すること。  

（参考）   

新型インフルエンザワクチンの安全性について  

厚生労働省ホームページ：http：／／www．rnhlw．go．jp／bunya／kenkou／kekkaku－kansens  

houO4／infuしVaCCine．html   

新型インフルエンザ患者の国内発生状況について  

厚生労働省ホームページ：http：／／ww．mhlw．go．jp／kinkyu／kenkou／infLuenza  

／houdou．htFnI  
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造法、アジュバントの有無、チメロサール等防腐剤の含有の有無等）、新型インフ   

ルエンザの予防接種後の通常起こり得る反応及びまれに生じる重い副反応並びに   

健康被害救済制度について、優先接種対象者等又はその保護者がその内容を理解し   

得るよう、別紙2「新型インフルエンザワクチンの接種に当たって」を用いて適切   

な説明を行う。  

（5）接種意思の確認   

ア 保護者の同伴要件  

16歳未満の者又は成年被後見人の優先接種対象者等については、原則、保護者  

（親権を行う者又は後見人をいう。以下同じ。）の同伴が必要である。   

イ 接種する意思の確認   

（ア）受託医療機関は、新型インフルエンザの予防接種を行うに降し、優先接種対  

象者等又はその保護者が自らの意思で接種を希望する旨の同意をしたことを  

別紙様式2から4の予診票により認められる場合に限り接種を行う。   

（イ）優先接種対象者等又はその保護者の意思を確認できない場合は、接種しては  

ならない。  

（別紙2）  

平成21年11月21日   

新型インフルエンザワクチンに関する安全性評価について  

薬事・食品衛生審議会医薬品等安全対策部会  

安全対策調査会及び  

新型インフルエンザ予防接種後副反応検討会   

新型インフルエンザワクチンの接種が10月19日より開始され、実施医療機関より厚生  

労働省に副反応について報告されている。11月19日までに877例が報告され、うち、  

重篤な症例が68例（13例の死亡を含む）であった。また、20日までの死亡例の報告は  

21例である。  

現時点で国産ワクチンにおいて得られた情報に基づき、新型インフルエンザワクチン自  

体の安全性、接種事業の継続及びワクチン接種にあたって注意すべき点等の安全対策につ  

いての検討を行い、次のような意見として取りまとめるものである。   

1，ワクチンの基本的な安全性   

○ 医療従事者2万例コホートの健康状況調査では、安全性の特性からみて、季節性イ  

ンフルエンザワクチンと差はなく、期待する利益からみて、十分であったと考えられ  

る。重篤な副反応発生についても、死亡や後遺障害に至る転帰のものはなかった。   

○ 医療従事者を中心に接種が行われた10月中の接種の現埠イこおいても、2万例コホ  

ートの調査と同様に、発生している副反応の特徴に、現時点では重大な懸念は示され  

ていない。   

○ 新型インフルエンザワクチンは、副反応報告頻度が、季節性ワクチンに比較して高  

い傾向にあることは、次の点に留意が必要である。   

・新型インフルエンザワクチンの接種事業は、予防接種実施要領等に基づき、「死  

亡、臨床症状の重篤なもの、後遺症を残す可能性のあるもの」に該当すると判断さ  

れるものは、因果関係の如何にかかわらず報告対象とし、契約により、接種医療機  

関に対して報告を求めていること   

・季節性ワクチンの副反応データは、「副反応によると疑われる疾病」を報告する  

薬事法の下での数値であること   

・社会的な関心が高い等の理由   

○ 以上からみて、現時点で、医療従事者への接種を中心とした評価においては、ワク  

チンの安全性において重大な懸念を有するものではないが、今後接種規模を広げた場  

合での評価を継続すべきである。   

2．基礎疾患を有する高齢者の死亡について   

011月以降の接種者において、死亡症例の報告が増加している傾向にあるのは、優  
先接種対象者として、呼吸器、心臓、腎臓等の基礎疾患（重度の基礎疾患）を有する  

患者への接種が11月から開始していることと関連した事象であると考えられる。   

○ 人口動態統計から見ても、基礎疾患を有する高齢者の死亡は高い頻度で見られるも  

○新型インフルエンザワクチン接種に係る副反応の報告状況について平成21年10月23   

日付け新型インフルエンザ対策推進本部事務局事務連絡）〈抜すい〉  

2 留意事項   

（か アレルギー・ぜんそくの既往のある方への接種については、適切な準備と対応を  

して接種に当たるよう注意をお願いいたします。   

② アレルギー・ぜんそくの既往のある方への接種については、ワクチン接種後、少  

なくとも30分後までは、病院に待機させ、健康状態をご確認下さい。  

○新型インフルエンザワクチンの接種後副反応報告及び推定患者数について（平成21年  

11月26日公表資料）く抜すい〉  

2 留意事項   

① アレルギー・ぜんそくの既往のある方への接種については、適切な準備と対応を  

して手妾種に当たるよう注意をお願いいたします。   

② アレルギー・ぜんそくの既往のある方への接種については、ワクチン接種後、少  

なくとも30分後までは、病院に待機させ、健康状態をご確認下さい。   

③ 実施要領に記載されているとおり、心臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺  

の日常生活が極度に制限される程度の障害を有する方及びヒト免疫不全ウイルス  

により免疫の機音別こ日常生活がほとんど不覚な程度の障害を有する方への接種に  

際しては、主治医及び専門性の高い医療機関の医師に対し、必要に応じて、接種  

の適否について意見を求め、接種の適否を慎重に判断してください。  
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のであり、今回報告された事例はいずれも重度の基礎疾患を有する看であり、ワクチ  

ン接種と死亡が偶発的に重なった可能性は否定できない。   

○ 個々の死亡事例についても、限られた情報の中で因果関係は評価できないものもあ   

るが、大部分は、基礎疾患の悪化や再発による死亡の可能性が高いと考えられ、死亡  
とワクチン接種との直接の胡確な関連が認められた症例は現時点ではない。   

○ これらのことと、健康な医療従事者における実績を併せて考えれば、ワクチン自体   

に安全性上の明確な問題があるとは考えにくい。   

○ しかしながら、重度の基礎疾患を有する患者においては、ワクチンの副反応が重篤   

な転帰に繋がる可能性も完全には否定できないことから、接種時及び接種後の処置等   

において留意する必要がある。   

○また、感染リスクは低いものの、高齢者で基礎疾患を有する者はインフルエンザに躍   

慶した場合に重篤な転帰をたどる可能性が高く、新型インフルエンザワクチンにおい   

て見られているリスクと比較して、相対的に接種のメリットは大きいと考えられる。   

3．今後の対応について   

○ 重度の基礎疾患を有する高齢者におけるワクチン接種後の死亡であって、ワクチン   

と明らかな関連がないものとして主治医等が報告したものについては、個別事例の評   

価以外に、集積した情報の■中から、問題や注意を要する情報を抽出することに重点を   
置いて評価すること。   

○ 実施要領において、心臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度   

に制限される程度の障害考有する者等への接種に当たっては、接種を行うことの適否   

を慎重に判断するよう、接種を担当する医師に求めているが、これを徹底すること。   

また、そのような者に接種した場合には、接種後短時間のうちに被接種者の体調に異   

変が起きた場合でも適切に対応できるよう、接種後一定時間、被接種者の状態を観察   

すること等について、行噂は医療関係者に注意喚起するべきこと。また、ワクチン接   

種は個々人の判断により行うべきものであることを考慮し、現在の感染状況やワクチ   

ンの安全性情報の提供を行政は徹底させること。  

嘩箆囁轟㊨蘭轡  

撃払飽感靂 

＿ 

ーう笹与電－  

新型イン7ルエシザワクチンを宅全に搾種いただくた仇に  

一般的な注意   

○アレルギー・ぜんそくの既往のある方への接種については、   

適切な準備と対応をして接種に当たるよう注意をお願いい   

たします。  

○アレルギー・ぜんそ＜の既往のある方への接種については、   

ワクチン接種後、少なくとも30分後までは、健康状態を   

ご確認＜ださい。   

勢  

重い基礎疾患をお持らの患者さんは、風邪やワクチン接種  

などの刺激により、病気の状態が悪化する可能性もあります  

ので、接種の適否を慎重に判断していただ＜よう、お願いし  

ます。  

○実施要領に記載されているとおり、呼吸器、心臓又はじん   

臓の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度   

の障害を有する万及びと卜免疫不全ウイルスにより免疫の   

機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する万   

への接種に際しては、主治医及び専門性の高い医療機関の   

医師に対し、必要に応じて、接種の適否について意見を求   

め、接種の適否を慎重に判断してください。  

（う讐警働省  

厚生労働省ホームページより  

（http：／／wvvw．mh）w．goJp／kinkyu／kenkou／inf）uenza／dJ／jnfuO91218－01．pdf）  
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ひと、＜らし、みらいのために 厚隼学働筆  

p．。SSR。l。aSe  新型インフルエンザワクチン接種時の妊婦の安全性について  

臨床試験結果   1．  

平成21年11月20日  

国立病院機構本部医療部研究課  

課長：伊藤 澄信  

電話：03（5712）5075  

国立成育医療センターが行った「新型インフルエンザA（H川1）に対するインフルエン  

ザHAワクチンの免疫原性に関する臨床試験一妊婦－」によると、新型インフルエンザワク   

チン（北研）を1回接種した、妊娠8週から32週までの健常妊婦131例において、重大   

な副反応はみられなかった   

※ 2回接種後の副反応、妊娠糧過へ与える影響（早・流産）、胎児へ与える影響（催奇形性、成長）は調査中  

2・ 接種医療機関からの副反応報告の状況   

（1） 1月29日現在、副反応報告のうち、妊婦への接種後の副反応幸艮告は、37人（う  

ち、入院相当以上の副反応（重篤な副反応）は6人）。  

報道関係者 各位  

新型インフルエンザワクチンに関する  

2万人を対象とした安全性研究の中Ⅶ報告について  6人の重篤な副反応の内容   発生後の経過、接種との関連性  

腫脹、発赤、痔み   回復  

臍帯過捻転（胎児死亡）   
専門家の評価ではワクチン接種との関連はな  

い  

痘攣（嘔吐ともなう）、異常感  回復  

けいれん、意識消失、ほてり   回復  

アナフィラキシー   回復  

子宮内胎児死亡   
切迫流産の治療後の妊婦。ワクチン接種28日  

後に胎児死亡確認、死産。専門家評価中。   

【報告のポイント】  

022，112名の医療関係者に新型インフルエンザ国産ワクチンを接種し安全性の検討を   

行った。現在、22．002例の解析データがまとまった。  

○新型インフルエンザワクチンの副反応報告基準に該当するものが90例あり、その   

うち、重篤なものは、意識レベルの低下等6例であった。  

○ワクチン接種後、局所反応、全身反応として、発赤、腫脹、療病、発熱、頭痛、倦   

怠感等があらわれた。  

○発赤、腫脹は接種当日あるいは翌日に始まるが、3 日後には消失することが多かっ   

た。また、発熱は当日か翌日にあらわれることが多かった。  

（2）副反応幸艮告頻度については、医療機関からの接種区分別の接種者数の報告の集計値   

がある11月・12月2ケ月間では、次のとおり。  

※都道府県からの報告に基づく推計値  

以上から、妊婦に関する副反応報告の頻度等の状況においては、他の接種集団と比べて  

現時点で特段の違いがあるとは言えないが、胎児死亡症例等については、詳細に専門的評  

価を行う必要がある。  
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独立行政法人  

亡国立病院桜橋  
IJ■【lOr●卜“F・u∴8省い川l．・I【l】∩  

平成21年11月柑日  

新型インフルエンザワクチンに関する  

2万人を対魚とした安全性研究の中間報告について  

新型インフルエンザワクチンの接種開始に伴い、早期に安全性を確認することを目的とし  

て、「新型インフルエンザA（H川1）に対するインフルエンザHAワクチンの安全性の研究」  

（国立病院機構指定研究、主任研究者；国立病院機構東京医療センター診療部長 岩田敏）  

において、国立病院機構67施設の計22，112名の医療関係者に新型インフルエンザワクチ  

ンを接種し安全性の検討を行った。このうち、22，002名について集計を行ったので中間的  

な報告を行う。  

1．研究内容   

対象者： 国立病院機構6了施設の医療関係者計22．112名   

接種時期二 10月19～21日   

投与経路・投与量二 皮下15〟g（0．5mL）を1回接種   

調査項目：以下に該当する事項について集計を行い、安全性を評価する。  

ワクチン接種当日から14日目までに認められた副反応、有害事象の種類、発現率等  

＊有事事象（ワクチン接種との因果関係は問わず、接種後に起きた健康上思わしくない出来事）  

2．結果の概辛（別添書冊）  

（1）接種者の背景   

性別：男25．6％女74．4％   

年齢：20－29歳  34．3％  

30－39歳  25．5％  

40－49歳  21．5％  

50－59歳 16．7％  

60歳以上 1．9％   

原疾患：高血圧、脂質代謝異常、糖尿病などで治療中の接種者  12．9％  

気管支喘息を持っている接種者（治療をしていない青も含む）   4，3％  

（2）副反応の概要   

○局所反応  

2cm以上の発赤（赤くなること）  53．7％、  

2Gm以上の腫脹（はれ）  31．0％  

中等度以上の痔痛（痛み止めを用いる程度の痛み）   3．4％   

※発赤、腫脹の96％は接種当日あるいは翌日に始まり、翌日に最も多く（52％）最大症状が発現し、  

73％は4日以内に消失した。  

独立行正文法人  

■■㌣国立病院機構  
Nallつl■■■い01ナlこ 0 き～11Ibl■ 

0全身反応   

発熱く37．50c以上）   3．1％   

頭痛  14．1％   

倦怠感  19．0％   

鼻水  10．4％  

※発熱の34％は発作当日か翌日に見られた。   

関節痛、下痢、咳傲、筋肉痛、悪心、嘔吐、口腔咽頭痛がみられた。   

○新型インフルエンザワクチン削反応報告基準に該当する有事事象 90名  

重篤な有害事象  副反応報告基準に合致した報告症例  

数  

洞性頻脈，  
副反応雛名  

商下肢筋肉痛  
1  1 アナフィラキシー  

嘔吐・吐気  
1  7  39。c以上の発熱  

発熱・意識レベルの低下・嘔吐 1  10 肘を超える局所の異常腫脹  

吐気・嘔吐  
1  11 じんましん  

末梢性めまい  
1  12  湿疹  

16  全身倦怠感・咽頭痛・前胸部痛  

※ 後遺障害に至る転帰のものはなかった  16  全身の発疹  

※重篤‥ 入院又は入院相当の疾病  16  頭痛・食欲不振  

16   頭痛・下痢・嘔吐  

9
 
－
3
－
2
8
2
1
1
1
1
－
1
1
－
1
1
－
1
 
 

（その他）  

死亡（交通事故による受傷）  

16   上下肢筋肉痛  

16  下痢  

16  喘息発作・発熱  

16  喘息発作・皮膚掻痔・頭痛  

16  倦怠感・腰痛・腹痛・下痢  

16   倦怠感、両上・下肢の脱力感  

16   頭痛  

16   咳  

（3）その他の有害事象報告  

局所反応ならびに定型的全身反応以外に463件（因果関係が否定されたものも含む）  

が報告されたが、特に注意喚起を必要とするものは認められなかった。  

8．現時点での所見  

接種10分後に発現したアナフィラキシーショック症例は緊急の治療を必要とした。   

重篤な有害事象（入院等）6件が報告されたが後遺障害に至る転帰のものはなかった。  

【照会先】  

国立病院機構本部医療都研究課  

伊藤  
電話：03（5712）5075  

ー16－  －17－   
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副反応報告基準  

臨  床  症  状  接種後症状発生までの時間  

（りアナフィラキシー  

（2）急性散在性脳脊髄炎（細別）  
（3）その他の脳炎・脳症  

（4）けいれん  

（5）ギランバレー症候群  

（6）その他の神経障害  
（7）390Uc度以上の発熱  
（8）血小板減少性紫斑病  

（9）肝機能異常  

（10）肘を超える局所の異常腫脹  
（1り じんましん  

（12）じんましん以外の全身の発疹  
（15）血管迷走神経反射  

（t6）その他の通常のほ柱では見られない異常反応  
＝¶上吉己症状に伴う後遺症  

間
 
 

時
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
分
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Il  

新型インフルエンザA（HINl）に対するインフルエンザHAワクチンの安全性の研究   

発赤（2cm以上）   

腫脹（2cm以上）   

療病（中等症以上）   

熱感   

かゆみ（中等度以上）  

発熱（37．5度以上）  

体調変化  

頭痛  

倦怠感  

鼻水  

特記すべき有害事象  

53．66％ （  

30．98％ （  

3．36％   （  

28．24％ （  

6．70％   （  

3．10％   （  

26．64％ （  

14．09％ （  

19．02％ （  

10．37％ （   

1．97％   （  

11，806  22，002  

6，817  22，002  

739  22，002  

6，213  22，002  

1，475  22，002  

682  22，002  

53．00％ － 54．32％   

30．37％ － 31．60％   

3．12％ － 3．61％   

27．64％ － 28．84％   

6．38％ － 7．04％  

2．87％ － 

26．06％ － 27．23％   

13．63％ － 14．56％   

18．50％ － 19．54％   

9．97％ － 10．78％  

22，002  

22，002  

22，002  

22，002   

22，002  
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0
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1．79％ － 2．16％ ）  

ベータ分布を用いた信短区間  

緊急に対応した症例はアナフィラキシーの1例のみ、  

厚生労働省報告症例（11月16日現在） 11月16日まで入力のあった22′002例の集計  

総投与症例数22′112例  〔蒜樹萬  
N■llく両ユI110～P・lさ10「gdtll∫相川  

被験者に記入していただいた健康観察日誌（表紙）   

ワクチンを法権した試邑（箇所反応）に見らnた症状のl呈匿分頬  

新型インフル工ンtfA（HINl〉に対する  
インフルエソザHAワクチンの安全性の研究  

健康観察日誇  

（   団日接ほ後）  

庄 状   堅塁畑  
㌻  ＝ －・  ・   

上土つ士  
疇弓・こ編み）   

贅言苛ってニ！モこ℡じる ヱ＝・・▲■  

短針強い：．  イド7k′しモン轡やMヒユタ ミシ■乃王布専：こよモ笥  

■瑚モと二事℡け7：l尺  

■吋   －■   

コやみモモじも：九壬疇  かヽごみ壱■じ，蔓⇒：ユチ  
■          、  ■           ，  

℡ゆる  フ・亡みミ讐じもゴ、持こ■                                   れヒユタ箋ン鴨邪  夕空シー丘王不等：こよる   ニーらモこl棋力師   

一  ・          椒1亡とモう取分  
わ手い環冨鈍か   替コ⊃   

モくD他：ウ閉  ：lつミ亡隋チゴーう二九 拝  毛書こよも曹■壱錮書こ電 す■lつ弓亡貫けり苛く王  嘉●こよモ酔甘■でモ り，8■王舌く書■・tれ  ¢つ鐘状  ＝声⊂言ち7ニ＼ほ電一〇少  看で亡手性覆卿  才一靡讐・珊菅と：－王 し己†フワガモモ与力   
巴  

その他の虐伏の程匿分類  

1正 統   
程度分蝉  t 蜃  中等電  i 蜜   

・＝   J  ▼    ・・  羊∈経じ、桝⊂よ   
事弓く1璽打弓   

い）  
＜王葛でgる尾篭コ琶  毒し斥りガた・る程度石つ  る昆蟹甥乃  
ニ   雷の   
之る空曹専じる好、妄  だるさ雪辱じ、栗司に   

長石ゼ・こ覆る  い）      ，だる∈三ーひどく、ロ専   司による韻置W更と  よる紘騙そ劇≡とする   ■ －▲ 電＜里香で亡る篭∈〇  手足甘、8尊王苓亡一 ま差し障ウガ方絹蜃  三着全般に差し斥ウガ ある程度〇モ方  
勺刀   ；ウモ：つ   

■水℡あり、柄こよ  ■水ガあり、哀弔⊂よ  ■水．グひどく、8尊重  
■水（導電ゐ           る横芝ガモとせす、 つと  る8亭蜜柑賛とする事  
す〉          いモ寛わつモく王   正号、8尊王者亡－ず   
看できる程度つモカ  美し庄り瑚モの   

生さ」亡びこ  こlつ宅二輝子と■うノぴ．亡  Llぅち亡粍テ三六■：ヽ＿窮 こよるも■言〟■とす古手     ＝ － 一 、▲、声   
：】資■夢色U外 環状つ  く⊂，＝＝てH㌻ヨ：l畷1Dち づ⊃  モ亨，8■王壱こ一事蓋し  ♂亨こんとで毒手くモモ環  

ウ；y奇石闊珊£  唇卿  

≪繰層壱の方へのおねかい≫  

儀劇8ヨ毛L痛畔亡紺してくださレヽ  

彗星大な症状（ワクチン露種部位、その他の症状）かみられたと宣は、  

遼や廿⊂病院′ヽ鞄超して＜ださいt それu外の症状ても、真になること珊n帆銀へ適掲して＜ださ  
い．  

′喜椅先穆1説明向餌iに排しています．●  

l．1■二∫■■●l■■■M■  

こ．．」：⊥ニ＝▼二；■±▼∵▼ワ   



被験者に記入していただいた健康観察日誌  

t■l■■I   t■t      －l  †1■      －l   t■■       －   l■爬      wI   ‖U腋      t小  l■蜃     ・叫   ■嶋  tし上●I  ■   ■   ■■l  つつ事こンと鵬■■■ 0■d■  

1■lqれ〉  ◆■■       －  し■月       －1  （1■      ○山   tlt       －11   （■繹      ●■l   （1儀       一l  tt籍       ウ■l  （t■      一鴫   1しと0  ■   ■   嶋l  

l■■（■｛1      DqJIロー■■ロー」■           M口中疇■m  ロ叫□●■■m    ■ □■」■  tしt■l   ■   ■   ■■1  

■■（■い）   ロ●■■ロ■■  □●■■ロtt              口中■■M  口中¶■ロu    ■ Ot■  tし1■l  ■   ■   ●■l  つわ■シー山■▲■▲ D■□●  

βl中れ  ■nl■    つっiンと¶白油■ d■ロ■               ロq■ロ    ロ    tし「●l  ■   ■   ■■l  

の組亡つIlて．下£仁記入し  

tt  仙  ｛t●ベt■竃■tヒ  
q▼：iロし■u  

何州のt化y 重し■したか？q）  □仙車いいえ  仙 

D吐よ【川■■lコ■■   D伽        0侃■ロI－■■ロ■■  l）ll●ロ■●■u■」■   ■■ 0■」■                         力」した01   ■   ■   嘲1  

ll言■＝ヒ石■l  Oll■0●●■口■■  □伽口中●■m■      D馳■【中■■ロ■■   ロIl■口●●■ロー■   Dtl■ 口中●■口■■  □ll■D中●■□■■  Dq■口中ヽ■ 0■■   tしト■l   ■   ■   ■■l  つクわh由一■■ロ■8■  

Q切口中■■ D■■   九しと■ 一   月   ■   ■l■l  つつ■ンと一万几■■ ロ■ □●  

1・こ  

㌻  
｛亡◆ぺt輌ヒ  
t】▼■qb●p   

記載方法  
① 日付を王己人して下さい．ウクテン痛穫8を08ilとして、7日itよてミ己人して下さい．  

◎ ■瞥78篠よては．鳥rJ旨81わさのTjで■翼をヨ宣して下きい（▲事正aや人知正確の体王ヨ定描けて下さ．1】．   

1日に11畿℡体〉王を男」7Eした蟻会には、緻体温をE入しr下さい．  

0－t よ1－aT日穫モ退きても∬5℃稟糞に瞥下しなかったせ合抜．引き観き♯王遇夏毛して1畢き、三露天8■】l＝I”二5℃壬事l：：塵下した日付1と－モれまでの鐘芸＃王、日疇1毛己粧して下島、・  

○ いーれの庄Ⅵもみられなかった吐合は、†いいえ一にチェッウして下さ．l．出講丘に何らかの鐘状がみられたモ舎は、rl九りにチェックし丁下鼠l．  

一→rlれりにチェックされた方   
1）よられた丘堺の帽一■をチェックして下乱l．帽■の蓼事は．ホ裏はの一っウチン班増した潤伝（b所属応）1こ見られた荘欺の仔よ分‡‖を参考にrq虞甘中寄席j「冨は＝いつれかをチェックして下乱1．  
2）「発靡（弁み）はたはrl劇瞳（はれ）Jがみられた縫合は．モの貞8（捧円影の一書tが長し、ところの長さIをj覇王し」旧人して下さい．  

◎ 棚に胃も何¶がなかったt合は、rいいえ〃＝チェγクして下乱1．体桝lこ何か文化がみられた囁合k、rはい」にチェカして下乱、．  

→「Lましりにチェックされた方  
りみられた】王城のI‡よをチェックして下乱、．柁虞の事牢は、ホ裏鉄のrモの他の空域のI官員労積」を善一＝＝ー畦よ」r中零よJ「苫．震」いつれかをチェックして下乱、．   

◎ ◎、＠に記敲されnlる以外の症状加みられた吐合は、rその柁のE状」lこその丘状について具体的l＝だ入して下さ＿l．  

※ 00か、7日flに何らかの巨Ⅵがみられた壕合は、引き撒き、は逼をl己入して下さし1．（症状か最大になった日、モの増の帽虞、正状カ年肖失した8など）  

5日後   6日後   7日後  0日後  1日後   2日後   3日後   4日後  

5日後   6日後   7日後  0日後1日後 2日後  
3日後日疲日後  

独立行i独話人  

■■「国立病院機構  
IJ■lけいd川u～P－t■‘0Tq川l∫dtlニ∩   



ーi  

3日後  4日後  5日後  6日後  7日後以降  

日数  

2日後  1日後  0日後  

独立行政話人  

膚■b国立病院機構  
Il．…・・1．、＝、t、■l■、い－U いヽ－√▲1■⊂－l  

25（X）   

人数脚  

3日後  4日後  5日後  6日後   7日後以降  

日数  
独立行正文活人  

■■一国立病院機構  
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新型インフルエンザ予防接種後副反応報告書  

【別表】  

副反応報告基準  

接種後症状発生までの時間  臨  床  症  状   

間
 
 

時
日
日
日
日
日
日
日
日
日
口
日
日
分
 
 
0
 

2
4
封
7
7
∴
封
7
7
2
8
2
8
7
3
3
3
＊
＊
 
 

川アナフィラキシー  

（2）急性散在性脳脊髄炎 く二ADEMJ  

（3）その他の脳炎・脳症  

（4＝けいれん  

（5）ギランバレー症候群  

（6）その他の神経障害  

（了）39．0…Jc度以上の発熱  

〔8）血小板減少性紫斑病  

（9）肝機能異常  

‖別 肘を超える局所の異常腫脹  
l：ll）じんましん  

＝封じんまLん以外の全身の発疹  

‖引血管迷走神経反射  

‖即その他の通常の接種では見られない異常反応  

‖¶上記症状に伴う後遺症  

厚生労働省に報告した副反応  

じんましん（報告基準11）  39℃以上の発熱（報告基準7）  

ぎ 
陽性陰性 

警  

～12時間以内  

12時間～  
24時間以内  

24時間以降  
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独立行正史活人  

■■「国立病院機構  
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厚生労働省に報告した症例（発熱、毒麻疹以外）  

重篤な有害事象（入院など）  副反応報告  

動惇（洞性頻脈）   

両下肢筋肉痛  

嘔吐・吐気  

1  アナフィラキシー  

10   肘を超える局所の異常腫脹  

12  湿疹  

16 全身倦怠感・咽頭痛一前胸部痛  

16  全身の発疹  

16  頭痛・食欲不振  

16  頭痛・下痢・嘔吐  

16  上下肢筋肉痛  

16  下痢  

16  喘息発作・発熱  

16  喘息発作・皮膚掻痔・頭痛  

発熱・意識レベルの低下・嘔吐  1  

死亡  

（交通事故による受傷）  

吐気・嘔吐  

末梢性めまい  

16  倦怠感・腰痛■腹痛・下痢  1  

16  倦怠感、両上・下肢の脱力感  

16  頭痛  

16  咳  

独立行政法人  

■一国立病院機構  
～dll0118JMり～P・【Jlt〕′OJへl（dll¢ハ  

「高度以上」＊とされた有害事象  

アナフィラキシーショック  

53歳女性  

10月19日15時50分ワクチン接種。接種後、16時頃両手足のしびれ、呼吸苦認め、当   
院外来受診。生食500mL Dl＞一 関始。16時30分頃疲れ、0匡気、呼吸苦増悪、   
BP70／40mmHgSpO2 99％、ソルコーテフ500mg投薬開始。17時頃両手足   
のしびれ持続するも症状軽減、BP136／75mmHg。18時頃 末梢の疲れ徐々に軽   
快、呼吸苦（－）。  

20時頃末梢の疲れ回復、点滴中止。20時40分頃著変なし、帰宅する。10月20日11   
時当院外来受診し、本人より帰宅以降も特に自覚症状等なく落ち着いていたとの報   
告あり、本日は、自宅静養とした。  

交通事故  

38歳女性  

平成21年10月19日午後15時ころワクチン接種。同年月22日夕方、勤務を終えて帰   
宅後、自宅付近を徒歩にて移動中に後方より来た車両に衝突され受傷。直ちに救急   
搬送・加療を試みるも翌23日午前1時ころ永眠。事故当日の体調の不具合について   
は、勤務時間中特別な訴えはなかったものの詳細不明。本剤との因果関係は恐ら＜   
ないものと判断する。  

＊特記すべき有害事象（軽度、中等度、高度）として報告  
された事象のうち施設責任者からとりわけ重要として連絡を受けた事象  

独立行正文活人  

d■h回立病院機構  
N■llonJ－い・】叩tし■lU・℡●州ノ山lOn   



【参考】HINl成人治験：1回接種後の安全性情報  

局所反応  57  

57％   

発赤  38  

38％   

腫脹  18  

18％   

痔痛  36  

36％  

璧  

1  4  

1％  4％  

27  28  

27％  28％  

12  18  

12％  18％  

0％  1％  

4％  5％  

8％  12％  

20  20  

20％  20％  

11  9  

11％  9％   

3  5  

体調変化  

頭痛   

高度   

中等度   

軽度  

倦怠感   
軽度  34％  

熱感  23  

23％  

かゆみ  21  

21％  

鼻水   

特記すべき  

有害事象  

3％  5％  

独立行正史活人  

疇■由一国立病院機構  
l」■＝引、d′】i・）；ド・し～一リ9いム‖lcn  

1叫g群100名、30トtg群100名の集計  

l苅  

匝   
N  く■ユ                ⊂■ユ   く＞      、」  く：）  くJ      ○〇  くJ  くJ   く⊃  ＜：⊃    ．－  

⊂⊃    く⊃  ⊂＞    ⊂⊃  く⊃    く＝〉  く⊃  く＝）  く：）      く▲＞  ⊂⊃      ⊂⊃  く⊃  く⊃  くJ  くJl      く＞        ⊂＞   柵芸   

封  
陶   

く＝I  （＝〉  く：⊃  く⊃  ⊂：＞  く⊃  く＞  く⊃  ⊂＞    ⊂：⊃  く：）  く⊃    ⊂⊃  く⊃  く⊃  ⊂＞  ⊂＞  く⊃  く⊃      ⊂⊃      く⊃  （＝）  く＞  く）  

戸剥  
ト輌  

く：＞  く⊃  ‘＝⊃  く＝〉  く＝）    く⊃  く：⊃  く⊃    く：⊃  （＝）  く⊃  く＞    く⊃  く⊃  く＝l  ⊂：⊃  く⊃  く⊃  く＝〉  ＜⊃  く⊃  ⊂）    く＞  ⊂⊃  く＞  

砂  
jゝ          lヽJ               Cn       t：X⊃            （⊂〉  ■■         （J■l  芋   

望
苗
」
 
 

回
付
卦
罰
落
蒜
顔
料
錮
由
 
 

「
撃
胆
ヽ
V
U
J
T
H
V
ヰ
A
（
≡
≡
〓
〓
饗
ヰ
か
へ
V
U
J
r
H
ヾ
ヰ
責
J
u
斗
V
8
鳩
吟
辞
8
望
淵
L
 
 

鎧
坤
仙
き
汁
茶
…
印
ヰ
入
碑
劃
咄
倒
沖
－
神
 
 

曲
潔
河
戸
荘
神
仙
ぎ
汁
砂
押
印
訊
匡
芋
8
劃
咄
側
聞
（
圃
軍
‖
汁
J
バ
囲
神
霊
諒
伊
〔
什
砧
昏
か
ぎ
汁
か
8
）
 
 
 

巴  



10018291／歯肉腫脹／Gingivalswe＝ing   1 O 0   0  

100柑999／虚下出血／Haemorrh8geSubcutaneous   2 O 0   0  2   

10020642／多汗症／Hyperhidrosis   0   0  2   

】0020937／感覚鈍虎／Hypo8e5thesiar   5 O 0   0  5   

10022437／不眠症／lnsomnia   1 O 0   0  

10023644／流涙増加／Lacrim8tionincreased   1 O 0   0  

10025182／リンパ節痛／Lymphnodepain   1 O 0   0  

10025197／リンパ節痘／Lymphadenopathy   0  0   0  

10025482／倦怠感川alaise   0   0  柑   

10028372／筋力低下／MusG山さrWeakne＄S   0   0  

1002839り筋骨格痛川uscu10Sketetalp8in   0  0   0  

10028411／筋肉痛／Myalgia   0  17   

10028735／鼻聞／Nasat¢OngeStion   1 O 0   0  

10028810／鼻咽頭炎／Nasopharyngitis   0   0  

10028813／悪心／Naus8a   14  3   0  18   

10028836／頚部痛／Neckpain   0  J   

10030111／粘膜浮腫／Oedemamucos8l   1 O 0   0  

10033371／痔痛／Pain   0   0  2   

10033557／動悸／Palpitations   0   0  8   

10034835／咽頸炎／Pharyngitis   3  2   0   0  5   

10036653／失神寸前の状態／P「e＄ynGOPe   1 O 0   0  

10037087／そう痺痘／Pruritus   0   0  2   

1003756g／化膿性分泌物／Pur山entdi5Charge   1 O 0   0  

10037844／発疹／Rash   7 O 0   0  

10039101／員漏／Rhinorrhoea   5 6 P   0  

10041232／くしやみ／Sneeヱing   1 O 0   0  

10041349／傾眠／Sol佃OIenGe   5 O 0   0  5   

10042】28／ロ内炎／Sto閑titi5   0  0   

10043458／ロ渇／Thir＄t   3 O 0   0  3   

10046735／琴麻疹／Urticaria   0  

10047340／回転性めまい／Vertigo   0   0  6   

10047513／霧視／Visionblurred   3 O 0   O 3 

†0047555／視野欠損／〉iⅢaJfielddefect   ■2  0   0   0  2   

10047了00／嘔吐／Vomiting   10  0   

10047924／喘鳴／Wheezing   3 O 0   0  

10048245／責色皮膚／Ye11洲Skin   t O 0   

10052136／耳閉／Earcongestion   1 O 0   0  

10056250／注射部位運動障害／【njectionsitemovement   1 O 0   0  

lmPaI「ment   

1005737りロの感覚鈍腐／Hypoaesthesiaoral   3 O 0   0  ユ   

10057970／中寺桂皮疹／Toxicskiner岬t加   1 O 0   0  

10061428／食欲減退／Decreasedappetite   2  0   0  

10067152／口腔ヘルペス／Orat herp閃   0  0   0  2   

10068318／口腔咽頸不快感／OropharyngeaIdiscomfort   4  2   0   0  6   

10068319／口腔咽預痛／Oropha「yngealpain   0   0  54   

合計   2g8  85  10   1 384 

局所反応、規定された全身反応以外の有害事象（医師によって因果関係なしとされたもの）  

中等  高度  
軽度  高度  合一十   

度  以上  

10080081／腹痛／Abdominalpain   0  0   0  

10000084／下腹部嘱／Abdo爪in81painlower   1 O 0   0  

10抑22柑／アナフィラキシー様反応／Anaphyla¢tOjdrea¢ti9n   0  0   0  

10003239／関節痛／Arthralgia   0   0  

10003553／喘息／Asthma   0  0   0  

10003988／背部痛／BaGkpain   0  0  2   

10006451／気管支襲／8ronchitis   1 O 0   0  

10008531／悪寒／Chills   0  0   0  

10010741／塙隈炎／ConiunGtiviti岳   0  0   0  

10011224／咳傲／Cough   4  0  

10012丁35／下痢／Diarrhoea   0  

10016322／異常感／Feelingabnorma】   1 O 0   0  

10019114／手骨折／HandfraGture   0  0   0  

10019465／不全片麻痺／H8mipar¢Sj5   1  0   0   0  

1抑20937／感覚鈍麻／Hypo8e5theさja   1 O 0   0  

10022000／インフルエンザ／InfJuen之a   0   0  4   

10025197／リンパ節症／Lynphadenopathy   1 O 0   0  

10026883／乳腺炎／Hastitis   1 O 0   0  

1002839り筋骨格痛／仙sculosketet81pain   0  0   0  

柑028引†／筋肉痛／恥argia   1 O 0   0  

10028813／悪心／Mausea   0   0  

10028836／頚部痛／Neckpajn   0    ・ 0   0  

10035759／気胸／Pneurnothorax   0  0   0  

10037802／検骨骨折／Radiusfracture   0  0   0  

¶
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10039101／鼻漏／Rhinorrhoea   1 O 0   

10039203／交通事故／RoadtrafficacGident   0  0   0   

10041349／傾眠／Somn01enGe   0  0   

10042128／口内炎／Stonatitjs   1 O 0   

10044008／扁桃炎／Tons＝＝tis   0  0   

10046735／専麻疹／Urti¢a「i8   3  0   0   

100473朝／回転性めまい／Vモrtigo   0  2   0   0  

10047700／嘔吐／Vomiting   4  

10052136／耳閉／Earcongestion   0   0  

10052904／筋骨格硬直／Musculosk8」etalstiffness   1 O 0   

10059830／注入部位発疹ハnfusionsiterash   1 O 

10061428／食欲減退／Dec「eased8PPetjt8   0   0  

10067152／口腔ヘルペス／Oralherpes   2  0   0   

10068319／口腔咽頭痛／Oropharyngeaipain   4  0   0  

合計   43  8   

推定接種者数及び副反応報告頻度について   

1． 新型インフルエンザワクチンの医療機関からの副反応報告及び医療機関納入数量か  

ら推定される推定接種者数に基づく報告頻度  

① 報告全体  （単位：例（人））  

接種日※   推定接種音数  

（回分）   （報告頻度）       （報告頻度）  死亡報告数  

（報告頻度）   

10／19－10／25   864．862   322   25   

0．04％   0．003％   0．0001％   

10／26－11／1   711．088   378   27   0  

0．05％   0．004％   0．0％   

11／2－11／8   523，196   210   24   3  

0．04％   0．005％   0．0006％   

11／9－11／15   2，502，707   150   23   11  

0．006％   0．0009％   0．0004％   

＝／16－1り29   1．416．5了9   498   128   60  

0．04％   0．009％   0．004％   

11／30－12／6   3．304，098   147   39   14  

0．004％   0．001％   0．0004％   

12／7－12／13   880，028   177   40   13  

0．02％   0．005％   0．001％   

12／14－12／20   4，716，269   118   21   7  

0．003％   0．0004％   0．0001％   

12／21－12／2了   1．552．9了6   88   19   9  

0．006％   0．001％   0．0006％   

12／28－ り10   2，26了，410   67   14   3  

0．003％   0．0006％   0．0001％   

り11－ り1了   了25．860   44   9   

0．006％   0．001％   0．0001％   

1／18－1／24   89了．810   50   8   

0．006％   0，000g％   0．0001％   

1／25－1／31   1．094，749   52   9   2  

0．005％   0．000鍋   0．0002％   

11月16日現在の特記すべき有害事象を抽出し整理したデータであるため、厚生労働省に報告した副反  

応報告数と齢離がある場合がある。数字は有害事象発現件数であるため、症例数とは一致しない。  

有害事象名の前にある数字はMedi）RA／Jver12，1JのPreferredTbrmである。  

－35－   －34－  



2／1－ 2／7   609，1柑   41   9   3  

b．007％   0．00用   0．0005％   

2／8－ 2／14   389，509   27   5   

0．007％   0．001％   0．0003％   

2／15－ 2／21   274，了72   12   1   

0．004％   0．000哺   0．0004％   

2／Z2－2／28   4．155   6   

0．1％   0，02％   0．02％   

3／1－3／9   51．347   2   0   0  

0．004％   0．0％   0．0％   

合計   22，了86，533  2389   402   131  

H22．3．8現在  0．0用   0．002％   0．0006％   

※平成22年3月9日報告分まで   

11／16－1り29  1，416．5了9   230   35   

0．02％   0．002％  0・0000   

11／30－12／6   3．304，098   66   11   0  

0．002％   0．0003％   0．0％   

12／7－12／13   880．028   84   12   0  

0．01％   0．001％   0．0％   

12／14－12／20   4．716，269   54   7   0  

0．001％   0．0001％   0．0％   

12／21－12／27   1．552，976   43   5   0  

0．003％   0．0003％   0．0％   

12／28－1／10   2，267．410   34   7   0  

0．001％   0．0003％   0．0％   

1／11－1〃7   725．860   23   6   0  

0，003％  【 0．0008％   0．0％   

1／18－1／24   897．810   30   4   0  

0．003％  － 0．0004％   0．0％   

り25－1／31   1．094．749   24   5   

0．002％   0．0005％   0．00009％   

2／1－ 2／了   60g．＝8   17   3   

0．003％   0．0005％   0．0002％   

2／8－2／18  389，509   14   0  

0．004％   0．0003％   0．0％   

2／15－ 2／21   274．772   8   0   0  

0．003％   0．0％   0．0％   

2／22－ 2／28   4，155   2   0   0  

d．05％   0．0％   0．0％   

3／1－3／9   51．347   0   0  

0．002％   0．0％   0．0％   

合計   22．了86．533  1272   157   3  

H22．3．8現在  0．006％   0．0007％   0．00001％   

※今回の接種事業では、疑いの如何にかかわらず、「接種後の死亡、臨床症状の重篤  
なもの、後遺症を残す可能性のあるもの」に該当すると判断されるものは報告対  
象としている。   

卿回る。  

※10mLバイアルを18人に接種し、1mしバイアルを2人に接種したと仮定した場合の  

推定接種者数である。  

※納入分が、全て接種されたとは限らないため、推定接種者数は最大数である。  

※ 医療機関から報告される正確な接種者数については1ヶ月毎に集計し公表の予定  

＊  

②医療機関から「関連有りJとして報告されたもの （単位：例（人））  

接種日※   推定接種者数  

（回分）   （報告頻度）       （報告頻度）  死亡報告数  

（報告頻度）   

10／19－10／25   864．862   213   18   0  

0．02％   0．002％   0．0％   

10／26－11／1   711．088   226   21   0  

0．03％   0二003％   0．0％   

11／2－11／8   523．1g6   131   15   0  

0．03％   0．003％   0．鍋   

1り9－1け15   2，502．707   72   7   0  

0．003％   0．0003％   0．0％   

ー36－  －37一   



③ 医療機関から「関連無し」「評価不能」として報告されたもの （単位：例（人））  2／15－ 2／21   274，了72   4   

0．001％   0．0004％   0．0004％   

2／22－2／28   4，155   4   

0．1％   0，02，‘   0．02％   

3／1－3／9   51，347   0   0  

0，002％   0．0％   0．0％   

合計   22，了86，533  1117   245   128  

H22．3，8現在  0．005％   0．001％   0．0006％   

接種日※   推定接種者数  

（回分）   （報告頻度）       （報告頻度）  死亡報告数  

（報告頻度）   

10／19－10／25   864．862   109   7   

0．01％   0．0008％   0．0001％   

10／26－11／1   711，088   152   6   0  

0．02％   0．0008％   0．0％   

11／2－11／8   523．196   7 9   9   3  

0．02％   0．002％   0．0006％   

11／9－11／15   2．502，了07   7 8   16   

0．003％   0．0006％   0．0004％   

11／16－11／29   1．416，579   268   93   59  

0．02％   0．007％   0．004％   

11／30－12／6   3，304．098   81   28   14  

0．002％   0．0008％   0．0004％   

12／7－12／13   880，028   93   28   13  

0．01％   0．003％   0．001％   

12／14－12／20   4．716，269   64   14   7  

0．001％   0．0003％   0．0001％   

12／21－12／27   1．552．976   45   14   9  

0．003％   0．0009％   0．0006％   

12／28－1／10   2．267，410   33   7   3  

0．001％   0．0003％   0．0001％   

1／11－1／17   725，860   21   3   

0．003％   0．0004％   0．0001ウも   

1／18－1／24   897．810   20   4   

0．002％   0．0004％   0．0001％   

1／25－1／31   1．094，749   28   4   

0．003％   0．0004％   0．00009％   

2／1－ 2／7   609．118   24   6   2  

0．004％   0．001％   0．0003％   

2／8－ 2／18   389．509   13   4   

0．003％   0．001％   0．0003％   

④ 輸入ワクチンに係る副反応報告  

1）乳濁A型インフルエンザHAワクチン（HINl株）  （単位：例（人））  

接種日※   推定接種者数  

（回分）   （報告頻度）  （報告頻度）  死亡報告数  

（報告頻度）   

2／8－ 2／14   450   0   0   0  

0．0％   0．0％   0．0％   

2／15－ 2／21   0   0   0   0  

0．0％   0．0％   0．0％   

2／22－2／28   50   0   0   0  

0．0％   0．0％   0，0％   

3／1－3／9   50   0   0  

0．0％   0．0％   0．0％   

合計  550  0   0   0  

H22，3．8現在  0．0％   0，0％   0．0％   

2）乳濁細胞培養A型インフルエンザHAワクチン（HINl株）  （単位：例（人））  

接種日※   推定接種音数  

（回分）   （報告頻度）  （報告頻度）  死亡報告数  

（報告頻度）   

2／8－ 2／14   1，360   0   0  

0．07％   0．0％   0，0％   

2／15－ 2／21   476   0   0  

0．2％   0，0％   0．0％   

2／22－ 2／28   0   0   0   0  

0．0％   0．0％   0．0％   
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3／ト3／9   102   0   0   0  

0．0％   0．0％   0．0％   

合計   1，938  0   0  

H22．3．8現在   0．1％   0．0％   0．0％   

ii）11月接種分  （単位：例（人））  

報告期間  11月1日～30日接種分  
全報告  

（報告頻度）  告頻度） 

推定接種音数  単位：万接種  

353  
医療従事者 65歳未満の者  74．7  

0．05％   0．002％   

基礎疾患を  1歳～小学校3年生   34．5   
55   9（うち死亡1）   

有する者  0．02％   0．003％  

小学校4年生～6年  15  2  

生   
5．2  

0．03％  0．004％  

中学生及び高校生の  20  2  

4．3  
年齢該当者  

0．05％  0．005％  

高校卒業以上相当～   
121   47（うち死亡8）  

48．9  
65歳未満の者  

0．02％   0，01％  

96（うち死亡65）  

23  3  

妊婦  19．1  
0．01％  0，002％   

93  5  

1歳～小学校3年生  34．8  
0．03％  0．001％   

その他  4．4  

882  
328．7  

179（うち死亡74）  
合計  

0．03％  0．005％   

2． 新型インフルエンザワクチンの医療機関からの副反応報告及び医療機関接種者数か  

ら推定される推定接種音数に基づく報告頻度  

実施要領に基づき、平成22年1月未までの接種者の数について、受託医療機関か  

ら都道府県を経由して回答があった（10月分 46都道府県：819．036接種、11月分  
44都道府県：3．216．0716按種12月分 39都道府県：6．723，636接種1月分30  
道府県：3．992．604接種）。これを基に平成21年10月～22年1月の副反応報  
告頻度を計算したものは次のとおりです。今後都道府県からの追加情報により、推定  
接種者数は更新されていく可能性があります。  

i）10月接種分  （単位：例（人））  

10月1日～31日接種分  
報告期間  

全報告  重篤  

（報告頻度）   （報告頻度）   

接種者数  単位：万接種  

医療従事者   65歳未満の者   
46  

79．2  678 0．09％  0．006％  

65歳以上の者   
6（死亡り  

3．8  20 0．05，も  0．0？％  

子の他   0．5  

52（死亡1）  
合計  83．5  700 0．08％  0．006％   

※ 接種者数が全体の1％に満たない対象群はまとめて「その他」として扱っている。  

※ 46都道府県の報告数をもとに、平成20年10月1日現在総務省都道府県別推計人口（総人  

口）により推計   

（101．9 ％＝127，692千人（全国）÷125．298千人（46都道府県））  

※ 報告のあった都道府県においても、すべての受託医療機関からは報告を受けていない  

1）接種者数が全体の1％に満たない対象群はまとめて「その他」として扱っている。  

2）65歳以上の医療従事者、小学校4年生～6年生及び中学生及び高校生の年齢該当者の各群は、   

基礎疾患を有する者として取りまとめて計算している。  

3）高校卒業以上相当～65歳未満の者のうち、基礎疾患を有しない者については、医療従事者とし   

て取りまとめて計算している。  

4）妊婦については、他の群に含まれている症例と重複して計算している。  

＞ 44都道府県の報告数をもとに、平成20年10月1日現在総務省都道府県別推計人口（総  
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人口）により推計  

（102．2％＝127，692千人（全国）÷124．888千人（44都道府県））  

※ 報告のあった都道府県においても、すべての受託医療機関からは報告を受けていない   

iii）12月接種分  （単位：例（人））  

て取りまとめて計算している。  

4）妊婦については、他の群に含まれている症例と重複して計算している。   

※ 39道府県の報告数をもとに、平成20年10月1日現在総務省都道府県別推計人口（総人口）  

により推計  

（110．1％＝127．692千人（全国）÷115．951千人（39道府県））  

※ 報告のあった都道府県においても、すべての受託医療機関からは報告を受けていない。  

iv）1月接種分  （単位：例（人））  

報告期間12月1日～31日接種分  
全報告  重篤  

（報告頻度）   （報告頻度）   

推定接種者数  単位：万接種  

医療従事者  
25．1   

79   3  

及び1歳未満の  

小児の保護者等   
22．6   0．02％   0．001％   

基礎疾患を有す  1歳－／J 46   
43，5  

13   

る者   生  0．01％   0．003％  

小学校4年生～6   
8．2   

5   

年生  0．006％   0．001％  

中学生及び高校生   5   0  

5，9  
の年齢該当者  0．007％   0．000％  

高校卒業以上相当   
87．8   

61   21（うち死亡5）  

～65歳未満の者  0．007％   0．002％  

65歳以上の者   210．9   
145  70（うち死亡40）  

0．007％  0．003％  

計   
262  105  

356．3  
0．007％  0．003％   

妊婦  16．8   
13  3  

0．008％  0．002％   

170  
1歳～小学校3年生  280．5  

0．006％   0．0004％   

6  

小学校4年生～6年生  18．6  
0  

0．003％  0．000％   

6  

中学生及び高校生の年齢該当者  13．7  
0  

0．004％  0．000％   

その他  6．7  

740．3   
524  

合計  
119（うち死亡45）  

0．007％  O・002％ 

全報告  重篤  
報告期間  1月1日～31日接種分  

（報告頻度）   （報告頻度）   

推定接種者数  単位：万接種  

医療従事者  
13．3  43  2  

1歳末恵の小児の  
15．7  

保護者、優先接種  

以外   
58，7  0．005％  0．0004％   

基礎疾患を有する  1歳～小学校3年   3   2   

者   生  
8，2  

0，002％   0．001％  

高校卒業以上相当   
31．7   

9   

～65歳未満の者  0．003％   0．0003％  

65歳以上の者   83．6   
3’6  13（うち死亡4）  

0．004％  0．001％  

48  16  
計   123．5  

0．004％  0．001％   

4．6   
0  

妊婦  
0．002％  0．000％   

36  
1歳～小学校3年生  158．7  

11（うち死亡1）  

0．002％  0．001％   

6  0  

小学校4年生～6年生  31．7  
0．002％  0．000％   

17  
46．4  

3  

中学生及び高校生の年齢該当者  
0．004％  0．0006％   

65歳以上の者  
44  

162．1  
4  

0．003％  0．qOO3％   

その他  4．8  

619．7   
195  

合計  
36（うち死亡5）  

0．003％  0．0006％   

1）接種者数が全体の1％に満たない対象群はまとめて「その他」として扱っている。  

2）65歳以上の医療従事者の群は、基礎疾患を有する者として取りまとめて計算している。  

3）高校卒業以上相当～65歳未満の者のうち、基礎疾患を有しない者については、医療従事者とし  
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1）接種者数が全体の1％に満たない対象群はまとめて「その他」として扱っている。  

2）65歳以上の医療従事者の艶は、65歳以上の者として取りまとめて計算している。  

3）′J、学校4年生から高校生までの基礎疾患を有する者の群は、基礎疾患を有しない群で対応す   

る年齢層で取りまとめて計奏している。  

4）妊婦については、他の群に阜まれている症例と重複して計算している。  

※ 30道府県の報告数をもとに、平成20年10月1E】現在総務省都道府県別推計人口（総人口〉  

により推計  

（155．2％＝127，692千人（全国）÷82，266千人（30 道府県））  

※ 報告のあった都道府県においても、すべての受託医療機関からは報告を受けていない。  

v）10月～1月接種分合計  （単位：例（人））  

全報告  重篤  

報告期10月1日～1月31日接種分  
間  （報告頻度）   （報告頻度）   

推定接種者数  単位：万接種  

医療従事者  
192，3  1．081   57  

1歳未満の小児の保  65歳未満の者  
38．7  

護者、  
58．7  0．04％   0．002％  

優先以外の者等  

医療従事者  
9．5   151   

及びその他の65歳  

以上の者等   167．6  0，009？i   0．0006％   

1歳一小学校3年   】04   

86．2  
24（うち死亡1）  

基礎疾患を有する者           生  
0．01％   0．003％  

小学校4年生～6  3  

年生   
15．3   

0．01％  0．002％  

中学生及び高校生  
11．4   

19  2  

の年齢該当者  0．02％  0．002％  

高校卒業以上相当   
168．4   

262   81（うち死亡13）  

～65歳未満の者  0．02％   0．005％  

65歳以上の者   397．6   
318  178（うち死亡110〉  

0．008％  0．004％  

計   
720  288  

879．†  

0．01％  0．004％   

37  6  

妊婦  40．5  
0，009％  0．001％   

474．1   
299  

1歳～小学校3年生  
27（うち死亡1）  

0．006％  0．0006％   

16  0  

小学校4年生～6年生  50．6  
0．003％  0．000％   

28  3  

中学生及び高校生の年齢該当者  60．3  
0．005％  0．001％   

その他  0．7  

2301  
1．772．10  

386（うち死亡125〉  
合計  

0．Ol％  0．002，i  

弓  

⇒   

L  

†  
革  
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北里  柑．8  10月9日   10  5．3  3  

NBOO2   49．0  12月7日   0．2   0．2  

NBOO3   109．8  12月17日   4  0．4   0．1  

NBOO4   80．9  12月28日   3  0．4  

NBOO5   83．1  1月12日  

NBOO6   78．6  1月12日   0．1  

NBOO7   107，4  1月15日  

NBOO8   83，0  1月29日  

NBOO9   3．2  2月15日  

610，6  19  1．3   2  0．1   3  1．6 

北里  25，0  11月5日   4  l．6  

NMOO2   53．1  11月30日   3  0．6  0．2 

NMOO3   56．7  12月17日   0，2  

NMOO4   51．3  1月29日  

186．1  8  0．8   0  0．2   

デンカ  Sl   54．9  10月9日   15  2．7   4  0，7   5  0，9  

S2   54．6  10月9日   13  2．4   8  1．5   4  0．7  

S3   17．2  11月6日  2  1．2   0．6  

S4   51．7  12月7日   2  0．4  0  0．0  

S5   37．8  12月柑日  2  0．5  

S6   37．8  12月18日   0．3  

S7   38．0  1月15日  

S8   3了，8  1月15日  

S9   37．9  1月15日  

SlO   37．9  1月15日   0．3  

Sll   37．9  1月29日  

S12   37．0  1月29日  

S13   15．5  1月29日  

S14   1臥1  1月29日  

514．1  32  1．2   16  1．0   10  0．6   

化血  SLOl   45．0  10月13日   26  5．8   3  0．7   8  1．8  

SLO2   91．6  10月22日   47  5．1   28  3，1   8  0，9  

SLO3   92．7  11月9日   22  2．4   12  1．3   4  0．4  

g2．5  11月9日   25  2．7   19  2．1   0．1  

Sし04  7臥5  111月25日   7  0．9   6  0．8   3  0・4l  

SLO6   84．6  11月25日   7  0．8   5  0，6   0．1  

SLO7   84．6  12月9日   7  0．8   2  0．2   3  0．4  

SLO8   84．了  12月9日   5  0．6   0．1   4  0，5   

3． 死亡報告数（接種日毎、死亡日毎）  

4．重篤・死亡報告の頻度（ロット毎）  

頻度： 対10万接種  

重篤  死亡  アナフィラキシート  

メーカ  
ロット   出荷数量   出荷開始日  報告数  頻度  幸艮告数  頻度  報告数  頻度   

万回分  

徴研  HPOl   27．4  10月19日   8  2．9   3  1．1   2  0．7  

HPO2   111．9  11月6日   20  1．8   13  1．2   2  0．2  

HPO3   112．8  11月24日   7  0，6   5    0．4  

HPO4   111．8  11月24日   3  0．3   10  0．9   3  0．3  

HPO5   112．9  12月7日   6  0．5   2  0．2   0、1  

HPO6   111．2  12月7日   0．1  0．0  

HPO7   ‖2．0  12月17日   4  0．4   0．1  

HPO8   112．8  1月15日   0．1  

HPO9   112．8  1月15日   0．1  

HPlO   112．2  2月15日  

HPll   111．9  2月15日  

1149．7  51  0．8   34  0．6   8  0．3   
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SLO9   84．＄  1乏月9日   0．1   0．1   0  0．0  

Sし10   85，1  12月22日   0．1  

SLll   84．7  12‘月22日   7  0．8   0，1  

SL12   85．0  1月6日  

SLT3   87．丁  1月6日  

SL14   62．0  1月6日  

SL15   93．0  1月6日  

SL16   38．0  1月6日  

1272．3  155  1，8   78  0．9   32  0，5   

化血  SSOl   81．9  1月18日  0．1  

SSO2   82．6  2月2日  

SSO3   82．8  2月2日  

SSO4   82．8  2月2日  

SSO5   82．4  2月2日  

SSO6   82．8  2月17日  

SSO7   54．9  2月17日  

SSO8   55．2  2月17日  

SSO9   81．8  3月1日  

687．2  0  0．1  

（参考 2）   

新型インフルエンザ予防接種事業における副反応報告と例年の薬事法におけ   

る報告の違い  

新型インフルエンザ予防接種事業  

重篤  非重篤  

未知   ◎   ◎  

既知   ◎   ◎   

ワクチン接種との因果関係に関わらず報告   

参考（薬事法の報告要件）  

重篤  非重篤   

未知  「○   

既知  

（参考1） 季節性インフルエンザワクチンの実績（薬事法に基づく副作用報告）  

推定接種者数 副反応報告数  

非重篤  重篤  
（下段報告頻度）       （下段報告頻度）  うち死亡例  

（下段報告頻度）   

2人  
121人  

（明らかな関連なし）  

平成20年度  4740万人              0．0002％  
100万人に2人   

4人  
121人  

（明らかな関連なし）  

平成19年度  4164万人  

副反応によると疑われる場合に報告  

報告する対象が◎又は○  

◎は、契約により医師に報告義務があるもの  

○は、自主的な報告による。ただし、企業が知った場合は報告義務。  

「重篤」とは、死亡、障害及びそれらに繋がる恐れ、入院並びにそれに相当する疾病の程度（日本とカ  

ナダと同じ基準）  

「既知」とは、副反応として知られているものであり、添付文書等に記載があるもの  

△ 非重篤・未知は定期的に報告。   
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（2）接種期間別報告数  
副反応症例の内訳（性別・年齢別）  

接種 日  10歳  10 歳  20歳  30歳  40歳  50歳  ・60歳  70 歳  80歳  不  ∠ゝ ロ   

※   未満  代   代   代   代   代   代   代   以上  明  計   

10／19－  
0   

10／25  
58   94   90  53   柑   2   

10／26－  
0   

11／1  
2  80  122   98  55   3   0  

11／2－  

11／8   
3   5 41 72   40  30   10   210   

11／9－  

11／15   
20   4  24   30   20   9   10   8  0  150   

11／16－  

1り29   
28  35   44   34  37   53   89   63  0  498   

1り30－  
60   3   10   23   14    147   

12／6  

12／7－  
4   8   了   

12／13   
6   10   20   

12／14－  
5   

12／20   
4   10   10  0  

12／21－  
24   

12／27  
8   10   12 O 88 

12／28－  
14   4   6   

1／10   
4   0  

1／11－  
3   

り17   

2   0  44   

1／18－  
4   3   

け24   

4   3   50   

1／25－  
4  6   

1／31   
5   12   10   12  0  

2／1－  
4   

2／7   
3   8  0  

2／8－  
l   ワ   3   4   

2／14   
2   3   0  

2／15 －   0   0   0   2   2   0  

1．性別  

男   755（31．6％）  

女   1628（68．1％）  うち妊婦37   

不明   6（0．3％）  

2．年齢別  

（1）報告数  

年齢   副反応報告数   重篤報告数  死亡報告数   

0～9歳   410  3   

10・｝19歳   94  12   

20～29歳   285  23   0   

30～39歳   421  35   3   

40～49歳   329  32   

50～59歳  246   28   4   

占0～69歳  187   44   15   

70～79歳  233   84   38   

80歳以上  178  92   66   

不明   0   0   

合計   ざ389  402   131   

－50－  －51－   



2／21  

2／22－  
0   

2／28  
0   0   0   0  6   

3／1－  

3／9   
0   0   0   0   0   0  

合計   
410   94  285  421  329  246  187  233  田  田  2389  

17．2％  3．鍋  11．9％  17．6％  13．8％  10．3％  丁．鍋  9．8％  7．5％  0．3％  

特発性血小板減少性紫斑病   5   6  悪心   

脳炎   5   8  急性散在性脳脊髄炎   

意喜哉消失   5   6  浮動性めまい   

紅斑   5   6  脳症   

蜂巣炎   4   6  感覚鈍麻   

筋力低下   4   6  呼吸困難   

頭痛   4   5  急性心不全   

末梢性ニューロパテー   4   5  下痢   

喘息   4   5  血圧低下   

悪心   3   5  全身性皮疹   

注射部位痔痛   3   5  ショック   

倦怠感   3   4  心筋梗塞   

末梢性浮腫   3   4  腹痛   

急性肝炎   3   4  倦怠感   

黄痘   3   4  脳出血   

血圧低下   3   3  血小板減少性紫斑病   

多発性脳神経麻痺   3   3  心不全   

脳血管炎   3   3  動惇   

呼吸困難   3   3  異常感   

喉頭浮腫   3   3  無力症   

ヘノッホ・シェーンライン紫斑病   3   3  アナフィラキシーショック   

革麻疹   3   3  インフルエンザ   

中毒性皮疹   3   3  脳炎   

貧血   2   3  呼吸停止   

白血球減少症   2   3  喘鳴   

リンパ節症   2  心停止   

回転性めまい   2   2  急性心筋梗塞   

ブドウ膜炎   2  耳鳴   

角膜落居   2   2  ブドウ腸炎   

腹痛   2   2  高熱   

下痢   2  肝障害   

嘔吐   2   2  アナフィラキシー様反応   

胸痛   2   2  酸素飽和度低下   

全身性浮腫   2   2  血小板数減少   

腫脹   2   2  関節痛   

＊  

＊
 
＊
 
＊
 
 

＊
 
＊
 
＊
 
 

＊
 
＊
 
 

3，報告された重篤副反応名（2件以上、件数上位順）  

季節性ワクチンと新型ワクチンの比較  

MedDRA／JVer．12，lで副反応名をコード化したもの  

2006－2008年度3年間合計  A型インフルエンザHINl   

季節性インフルキンザワクチン  ワクチン   

副反応症例数   349  402  副反応症例数   

副反応件数   503  569  副反応件数  

件数  件数  

発熱   43   87  発熱   

急性散在性脳脊髄炎   41   51  アナフィラキシー反応   

ギランリくレー症候群   23   24  痩攣   

アナフィラキシーショック   18   14  肝機能異常  

痘攣   17   14  専麻疹   

ショック   16   13  問質性肺疾患   

肝機能異常   12   12  急性呼吸不全   

注射部位腫脹   10   皿  心肺停止   

注射部位紅斑   8   皿  嘔吐   

肺炎   8   9  肺炎   

顔面神経麻痔   8   9  意識変容状態   

問質性肺疾患   8   9  頭痛   

アナフィラキシー反応   7   9  喘息   

発疹   7   8  ギランリルー症候群   

アナフィラキシー様反応   6   7  失神寸前の状態   

脳症   6   7  呼吸不全   

＊  

＊  

＊  
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虹の 

N磋 

繊 

腰 

肝炎   2   2  背部痛   

肝障害   2  筋力低下   

細気管支炎   2   2  筋肉痛（※筋痛として報告）   

注射部位膿癌   2   2  四肢痛   

髄膜炎   2  脳梗塞  

無菌性髄膜炎   2   2面神経麻痺   

血中クレアチンホスホキナーゼ  

増加   2  傾眠   

C一反応性蛋白増加   2末梢性ニューロパテー   

血小板数減少   2  ネフローゼ症候群   

白血球数減少   2  アレルギー性肉芽腫性血管炎   

関節痛   2   2  鼻漏   

多発性関節炎   2朗妾素症   

リウマチ性多発筋痛   2   2  子宮内胎児死亡   

横紋筋融解   2   2循環虚脱   

意識変容状態   2  

健忘   2  

意識レベルの低下   2  

熱性痙攣   2  

脊髄炎   2  

神経痛性筋萎縮症   2  

ミラー・フィッシャー症候群   2  

複合性局所痔病症候群   2  

異常行動   2   

ネフローゼ症候群   2  

胸水   2  

呼吸不全   ’2  

薬疹   2   

多形紅斑   2  

白血球破砕性血管炎   2  

血管性紫斑病   2  

側頭動脈炎   2  

＊
 
 
＊
 
 
＊
 
 
＊
 
 

＊
 
 
＊
 
 
＊
 
 
＊
 
 

＊
 
 
＊
 
 
＊
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＊
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＊は添付文書に副作用名の記載がないもの   
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ロ  年■ l代l  性月  托積日  封▲計毛  ロット暮†  網疇 丑Ⅶ  暮鴫痍上（■■）．■の▼h♯見なと   暮l丘応名   ll反応t生日  1t■llに↓ も由膚■l儀  1■虞  転■8   転■内繹   
51  力  只  平躯l年Il月t8  テンカ  Sユー8  ●  ■晶に■る事■鬱  ■上下反しぴれ¢、筋力性下   T由一ヰI1月I日  lI■不t  1■  中心It12月】Ot∃  慨鋏   
55  30  女  中心lヰI1月l白  Jrこ  l・p01▲  ■  ▼快癒停、■也往．1触アレルギー  アナフィラキシー反応．t量覆．書■靡、頼■、■心」撃払性め  

書い、ロ膣■1■．日■淳員   

S与  50  女  平成之】ヰlO月2月8  テンカ  不q  ■  ぶどう■炎（銅■）．8モ肝糞ワクチンにて全■書重要の彙覆あり、甥縞  爾■のぶどう1炎   寧由一年I一月●B  『■事り  暮■  中むlキー2月24日  乗回1   
5丁  10  女  1・▲・   ＝＝  Iヒ血研  SしOl▲  □  義檎アレルキーt繍，エビ、モばなど杓30穫■l．t筆戦貫7レルキー．アしル  

ギー性■炎   
平舶1年t1月8日  t■1書リ  1■  平成21書Il月11日  同吐   

朗  】○  女  平叡1年lO月ZT日  ●■●  トIP01▲  ■  蔦闊血l症  ■鸞婁、彗文員畔、淳勧性め辛い．関野礪  平月臼1年lO月口8  闊■■リ  l■  平成之lヰI一月川白  軽快  
■■tl●★  
托嶋）   

59  lO暮以上  女  平成封書Il月川日  叱血璃  Sし02▲  ■  高血圧．心不全にて■虎中   i攫暮  平彪1年11月lT【】  押■不能  1t  平彪1書ほ月一8  tl慮   
‘○  10  女  寧慮21年lけけB  化血研  SL02▲  ●  全■性エリテマトーテス．■尖遍■（ベラフロストナトリウム椴■中I．連遼性量1  

輿．T不全、ネフローゼ（ジビリダモール投与中〉．■かノウム血慮」鼻血、■状■  
▲ こ  ＝  繹傷不嶋  l■  平成2ユーl月l日  櫨餞   

t也t下■、嘉血圧■．嘉■暮▲虫、麟統轄は、ワクチン檎檀釣－ケ月¶ヒ入   

●I  ：■l  ロ  平成21年lO月ヱt8  化血研  SL01▲  ●  ワクチン譜穫5ケ月■．アルコール性粁痍■を集塵   岬■●■■■t  平I正之l鴨川月2‘8  不■  1■  不嘲   乗回慎   
12  20  女  平成ま一書Il月tl日  t▲■  Sし○℡8  不q  ●  対℃以上の兜触  ∴    ＝・＝  鴫▲嘉リ  1暮  平慮ユl書Il月10日  纏性   
∞  側  女  平慮21書lりI川日  化▲研  Sしm  ■  観知■にて．■■任l■嚢曹長tしており絶t中であも   じんましん   中心l年I1月り月  ■1奪リ  1暮  平舶1ヰIl月丹日  向廿   
8l  lO■如上  女  平慮封事Il月川口  ■す●  Hp明血  ll  ■景疇．t性心不奮．大■■■、ホ血圧‘心霹♯勧   過払■虚饅♯、けいれん、血圧上■、舞飴  平彪l攣‖月川日  ■■羊■  1■  平射l事Il月22日  軽快   
l造  lO  女  中l■21事】l月川眉  亀血欄  Ⅶ  ●  せ牲■t性自▲■tt■書■t）．t■薫■1  舞鶴  平慮ヱ1年Il月l？8  ■●不t  暮t  平l■2一書t1月用個  せ扶   
ll  l01兼濃  ■  中級汁rl月川咽  t血欄  Sし∝l▲  ●  ネフローゼt震▼にて入l■中（ステロイド投与中）、インフルエンサ   アナフィラキシー   ∴  こ 二＝  ■；▲▼リ  1■  中心l事lりIt8日  ■t   
lT  20  女  尊慮封寧】一月‖8  他血研  SLM  ●  ●   ショック（血圧t下）  ∴  ＝  ＝  l■1■リ  暮暮  平郎l■lり弓t一日  ■■   
‘8  20  女  中慮21年】l月Il白  11研  N仙1【l  ■  ●   ■膿，集需．注椚廿位そう書畢、全■性そう躍さ   平揖，象‖月l，白  l■■膚川  1暮  中根l■‖月別ほ  不■   
ll  lO  ■  平融t事11月川眉  た血研  SL¢l▲  ■  Chm鵬一山■岬一丁鵬I■（シヤルユ叫・マリー・トケース■）の縫い．’ジフチリγ疇疇  

■暴食トキソイドワクチンk檀■に■吐伽た机すぐlニ織快（岬嘱）、■■鬱  
平叡l書I1月柑日  叩】■▼リ  1t  ∫  二＝  向互   

筋暮★■、サキ■t仕丁シドーシス、■t   

TO  70  女  筆硯21年Il月柑B  た血研  SしD2▲  ■  大■がん繊鶴＃彙．＃嶋轟、■ll竃樽、▼不全   ■1■tt■■t   平敲l年I1月川眉  ■■■リ  1■  平和l書Il月‡○日  ■t   
7l  88▲以上  女  平成21年】1月t7日  化血す  Sし048  ●  覿t支■■、瞳性t▼文集に陣う慢性呼鴫不全．≠性心不全．■揮■、九什性  

心房紬t8．インスリン幾■，アルツハイマー璧kh丘   
平成Il年I一月り日  l■■■し  1ヽ  平射tヰIl月Ii日  不■   

丁：己  20  貴  平成之一書】l声＝1日  11嘲  NM001▲  ●  l■   ■書■捻転（■兜死亡）   ∴  ＝■■ ＝  qi■■し  1暮  尊慮汁中l月川月  書■■   
乃  10  女  平成封■11月20日  化血欄  Sし○ユ▲  ●  札t支■息  7ナフィラ千シーRい   平成封舞Il月ユ○臼  岬書不t  T■   ・二   こ ■ ＝  ■■   
丁4  20  女  平成2一書11月！B  化血月  Su唸8  ■  ■  フィツシヤー仕種麟（キランバレー¢欄♯）  平田1年Il月日順  ll■膚M  1t  平層2一事Il月ユ○日  職   
乃  lO■集濃  よ  平戯】攣11月川8  化血研  SL020  ■  昨年．●節性インフル工ンサワクテンは檀で集靡、★熱あり．▲I17レルギーな  

し、ネフローゼ癒麟■でステロイド内上中（卜岬■／臼、覿白檀■中）．   
書慮2一年1相川帽  馳1雷り  1暮  ・・▲  こ  ＝  ■サ   

Tl  60  男  平成21事11月208  徽械■  HP02▲  ■  慣性心不全t■兼によ甘」l′l？tで入腐加欄．疇■リウマチ、■血圧，心■錮勤  心不貪．職員   平成Z1年】l月別日  ll■不t  エー  平屑ヱl書12月18  ■1   
TT  〇○  女  平成21年＝月刊沌  叱血研  SLO●8  ●  南扇リウマチノト讐生職子丼tぺてじん著しん亡2回   血t蓬走神経丘射   平慮封書11月l，日  Ⅶ1徽り  1■  平舶1年‖月は＝】  由1   
78  川■集濃  ロ  平慮21事1叩＝18  徽研曇  lP山鳩  ■  卵アレルギーニ小児科王為■の承臨書り   †れ＼れん   平叙一年t】月け白  押書不t  1■  平覆21キーl月2●日  回穐   
丁9  tO▲兼】■  男  平触lヰl】月t8B  不明  Sし028  ●  ■  けいれんt檎、tl王i痩  平成21年1t月19日  榊t不鴫  暮ヽ  平月u†年11月之l日  励慎   
18  lO  女  平成21ヰ】1月58  化血曝  SL（I2▲  ■  卵アレルギー、サ′くに▲る7ナフィうキシーシュツク丘あり．1化フリフィニウム．  

プチルスコポラミン▲化欄に▲るショックの劃作用亡あリ   
平月ほ‖中†月5日  間，▲雷リ  T■  平田l▼l1月●臼  回牡   

lt  SO  貴  平成21年相月叩日  ⊥て  Sut▲  ■  ■   缶1王廿在住i症（APEH）   平鹿lヰIl月丁日  押■不t  1暮  中尉l事‖月‖ほ  疇憤   
●i  58  女  平氏封書‖月川眉  書研食  ㈹  不明  】t■■lL▲■巨 ■★■t■   ★■   平成21年l相川柑  絆tl不t  1t  平耶1年11月王4日  ●■   
幻  シ〉   男  平月ロl書I一月加白  ＝「ミ  lp020  ■l  ■●   彙鎗．白▲疇欄■加」腋独t■井   平氏2一事Il角28日  lI事不欄  1■  平■2t▼tl月ヱl日  I量1R   
84  lO■朱嘉  女  尊l■21攣I1月川旧  テンカ  5t－－8  ●  ●   ぢ■   平慮21年Il月別日  隅■不七  1ヽ  平昭1年は月2日  励1   
85  ●d  女  平田l書Il月Il日  h■  †  Sし010  ■  ■●   ■■   こ  二  ＝  鵬■書リ  1暮  jl  こ■■ ＝  ■t   

l月  lO■以上  女  中欄ul書I一月t7日  t■●  l・pOヱ○  ■  せ性心不全疑い．▲t責．■▲庄、甘鞠層虚   1憧■1■不全、霹靂   平l■之1年Il月20日  恥劃机  1ヽ  中限l事ほ月量日  二・＝ 一   

l†  ●○暮Il上  鼻  平月臼l事‖月l▲日  二・・づ  椰  ●  6攫■．アルツハイマー空蝉知生，■ヘルニ7  急性岬l■不全．触発  平鼠21事l†月川日  岬1事リ  1暮  平耶l■tl月封眉  集匂仇   
ll  tO■兼5■  女  ′∴   二 ・＝  亀血瀾  SLOヱ▲  ■  1憧リンパ性自血ホ   けいれん   平成ヱl攣11月II8  ■■不t  1■  平曜ユー事tl月20日  I量快   
lI  18  女  平成ヱI年Il月】9日  テンカ  Sト8  ●  陣旧任麟格技（石上1切捧）lこ▲る¶性呼喰不全で在宅色素環ま中．本職憾膚  

血圧慮、★糧軽食．不■虚、心書症．肝炎ウイルスキ◆リ7－．蒙暮」■書、■檜  
甘折   

，0  80  女  平成21年lO月之一日   芦  SLOt▲  ■  ●   肘■■■t  中庄21年‖月l日  不■  1暮  平成毘年1月4巳  禾t弓1   
！‖  引I  男  平射一年Il月川日  化血研  Suユ▲  ●  ■癌のR軌■ま中（シスプラチン、予ガフール▲キメラシル・オチラシルカリウムl巳  平成封攣11月柑臼  鴫遍雷リ  1蝿  平成ヱl年Il月油8  反正   

され1用中〉、れ什■で口内貞吐く、山■炎   

，2  50  男  千席ユー事I一月20日  t■｝  SLO】▲  ■  外中性くも■下出■lこよる不■■の■ll鐘状．1年■（インスリンコントロ－ル  
中）．ホ▲圧．ホ■▲ヰ．■よt脆く▲捜と大iのプラークあり）   

I3  00  女  平成2I年11月158  化血l計  SLO：lO  ■  好■ヰ嶋事鍾惧＃、貯む疇性■書電鍵、中耳炎、J咋血症、ホ血圧、フレドニゾ  平板一年11月凹白  ■■■り  1t  ・・∴   ＝  ＝  巨1檀   
ロン■用中   

I●  80t以上  男  平鹿封書‖月‖唱  ●l■●  HPO‡○  ■  うつ血性心不全、T不全   ），「：Gl上の兜lわ   平成ヱ1年11月川月  押す不触  1■  平一劃出いl月208  固慎   

ll  lO  ■  ＝ ▲   ＝ ＝  化血欄  Sし02▲  ■  ■■■   じんfしん   平むlキー一月58  劇壇粛リ  t■  尊慮21書Il和昭  ■サ   
ll  tO■褒賞  口  平成之l事t1月祁月  テンカ  引－8  ●  1－2■lIにけいれんあり   ■，舌の不■1■軸   平成21年lり引沌8  銅ヰ礪リ  1■  平成引寧12月り白  集向膚   

，）  TO  ★  平膚ヱ1年t1月13日  た血研  Sし咄8  ●  ベタメタゾン内≠中十■昆■、■天鴫■」■欄欄州別島孝欄   象性社宅牧丘甘b炎  平成ヱ1年Il月柑日  Ⅶ■轟り  1t  平成21tt2月IIP  〔ご・   
tl  18  女  平成～ltll月Il日  テンカ  S2一▲  撫  アレルギー、■息、さ牡壕  ■▲舞作（■1．畔租浅薄）、じんましん  平氏2一年I1月Il日  ■■■リ  ■■  平成21事tl角川日  tt   
，9  801以上  只  平成21年1一月川日  蠍研金  HPt）2C  ■  肺鼻血．1城跡リウマチ‥■血圧丘，胸部大戦簡青稀徒ヒて全身状触良好で通院  平成21年l†R柑8  岬■不触  1■  中心lヰIl月20白  ■■   

中   
敗血症性ショック   平成Zl年11月2丁臼  鱒事不■  1t  平成2t年12月l白  r・て■   

t00  TO  男  平成21年Il月2¢8  †ヒ▲甘  SL038  ●  騨疇癌（サ性■奥の書岨形成に対し曝全納出I、暮尿礪              】Ot  ●8  女  甲欄臼l年I1月祁旧  化血研  Sし8之▲  ●  アレルギー：セファクロルで集鐸．尿鶴亀石．手管扁1（餞血あり）   全■性けいれん，量牲陣事   平成2】寧11月258  禅ず不鮭  1■  不一l   不q   

No   ヰl毒 ■（代〉  性別  檜I一日   製造所名  ロット暮雪  ■■ 楕穫  さ喝痍t（捧■）、他の予飢檜托など   ¶丘l石毛   ll反応舞生日  ■■●▲に▲ る申霊q休  1■■  l孟帰日   鯨●内寧   

＝〉2  20  男  平成21ヰIl月2S8  サ研会  l・仰C  ■  ぷ性マヒ，麟t輩■中、覆何のみ縛積暢圧呼吸■ま使用座   発揚   平成21年11月26日  叫1欄し  t■  平成21書11月2丁8  ll鋏   
‖〉ユ  lO  女  平成21年11月208  化血月  Sし02▲  ■  慢性円蓋性呼鳴響痍上（t性呼吸不全）．慢性心不全．在宅醍薬療法・非挫鍼  

的後先儀法（NPpV）▲行   
平成21年‖月21日  ▲・ ＝  ▲■  平成21年】†丹ヱ7日  軽快   

lO●  30  女  平成21年Il月30白  l■・  SLロ28  ■  アレルギー：モチ瀬   アナフィラキシー反応  平成Zl年Il月30日  l■■■り  1t  平成21年ほ月一日  田吐   
lロ5  l¢●◆■  男  平成21年I1月ヱ7日  杜研会  HPO2日  ■  ■   けいれん   平成21年tl月28日  騨■不触  t■  平欄臼l書Il月即月  凪q   

l06  10書東鶉  弟  平成2一年Il戸川日  化血研  Sし038  ■  てんかんニカルバマゼビン円最中（ワクチン搾檀約lケ月荊より内層開始）  じんfしん   平成21年11月t，日  叫1事リ  ■■  平射1年ほ月8日  旦臥   
10丁  lO■未満  男  平成21年11月2】8  化血嘲  Sし○さ8  ll  気t支■息加憬中アレルギー：卵白PAST（蓼l性〉だが、明らかなt穐丁しル  

ギーなし   
平成21年Il月29日  騨■不t  t■  平成ヱlヰほ月1日  機t鼻   

l08  lO▲東鶉  女  平成ヱ1年It月258  屯研会  Hf勺2C  ■  貴職アレルギー．丘t支■▲   ■、・  ・ ・   平虞才一隼】】月‡58  hlfリ  1■  平成2Iヰ12月2日  画壇   
tOg  10  女  平月ほ一書I1月2さ臼  化血欄  SLO▲8  ■  高血圧虚．¶愴井■事鐘．■t王■▲．弁■嶋L慮■品・t晶による舞欄・体■  

不1▼の既往あり、アスピリン■1ぁるが巾■■ホ嘉屯用中   
平鮎l寧I1月Zl白  蝉■不t  ●■  平成21tIl角●8  ll嗅   

llO  ：〉0  女  平成21年†○月28日  化血研  SLOIA  ●  全身性エリテマトーデス、■本■（自己免度性甲状井灸）、シェークレン症織■  パセドゥ■   中心l年tl月8日  押■不也  工■  平紐tl月¢8  職tl   
凹  lO  女  年月日l年11月之8日  化血研  SL8こl▲  ■  景t支Il▲、■血圧   アナフィラキシー   平戯l年I1月2‘ロ  l■濃有り  1■  平彪lヰIl月日日  B覆   
l12  lO■兼糞  鶉  平鹿Zl年I一月∽臼  テンカ  S2－▲  ●  ■ふ、心痍■手稿の既往あリ   ¶■、l■吐   平舶l年Il月｝0日  ll遺書り  1暮  甲欄鮎l■12月18  l召慎   

‖J  罰〉  女  平成21年Il月18日  化血研  SしっZ▲  ●  瀧t支■息（九曝）の最往あり  寛れ，7ナフィラキシーショック  平成21年tl月柑日  l11事り  1■  平成之1年Il月り日  飽牡   
＝■  一○■以上    平成21年Il月ユ8  化血研  Sし02A  ●  ′く一年ンソン症輪欄．■■性濃ヰ．脇鐘暮（再発予防のため．ウルフアリンを本  平成21年12月2日  叩濃Tリ  1t  平成封q12月ユ日  周鵡   

ワクチン繚Ⅶ】5ケ月罰より内れM絶）   

l】S  †0  鼻  平成21年I1月25日  化血欄  SしD28  ■  麻気墟．てんかん∴不■■、t牡．■炎   発熱．C一反応性よ白増加、白血球微増加   平成21年Il月2‘日  鴫■■り  ■■  ▼√ ・  ＝ ＝  囲1   
l†l  TO  u  平成2Iヰ12月3日  化血研  SLロイ8  ■  じん臓（テナフィリンq糾．玉■鋼廠内申．呼吸状頓は安定）．高血圧  アナフィラキシーショック  平■ユl年12月3日  欄暮事り  1■  中根lヰl！貝l日  ■●   

m  lO  女  平履21年lO月よ18  化」血礪  Sul▲  ■  ■  ー こ L  平成封隼lO月脚8  繹t不■  暮■  平舶l書付員】8日  ■●   
II●  ～【l  女  平成2】韓l】月288  化血研  Sし028  ■  気t支■上   tt支ql舞什   r∴  ＝ ＝  開1▼り  1■  平成11年lヱ員2日  ll快   

】1，  18  女  平成21書I一月l凱巳  ・・「＝  HPO2G  ■  嘘息、8璧肝炎  ■▲発作（入験加療）、筋甘橋せt  軌如1年lりI封日  ■■不■  ■■  平成2Itl～月lβ  ll快   
1ZP  10■乗遍  男  中心l象】2月2a  化血研  Sし抽  ■  q息彙置から2舞エフルナカソンフロビオン故エステル．モンテルカストナトリウム  平鹿一年12月38  開il有り  ■ヽ  平成封象12月～8  t11矢   

内岨中．一年樗l舞作■し   

12l  TO  男  ・r ▲1 ＝■＝■■＝ ・＝  Iヒ血礪  Sし○ヱF  ●  ポI立■8：ヒ九Jレタミド（仙■）l▼分lで内最中  二 こ 一  ・   平成21年1一月2i日  II■不t  1■  平成ユlヰほ月tl日  ■●   

t2ヱ  ユ○  男  平成Z一書ほ月18  化血欄  SJ018  ■  既往：n郡外傷lこよるl王書性てんかん、●体中t、精神h讐があり王寺の疇i  中心一年12月一日  押す不鴨  1■   
が臨蝿．■下1＝」『8はなく．線口撫穐可たであり、リハビリテーションホ疏lこ入よ   

12｝  TO  女  平成21年12月18  化血欄  臥∬閲  ●  心魔性疇捜暮、■尿■（インスリン投与中）．＃不全症賦■（ペースメーカー■込  
み）   

t2■  山  井  尊慮引ヰ‖月別旧  化血研  Sし○之▲  ●  統合失■正、t性うっ」■性心不量、■下性■たのIl往あり  ■1王■■■環不全．彙■、伽■、肝■職■▼．白▲疇・血小  
艦減少   ▲●t：眉1、   

t2S  ●0  女  平戚ユl事Il月は鳥目  化血欄  SIJり▲  ■  ■●   ■ふ舞什   ′∴  二ニ  『■▼り  t■  平月巳†■＝月18  lヨれ   

120  20  女  平脈一書tl月2●日  化血欄  Sし○■8  ●  左T■熟慮リンパ野艦欝（リンコ■スニチニフ≠用中だが、ワクチン搾檀●口前上  
り休■中〉   

‖汀  58  女  平l■21年12月4日  テンカ  S2→8  ■  書匿■，ホ血圧、れ■血l■   雪鷺鶴礪   平l壬21年12月1日  tql鶉り  1■  ■r▲ ∴■■＝ト  ＝  不■   

12●  10  ロ  ・∴   二 二 ＝  化血研  Sし02▲  ■  t■■l」■18℡心書腰■∴■■■■  中■仕度♯  平成21ヰIl月柑8  鶉■書り  1■  平成封書12月5日  ＊ 
l‡t  刃  女  平成21キーl月9日  †ヒ血研  SLOl▲  ■  ■   ㌻ し   書瞳封書‖月M  群書不t  ■■  平尾21ヰ12月川日  回1   

巴  tO■乗濃  女  中根】書12月28  化▲研  Sし01▲  ■  てん力ヽん．■書集王墓t   けいれん   ∴二 ＝  ll■不I■  t■  ・r ∴     ＝  ＝  ■■   

IJl  60  力  平成21年11月20日  化血月  Sし○一人  ■  i櫨■欄＝ほ■零■（インスリン治療）．心耳バイ／くス♯繰、下駄動静用事によ  
る人工血t′くイ／くス＃（事■）tで■幌i眈中だった．蔦血層．遥濃性▲1炎、  
■餌■性丁虚．不t丘、暮●▲虚．c璧肝炎．心筋攫暮   

11之  †○  ■  中むl年l】月218  化血碑  SL∝肌  ■  遺臣州アレルギー、光量J量フロックD80ペースメーカ℡正墳．ホ血層．E軸  二・呈  岬■不t  1■  平成ヱ1年ほ月5日  l串4   
東t化鐘にてステントt■，▼■t陣■、■1尾   

り1  ヱ8    平田lヰI1月川8  化血欄  SLO～8  ●  ま■性リンパt暮（★事■8■リ〉．M霊性■1■■t（九t切開、t間lよ人エ■  ▼■I‖l‖■l18  岬■不■  1暮  ＝ ∴   － ＝  岳It   
■■白P▲P機片〉   

り●  80  鼻  平戚ヱlヰl，月川8  化血す  Su）JO  不明  疾t：丁ル⊃－ル性肝t■．■■ホ 既往：纂血圧   め雷い．耳■リ．t力■書   尊It21事Il月11日  繹■不t  1t  平成封書12月l日  ★■■   

＝ほ  iO  男  平l■21年‖げほ18  化血研  SL02▲  ■  ¶蚤甘楽  彙熱  平尾21年tl月2‘日  繹■不t  1t  平痍封句12月l日  屈t   
‖帖  ‘0  男  響l書21事lO月218  テンカ  Sl－A  雷  ■  尊い不賀零  中心1年lO月21日  lli■：■リ  1■  平舶一書to月之2日  周撫   
tI7  7（l  男  平Ii21年11月Z‘8  lし▲‖■  SL∝柑  ■  丸t王■且．慎性閉暮性■痍1のため加●中（フルチカソン・キシナホ旗サロメ  中東1年12月28  ■■■｝  ■■  早捉k三月2日  Il慎   

テD－ル台秤中人′8）、1た■匿痍（グルメビリド、ビオグリタソン、メトホルミン  
内鴨）．群書土．不■■、■色   

13轟  50  女  平碑ヱl年12月7日  化血礪  SL01▲  不l円  ■■  ＝■一＝  llヰ宥リ  1t  平成ヱl年12月1β  ■≠   

IJl  50  男  中心lヰ11月I18  化血】募  与し02▲  ●  ■   t■．畔●■■t   中庄t1年‖月Ii8  幹事不■  1t  平彪l■－1月1I臼  qtl   

140  50  女  平成ユー攣tヱ月58  ■叶●  不明  ■  気▼支t11：加書中  アナフィラキシー賢い、tみ一事．呼吸18織．■も  平田l書11月5日  事l■不t  1■  1∴   二＝  ■■   

t●】  柑義未満  女  平成封寧l⊇月↓8  化血礪  SL田8  ■  ■欄山爽t＝集t支■▲（虫入ステロイドで加☆中）．マイコプラズマ住職炎  アナフィラキシー   尊慮21年lユ月8日  欄1書リ  ▲■  平肘1年12月i日  ■ヰ   

I12  00t以上  男  平間ヱlヰIl月308  化血礪  SL08▲  ■  6出血換ヰ暮．■下位繁t東片炎、搾性肺炎、虚¶性てんかん、才♯静農▲  けいれん（てんかん矢作）  平成21年】り弓〇○日  叫■■リ  1■  早便21キほ月9日  l弓壇  

1●】  イ8  女  平虞ヱt■11月之一日  化血I輝  SL048  ll  ギランバレー色儀■、甘んそく  ■●  平痍封■l1月之丁日  書■干●  暮t  率慮封年12月88  l卦■   
ll▲  80▲以上  女  平月ほl年12月ID  t血礪  SL018  ■  ・・・‘・ … ノ・：   心不全  辛皮21年12月丁日  l■■●し  1■  平鮎2年t月22日  ■■   
l▲5  88■以上  女  平月臼l韓‖津川日  ・▲ ≡  仰C  ■  慢性心不董，心房揮ち、t性丁不全事  心■ねIl  中彪1年12月！日  ；l■不■  1t  不l■  干■   
†●¢  ‘○  女  中戚封竃12月7日  ▼≡  H叩▲D  ●  ′くセドゥ■、沖餃筋む＃、■■事   ■力虚．ジスキネジー   平板一書t2月78  ■■干■  t■  平成21象t2月日日  鱒カー＝摂仕・   

t▲7  10■末縞  男  中層21年12月98  化血研  Sし○●8  雷  アレルギー亡■し、川■■（Ⅱ勤■礪轟■し）でフォロー．他尿で事鰊性インフル  平成21年12月98  ■■■リ  t■  平成21書は月tOB  国旗   
エンサワクナン檜且：王8■▲り8の下の血れがあった   

l■8  由）■以上  女  平舶lヰl三月7日  二「＝  トPO28  ■  亦糟惰性紋■■虚の散華■ま繍．書免ヱ鐘状は安t．E聖■探■と書血圧丘：  
内戚■でコントロール1絆．   

平射l年12月I0日  岬儀不★  1t  平覆2一年】2月15日  回復  14，  卯」l以上  男  平成～l年12月，8  1ヒ血研  Sし028  ■  気t支■1．■■■（内■、■入にて安定）．i血圧．■性R立■だ犬虔．大■ ■i瘡手群  ■★  



Il0  ヰl事 （代）  性桝  托穫巳   聖追市名  ロット■号  l司坤 精確  墓嘩ホ丘（粍ホ）．他の予断搾穐など   ll丘躍二名   ll反応発生日  攣i敵機間によ も包■屈揉  ■■t  l云l■日   転帰内管   
150  抑t以上  女  平成21年1三月？日  化血研  Sし068  ●  ア／レツハイマ一堂E知症，リウマチ性鼻先筋ヰ症、六t支t息   アナフィラキシ   平成Zl年】2月108  嘲遍有り  ■■  平成2】年】2月  回復   
15l  70  ■  平成2t年1】月▲日  化血欄  SLO▲▲  ■  血小峰薫少伝を貪供する甘性甘不全（貴書■法で経過岨専中〉．書u異形成症  

l婁欝   

平l壬21年12月58  辟tl不能  ■t  平成21年IZ月21日  軽快   

152  神  女  平成21年l†月208  泉里研  NM001A  ■  ●   痩せ（t吐ともなう）、■吐   平l蔓2†年】1月Z】日  梓錐不艇  ■■  ■r～・ ＝  こ  ‡  向丑   
15ユ  IO  ■  平成21年12月l自  1t血研  SJl）38  ■  1年箕1隻Iも鑓■症、■尻癖」敵性腎不全   ま†里呼吸不全   平成ヱ1年1i月108  ‥・1  tt  平成ヱ2年2月2ヰ8  後遺症（症状  

在宅酸素療法  
鶉入）   

151  58  女  平成ヱ1年川角308  化血研  Sし0＝l  不明  アレルギー（社内＿杜卵、その他食品による琴麻疹専の既往亡あり〉、豪拗遇虐  
症．右血圧にて投正中   

平成21年18月30白  嘲■有り  ■■  平成21年1¢月31日  屈壇   

155  10■乗1  鼻  平樗コ1年11月21日  化血研  SJtIl▲  不嘲  催す形成．慢性t不全（患析中）、t性（る痍、腎性鶴血紐檀炎、正丁硯を下回  

る書換．絵兜傭境遇粍、鴫暫性止す炎   
平成Zl年1之月68  鴨1軒リ  1■  平成ヱ1年12月I18  改遭症   

15も  †○  女  平射1年11月柑巳  デンカ  Sト8  ●  気t支■息、線性閤暮注箭疾t．肺性心   集魚、浮屯†1め手い   平成21年I1月ZO日  鴨■有り  1t  平成21年11月22日  軽快   
】51  さ8  女  平成2】キIi月】日  L－・・  Sし01日  ■  鳥篭鹿島＝特発性血小板減少性驚磁病あり．フレドニン1日10【■内服中  回転性めまい   1・ニ ・＝ ＝  陣鶴不虻  t■  平成Zl年12月日日  同社   
158  10■未1  男  平成21年＝けい1日  蟄研会  HPOユC  ■  覿t支灸、札アレルギー、1職アレルギー（ゴマ）、印アレルギーなし」町鞠7レ  

ルギー．青島アレルギー   q、寒心．書白   

llI  10■未満  女  平成21年】⊇月】日  化血研  SしOZA  ■  精神箕1墓遍＿アトピー性皮膚牒．絆アレルギー（1鞠アレルギー）、てんかん  

（抗織柵ホ蔓敲用）、先天性多た覇b丘鰊窮、■仁．R榊連取■鴫■亨   
平成21年12月88  繰應不能  1ヽ  平成21年lユ月158  巨‖1   

l引）  60  繁  ・■ √  ＝  ＝ ＝＝  化血層  Sし02A  十■  府痍t二右LK下t切陰線．甘不全既往こ罰立緋色．騙挫傷、■躁病  間賞性肺炎   平l正21年11何258  触丑有り  ■t  平l正之1年】2月9日  軽快   
H‖  †0  女  平成Zl年t：月Tt】  化血研  SLO4A  ■  儒川井狭窄症瞞址、心痍結句有り＿罵脂血症、真綿血t蔦堰症（右下肢急性動  

順蔓性）   

平成2】年12月丁日  辞應不畦  tt  平成ヱ】年】三月7日  回捜   

川ヱ  lOt乗濱  只  平成ヱl年1之月一色  ，㌧≡  HPO4日  ■  確他日 ■水＿1ケ月以内カセ   G炎、‘i症   平揖1年12月108  絆価不縫  ■■  平成ヱl年1三月2ユ日  軽快   
川ユ  10i禾礪  ■  平成ユー年1之月＝ヨ  す研会  トPO28  ■  鶴息什気t玉条（プデソニド服用）、t息．ち檎磁気共■画像■↑   右腕面河橙瞬ヰ   平成21年IZ月川日  評価不能  1t  平成封年ぺ月上48  乗回虻   

t糾  101末葉  舅  平成2一年1ヱ月】18  見破会  HP82A  ●  ●   けいれん、■吐、発熱   平成ヱ1年ほ月14日  鴨1有り  1■  平成封年12月15日  固1   
】6S  IO  男  平成2】年l之月88  化血研  Sし03▲  ●  爛6リウマチ   6症  平成ヱ1年12月9日  鮮申不純  1■  平成ヱ】年12月柑巳  回慎   
166  10  男  平成封奪Il貝38E  不明  不明  ■  ∴「   6炎縫い   早成2一年12月ユ臼  梓寸不離  ■■  平成2t年12月‘8  Ⅰ司復   
l‘1  TO  舞  平成21年l‡月9日  化血研  S」（〉6巳  ■  ■  【i症  平l正之1年12月柑日  t叫斗有リ  ■■  不明   不明   
188  10  女  平成之1年12月158  テンカ  S2－A  ■  鼠t支q息、せせ覿t支炎、心不全、高血圧．欄尻癖  暮旗降苫  平良之1年12月15日  絆価不能  t■  平成Z一年12月16日  回正   
＝は  60  女  平成21年†l月Z7日  化血覇  Sし04▲  ■  ■息、締鮭肇性】路炎   ChurrSvluii丘挨騨（縫）   平成ヱl年11月ユ0日  不明  ■■  不明   不明   
170  50  女  平成21年Il月7日  化血嘲  Sし028  不嘲  孟血圧．アレルギー性▲炎．■息   Churr凱Ⅶ朋虐欄欄   平成21年11月l凱臼  l事¢不l巨  ■■  平成21年12月18日  軽快   
1†l  ユ0  女  平成2】年I三月18日  北里研  NM（Xl】A  ■  アレルギーt主事蚕   けいナしん、宣Ii損失、ほてリ   平成Zl年12月】88  l－ず不IE  1■  平成Zl年lヱ月188  けいれんい藍   
172  印  女  平成21年12月12日  北土崩  NM（】02C  ●  霊性リンパ膿  アナフィラキシー反応  平成Z】年t2月】28  闇l■有リ  ■■  平成ユ】年IZ月l‘8  I三伏   
1丁：I  2q  女  平成21キ12月18日  北里研  NMα）まC  ■  嘲息、耳騨橋   アナフィラキシー   平成之】年12月188  開■青リ  l■  平成21年lヱ月t98  回仕   
】丁4  lO▲乗濃    平成21年l之月8日  化血1折  Sしq28  ■  ●   その他のG炎・li症   平成21年一之R98  Ⅶi暮★し  1■  平成ユヱ年l貝1ユ日  l王快   
tT5  TO  ■  平成21年】三月り日  化血研  Sし0二IA  ■  ■   ユ9℃以上の発熱   平成21年12月118  拝t不k  ■■  平成21年】Z月188  【卦慎   
り‘  丁（l  舅  平成21年I～月t2白  化血欄  SLO5A  ■  以前に季節性ワクチンでの副反応■し、胆石症、官楓能付言＿高血圧、良性椚  平成封年12月t5日  l平価不能  1■  平成21年12月2も8  軽快   

立愉肥大症．■灸   

tT7  60  女  平成Zl年】l月24日    Sし04A  不明  シエーグレン症候欝、伯太病、原発性胆汁性杵硬変、曾輪虔症．胆石、血小板蝕  ＝  ＝  ； 三  恥it有り  1■  平成21年12月248  l司11   
】50q）0／〟し   

りl  10t禾濱  集  平成21年1j月l凱日  化血研  SLO5A  ■  月の充血およぴ■喧浬托を伴う犠治性のヰ瞬疹（過去に2画）．tl勿7レル  平成2t年t2月19日  l嫡▲有り  t■  平l壬21年12月25日  国Ⅷ   
ギー、幸箇性アレルギー、モ■アレルギー．ラテックスアレルギー   

1Tl  50  ．女  平成21年lり㌢け白  テンカ  S11）  鴨  多た†生硬化症＿両下肢府■あり、t粗環症   多夫†生硬化症（モの他の韓経年書）再発   平成21年l】月Z8日  I巧逢有リ  ■■  平成Zl年12月288  蛙快   
l‘8  7（l  ■  平成21年】2月】8日  化血研  Sし06A  ■  心不全（内根治最下でNYH▲分顎l度にいかなし、程度）．無尽病，腐耳井貫丘、  平成之1年12月t8日  l誓書不能  1■  平成21年12月19白  回慎   

慕血圧   
＝‖  ‘○  男  平成封書1ニ～月2柑  …  HPOSA  ●  臍履E（C塑）（ド性昏睡萄のモ良中吉なし．アンモニ7且データなし）、過去にビ  平成之l年12月2‖】  丁 ・  ■■  平成21年12月22【ヨ  較快   

クミン8義欠乏tウェルニッケ6症）による王比陣讐あリ   

182  †0  女  平成21年11月2一日  化血研  SLO」18  ■  右下孟瘍の化学層ま中二次性▲甲」加計打性▼症J■尻癖∴打血圧」矧汎  平成21年‖月3ロ目  闇遽有リ  ■■  平成21年12月25B  回丑   
血．■炎、卵■痍た㊦切峠＿右管主▼癌リンパ箭転移、リン′くFR大あり．化竿  
情意月的にて入俣申．正極．外揮季牒   

l11  10■東鶉    平成ヱ1年1j月23日  鴨研会  HpO5【i  ■  巾しこれで象t支t息とEわれたことはない   アナフィラキシー反応   平成21年1Z月23日  聞達有リ  1■  平成封年12月之ユ日  回枕   
ll▲  70  舞  平成21年11月I88  化血朗  SLO38  ■  間貿性肺炎＿章節性インフル工ンザ（搾糧811ハ1Lニューモシスチス肺炎＿持  平成21年11月20日  鮮価不艇  ■★  平成】l年l封q＝∈  国正   

史性麻は嶋伝   
185  to壬未満  ■  平成21年I2月9日  ・＝■†・…  HP【】ユA  不明  上気遮炎（軽度、無給なし）   謝絶、発熱、けいれん．マイコアラざマ性肺炎   平成ヱ1年t2月9日  加速右リ  1t  平成ユl年り月18日  激越．賀熱、  

けいれん回  
す、  マイコプラズマ   

平成ユー年12月9日  群価不IE  l＝■  平成Zl年1ヱ月16日  国正   
立線肥大症．属関節用『炎．憬†主節気は   

川1  10■末1  女  平成21年12月】5日  化血糊  Sし07人  ■  ■熱性けい九ん3固〔2▲噴）＿■横炎がきかっけの熱性けいれん、CHARG∈ユ  平成21年】2月1？日  佃■有リ  1■  平成之之年1月lユ8  l至情   
含，てんかん、心土中縄文■丘   

188  50  女  平成ヱ1年＝月＝ほ  化血研  Sし0：，A  ■  増員   アナフィラキシー、じんfしん   平成21年】2月17日  冊遭有リ  ■■  平成21年1！月柑日  鰹快   

アナフィラキシー反応   平成21年l□月之8日  l均i▲有り  ■■  平成ヱ1年10月298  国旗   

アナフィラキシー反応：   平l荘2一年11月11日  †鯛iI有り  ■■  平l吏2‖匿11月川日  白旗   

けいナしん、糟拍矢作   平成ヱ1年tl月15日  I蛸il九し  ■■  平成21年12月Z2日  けいれん蝦   18丘  TO  女  ・だ！1■   ＝・＝  化血酬  Sし85A  ■l  左肺■平上皮窃縮撲．≠性開基性肺疾走（レベル中不足）、練床印書、良性前   膿瘍、h疇                             6症                                        Ill  3¢  女  平成ヱ1年相月ユ8日  化血研  SLOIA  ●  ■              1！IO  40  女  平成21年Il月13日  化血研  Sし0ヱ8  ■  ■              ‖】l  50  事l  平成2】キ†1月l■日  デンカ  S21】  ●  発作性心雲性個動で心什止、低臨六億庄の結果寝たきり、甲ろう              19Z  10  男  平成2！年l；！貝10日  化血研  Sし058  ■  l義息．過l改症  左上技最艶   平成21年12月Il日  絆ず不随  1t  平成21年12月り日  国雄   

－
冨
－
 
 

No  年■l （代）  性別  I書積8  ￥近所名  ロット番号  向瞬 稚は  基電疾患（持秩）＿他の予防は檀など   ∫l反応毛   輌反応舞生日  医療廿開によ る田1一切篠  ●t書  一己鶉日   一己l●内習   

19J  80ま以上  男  平成21年1！月22日   tヒ血研  Sし08【】  ■  村立層だ大技（平成19年相月15日）、罵尿酸血症（平成19年相月22日）、心不  平成21年1ユ月258  ▲－∫   ■t  平成j2年1月日日  不明   
全」腋性急t支虻（平川年11月～0【】）   

18●  lO丘東鶉  男  平成21年IZ月7日   ■・，  HPO3A  ■  ■し．ただし予鯵■上でIi何も紀tされていないが今回の副作用と思われも．  平成ヱl年12月15日  Ⅵ遽有り  ■■  平成22年】月6日  軽快   
症状出たとき詳しく発育巴をきいたところ、墓勤発1が蔓れ気味であった印た．  
（Shu冊in■b■如か？）   

1I5  ‘0  男  平射1年1之月ヱ5白   ・二・・  HPO5A  ●  換苓疇（坑精神病藁等役与中）寓CPK血丘．軒触籠梓言．膵関応瘍．下肢竜虎  平成2】年IZ月26∈l  鮮應不能  tヽ  平成2ユ年1月5日  国正   
・＝、・   

H帽  80  勢  平成  l1月2もロ  化血研  Sし0TA  ■  アレルギーニ鶏肉 基礎疾も＝肺気眉L皿型■尿市   無慮、めfい、■縞   平成之1年ほ月2も日  絆す不敵  1ヽ  平成ヱ1年1ヱ月288  回復   
】9？  丁（〉  女  平成  11月】5tl  lヒ血研  SLD18  ●  板書鶴亀．リウマチ   中■任皮膚   平成Zlキ1ヱ月tT日  開l■有リ  ■暮  平成21年ほ月28日  回復   
Ill  to霊木鶉    十射  12月ユーロ  微研全  HP01A  ■  3日丁司まで下鋼（飲便l三度）   けいれん舞作  平鹿1年1ヱ月20日  鋼遭需リ  ■■  平成21年1之月28日  軽快   

l，9  ユ○  男  平成  12月248  化血研  Sし08A  ●  撞天性免¢不全症戚月（平成川年頃）．願乗性覆化性胞t炎（平成t7年9月q）  全★牧丘疹．爬監蚤   平成21年t2月2◆8  ll■有り  1■  平成Zl年ほ月ユ0日  回祉   

2（IO  lO■★■  女  平  ヰ12月‖日  「≡  HPO3C  ■  ●   じんfしん．発熱   平成封年ほ月I七日  絆中不能  l■  平成ヱ】年】2月2】日  軽快   

～0l  ？0  ■  平成2一年ほ月4日   化血研  SLO：〉8  無  蔦血圧（平成II年増発症）、た行零封ま明らかなものはなし   ギランバレー症候群   平恕l年】2月t18  †H遽有リ  1t  平成～2年l月30【】  軽快   
202  70  女  平成之l年11月柑8   化血嘲  SLOヰ8  ■  高血圧．軽度のうっ血往心不全、甲状汝杜絶低下症．叩年前手篭eにて牧村欄  平彪l年11月198  関暮有り  tt  平成2之年】月日8  やや国債（ほ  

療法をまけその祉の貫犠婁梁塵あり   ぱ不t）   

20：l  88▲以上  女  平成22ヰ1月4日   化血研  Sし0息A  禦  絨悔恨イレウスにて小幌切鈴   貴熱、アナフィラキシー   平成之ヱ年l月■a  蘭遺著り  1■  平成ご年1月10日  性情   

2鵬  10嘉朱礪  男  平  年12月l臼  微積会  HPt〉ZA  ■  ●   じん手しん．中■性最良壌蒐む♯症   平良m年ほ月ペ  瓢劃机  ■■  平鹿2一年ほR26日  垣lす   

185  10■t■  男  平  ヰ1二！月18  化血研  Sし0もA  ■  ネフローゼ丘燥群治せ中．シクロスポリン00m■／8内服中   ネフローゼ丘抜群の再尭   平彪1年12月14日  爛1有リ  1t  平成ヱ2年l月柑日  織快   
畑  之○  女  平成21年l之月16日   オヒt研  N800ユC  ll  出t撞2ケ月   高熱   平成ヱlキー2月が8  刃1有り  1■  平l吏21事12月28日  軽快   

20丁  朗  女  平成ヱ1年12月2日   三≡  HPOユC  ■  肝寛性肝癌（C塑肝捜文）．肝外聞区肝搾胞名栴■再来．士道月傭は．■1に上  
る汎血埠濾少、総岨tl毒石持去捜」邑■嬢也牡、心不全   

ヱ○且  ＝】  繋  平成2ヱ年1月58   テンカ  S4一人  tl  t■であり．鯵下上向qなし．体128kと小柄である  アナフィラキシー  平成ヱ2年l月5日  l11有リ  ■■  平成12年1月68  回せ   
I8●  ！0  男  平成封■lヱ月4日   化血Il  Sし04▲  ■  樽た性別真性肺炎（Hu小一JoM一分¶川－m虔．平成ヱ8年）．厳≠嶋鐘」椚薫性  

肺畿（平氏20年q先度）、気t支■■（平成創疇た鐘）、高尾鹸血虚（平戚12年  
舞丘〉．大月血栓虚（平成ほヰ集塵）の既往あリ   

2tO  58  女  平成22堵1貝1巳   化血研  SしOl；8  ●  鴨   アナフィラキシー反応   平顧年1月▲8  騨節不鮭  1暮  平成ヱ2ヰ1月5日  回壇   

211  18  女  平成2】年†三月13日   牡研食  HPq】A  ●  霹、食畠で皮膚lこ発疹．じんましんに回答あり、霊応性アレルギー   来場神経陣t（多発性ニューロ′くチ岬）   平成之1年12月日日  l巧■需リ  1■  平成ヱ2年t月1I日  t至快   

212  lO義禾鶉  女  平釦年l月7日   一・二 ≡  H印ユA  ●  ■   集村不良、■吸讐．耳礪   年鑑2ユキ一月一日  爛1有り  1■  平成22年】R8日  l司復   

之11  引〉    平成2】キー2月138   化血研  SL（け▲  ■  ■尿痍、岨性呼吸不全   ■1貴作と無象   平叙l年12月258  爛1有り  1t  平成ヱヱ年1月8日  国正   

2】●  】○▲兼礪  女  平It21年】1月丁日   化血覇  SLO6▲  ■  ●   ▲性融在性6サー炎   平氏11年l月さ8  ÷  1■  平成ヱヱ年1月208  画す   

2柑  lO暮集鶉  男  こ   ＝・＝   化血礪  SLlけ8  ●  ■   ■■、t杜   平成ヱl隼】2月208  鮮t不鮭  ■■  平成まヱ年一月88  回正   

II●  80  女  平良之1年12月†白   化血研  ＄UM旧  ■  t塚痍∴書血」王丘諭鴨国   小石巳暮  平鮎1年1之月8日  lIサ不セ  1■  平成12年IR‖伯  乗回壇   

2tT  20  舞  平鹿年t月‘8   書研童  HPQ28  ll  完全大血t転樽癒（手嶋櫨）で．彙作性上王性絹拍．寛作性心耳繹勤などのE  
往有り．心■内血未転換岬．ホ静ホ狭窄   

j†l  10  男  平成ヱ1年12月1日   ＝・T ≡  HP【】2A  不■】  簡輩小嶋馳肺藍．帆■性肺炎．■尿鋼   竃   
IIl  lO▲末鶉  女  平】壬22年りい1日   化血欄  SLtl▲   回復  
220  to■象礪  男  平爬ヱ之年一月8日   化血研  Sし09∧   

12l  袖  女  中庄之2年1月15【】   化血月  Sし‖A   
222  10■乗れ  女  平成22年一月15日   亀1研  Nl】∝ほA  ●  断聖インフルエンザワクチン糟檀（1画8）   けいれん騒い   皿   
22】  10t禾礪  男  平むZ事1月川8   化血欄  Sし】l▲  ■  ●   汁畦爬性ショック（迷走柵蛙反射によも）   或え之攣】月川日  回1                     甲奴年1月川日  l■▲●し  1＋  平  

〃l  TO  男  平戯2年一月8日   化血研  SLOTA  ●  モ性林泉．樽穐生血t内＃圃丘鐘欝、≠性鯛な微熱．心慮性騙せ暮、暮栓瞳右  平成22年1月i目  回1  
瞬■．i零れ鴨おょび大6勤順につまり（暮撞か隷書か朱托E〉」腋■切欄L■  
疇性鵬炎．巧畷不全   

アナフィラキシー   t   

之25  柑■大綱  ■  平  年t月128  化血研  Sし078  ■  撫  中書瘡（驚鞭更）   
■  平成2之年1月20日  匝l丑   

ヱヱ7  lO暮乗れ  女  平成22年l月柑日   テンカ  Sl▼－8  ■  ■（′こだし．1■くらいの附＝．号泣艶気分不丘．正せ（とも壬い切hない〉が起き  詔   
たことがある．）轟欄けレルギーなし．触ワクチンにて■井己なし   

11l  tO▲東鶉  舅  平成21年12月■臼   七研会  トpOユ▲  ■  鯨性麻ヰ、虚性四肢府■．虚條性てんかん．彙熱ホなど筋だ躊大i．耳CK血症  
を眩め．セレン欠乏をヰわれていもが膚匂l才不¶．∬節税臼に上り筋繁雑の餞  
‘・ √二こ   

之2！  00■以上  ■  平良21年11月川日   化血研  Sし02人  ■  節気麟（■治療〉．Elt折（篇t中＝歩行には杖捜用）、事12■檜圧鵡■折  
（200う攣相月川白t症）あり．★3壌檀圧迫t析（五和8年1月柑）の既往あり．さ  
■鍾用事   

ヱ諷  t8■乗礪  ロ  平  年1月15日  lヒ血研  SしIIA  ●  6年札章節性インフルエンザワクチン稚檀でも■脹あり  注射¢位也鰻  リ  t■  平癒は年】月2ユ日  酬  

天萄壇  闊痍轟Ⅵ爛ほ   平成之2年1tl‖2日   

2コヱ  t（l■乗礪  ロ  平成之2年1月198   化血欄  Sし118  ■  噴攣、■貞．以杓に他のワクチン掩護挫にれ反応なし．熱性けいれんの環往な  覧換．けいれん   t   

2ユユ  ・† ＝ ・＝  t圭♯  

Z3▲   l■kt生血曾   可一皮2ヱ年1月之18   

Z3S  20  女  平成封攣I2月25日   土t研  N岬28  不明  C聖肝炎（2け）＝乗施療、トリ⊃モナス性外k群檀炎．アレルギー性■炎  子宮内胎児死亡   年末一年始にかけて   
之ユ‘  丁¢  ■  ■■  年l月28日  尤■研  Nt‡鋤▲  ■  T電化丘、tl生丁不全（血液正折ヰ）．■体k書看1鰭   血圧電下   重  平鹿2年り弓26日  回正                      平成22年1月28日  騨ず不能  ヽ  

1  平成2】年12月之Z8  回復  2コ丁  7【〉  男  平l鑑  年12月18  化血l計  Sし02∧  ■  COpO、肺熱血（住宅数兼職珪串）2囲年Il月即日季節性インフルエンザワク  
テン什檀、拍菌惟肺炎による急性1モで入研   

－
諾
－
 
 
 



「ふ一⊥－  

l山一  攣l‡ （代）  慣欄  任用8  悪道市も  ロット●t  ■● ＃糧  嘉q痍丘l捧■）．他の干隅櫓穐など   ll丘応名   事l丘拓彙生8  ■●■■に▲ i■■ll■  ▲■■  Ii岬日   も≠内奪   
2】8  仰▲以上  ▼  平晴22書・l月ヱ5日   L＝  Sし08β  ，l  事節慣インフルエンザワクチン撒■、ひきつけの既往．てんかん、It爛■手書．  半舷■1月椚眉  爛1需リ  1■  平成朋叫＝月加8  回1   

書換tt▲■．●l■憬岬■●■■．■■   

ユーl  TO    平成モ2年1月78   ■甘食  トP鵬○  ●  ■匪■．■飯事性甘症・未納汁経■書   ギランバレ一色麟欄（フィッシャー塵換繹）．   ，こ   ＝・＝  ■■●り  1■  羊■   乗回慎   
2▲○  80  女  平成22年l月20日   1t■  ▲：lt■l  ■  幕血圧（内職藁にてコントロール中）  ■吐、じん憂しん，下網  平腱攣l月20白  ■■■｝  ▲蝿  J∴  二 ■ ＝  回復   
か‖  lO▲未満  ■  中根2年1腋帽   ＆血欄  与し＝8  ll  ■   血小楯1少性算環■   平成ヱ2年l月2丁8  lI攣不触  l■  平鹿年2月3日  軽快   
212  ¢○  口  中艇  月28β  テンカ  S6－D    ●   1艶  ▼月日2年一月之88  ■1有り  1暮   
2●J  ？8  女  平成21年  月118  化血研  SしM  ●  ■   t●．■★■．■丸  平成21年t2月1↑日  hl有り  暮鷺   

高血圧覆、苫む血慮虞ね療まにて⊃ントロール■絆）、鋏心虚、■炎、不買胃暮  ■ヰ、ショックt■隅災   平血書一月21日  ll■★リ  1暮  平成出■1月23日  回復   

リやナい牧tと書えられた．   
貨書不■で士人良■∬に入所鐘．ユ7℃罰鎗の義朗械．■鼠気t丈Åにな   発熱，艦酸糞▲象  平成ユ2年りl加旧  騨■不比  ■■  尊慮22事2月●巳  国正   

21t  80■以上  男  中心1年12月2tB   ▲「：  鵬▲  不明  大■優胃縫   全身乗＊．甘揮蓼   平慮21書ほ月22日  不■  1■  中■21事12月2ユ8  周1   
2●7  且○暮11上  ■  平成日韓2月ユ日   量王礪  N8仰▲  ■  ■濃儀．編出▲の既往あり．t性刑■畦炎、アレルギー性■炎．■血圧、t性■  

炎．不■ヰ．数心慮、丘t暮換1虚にて遷験中．以罰から■♯暮特有の嘉書叫  
平氏i2年2月▲8  鮮少不■  ▲■  不■l   不嘲   

の屯カー下による■月（檜l＝左耳）があった．   

218  叩  鼻  尊慮ヱ2年2月68   鷺▲研  l咄油  ll  ■   ショック   平催事2月IB  tl■り  1■  平成之l事1月l日  lヨ櫨   
2●，  lO鼻糞鶉  井  平射l攣12月15日   亀▲騨  Sし㈱  ■  ■   血小板ま少性★≠■   千慮It■ほ月21日  汀  1■  攣l■2王事ま月5日  せ1貴   
ヱ5¢  lO  女  ▼t∫j●  l月は廿8  l■書●  l何丁▲  ■  ●  J■1■逮彙■鞭反射   平鹿年‡月308  ！■■▼り  1▲  平舶事I月つ08  国雄   
2Sl  的■以上  九  平成22年ま月1日   書研曇  トPOI▲  ■  吐＃書機t狭窄丘にてベッド上の主菜、バルーン曽tしており．尿躊番線食の  

既往はあるが、れ▲■にfでた1したことはない．   
∴    ＝＝  ■ll■し  tt  r 二  ＝＝  東園す   

2S2  TO  男  平月臼lヰ  月川旧  テンカ  Sl－8  ●  td■1t■暮●  ■●  ♀凰‡1年I1月日日  ■■不l■  1■  平l己21事は月I日  軽快   
2幻  TO  女  平成ZZキュ月l08   鷺1研  NB（伽e  ■  ■露■にて■戌中（月■■、T鷹．¶糧陣書尊の合併症11なかった．六血属事  

もなし〉   平脱攣2月lO白  ll■■し  1■  中慮とヰ2月部自■  ■遭丘（■状  
事だ少し暮暮  
が任しい（昌  
繍がl己らない〉  

が．8★土着  
に王■がない  
稚よに改●）   

t鯵岬■M少しあり．ワクチン維持椚からⅧ■あリ   
254  10  鼻  平射Iヰ‖月Il日   化瓜礪  Sし02▲  Il  l■息、アレルギー性■員、アレルキー11轄員数、アトピー1三度胃炎にて遭綬中．   ■曽性鶴h薫  平尾2一書Il月Ii8  Mi■事リ  1■  平成之l事は月l日  【ヨす   

王S5  ■○■以上  鼻  平肋＊2月l針巳   化血嘲  Sし朋l▲  ●  サバアレルギー、編亡暮にて左片¢■（平成柑攣より）、縫口供n不■にて■ろ  
う逢拉（平戯一年）、■血圧、ほぼヰたさり．洪l■性特集（平成1！ヰⅦは見めら九  

平成22年2月1】日  絆■不♯  1■  平脚書ユ月I8  回社   

た机平氏21年に■■1放してからはなし）   

2知  80  よ  平成21年1  2月l08  化血研  Sし04▲  ■  大■静的小‖削H－2年胴に事幣鳥行）、ヨードホヰ彰椚で彙呼、レ不フロキ  
サシン水和■で先分不良あり．咲mく道真性書1炎）の既往あり   

尊慮創叫檜月ほ8  Ilt発   

ヱ57  50  鼻  1・1・＝ 三   †ヒ血研  SLlO【l  ■  l■uU血覆で．スタナンのみ上月中．  E攣l■性鉄心虚縫い   斗履22年1月4日  IIす不t  1■  平成22年～月9日  軽快   
これfでlこ1環■ホの亭上を穐牡さ九たことは机、机数十年前に宗燻したがそ  
れfではt燻していた．  

ヱ58  ？○  女  平他年一月21日   サ礪会  l■PO7D  口  鼻や暮さで皮フに彙瘍やじんチしんか出れした亡l往あリ   右の耳■リ、左の耳閉畢   平成之2年l月2，臼  騨t■不爛  1■  平躍ヰ2月，7日  末屈1   
26■  70  男  平成21舞t一月2白   化血 

し、右■■にて人疇．ドレナージを行った【卿′lO′り．心不全疇向となる   
平成2一事Il月3日  騨書不Il  二■■  平縄ニ22ヰ2月l封日  l■1丘りEl犬  

集t切爛．■  
下田≠）   

260  TO  I，  平成21韓t2月lβ   化血す  SL05▲  ■  H2l．11叫声髪インフルエンザ績欄  
l控l．1†ヱ■■Å攣■ワクチンl■■  

同■性片炎恩性増靂   平地キー月●B  l雷すl不t  1薫  平成22年2月5日  ・－■▲  
▲正■l吸不  

H引．IjO●蝿  全）   

慎性♯朱■．】ヰ鴫好色切■■、慮▲性心■■‖■血圧に対して■庄爪を1用  
中．心不全の■痍はされていないが、心tl腋渡形■り心筋虚血ホ払が見られ  
る．）  
向丘■t大虚，間∫性麟鋲▲、片炎  

11I  00  男  平成2之年2月IF   ・＝  H㈹▲  ■  ■   6炎   平成22年2月川日  II書不■  工■  不明   不一l   

212  ）○  男  平成22ヰ  之2日  11研  ㈹■  ■  憬l王■■れ■膣炎、職立】■癌．■牧尿道董l中、稀謙止たlもーヘルエア   キランバレー■傾＃   平成上之寧2月5日  l雷■不■  1■  、■ ■∵    ＝■ん－▲≡  職快   

之63  鵬▲以上  女  平′■2ヱヰ  ～■日  1■礪  舶  ●  ■   全■性の虹鞭性讃揮   平成近年1月か8  所■事り  1■  、∴・， ＝  ＝  II一天   

～81  l仇■乗粛  女  乎膚2～ヰ  IJさ  た■礪  Su冷▲  ■・  ■   豊住小月集円   平】軍2王キー月258  l円■▼リ  ■■  平成ヱ2年2月lT8  概快   

2与5  10  女  ■雌■  12日  t■■  トPO？P  ●  ●   ■■、■i   、r ＝ ＝■■ド＝  ll■書リ  1暮  平尾エ2▼一員218  錮廿   

†●l  lO    サ慮22  月18  ■疇■  川棚  ●  ●   冥彙l王▲■   平慮之Zヰ三月08  lI書不■  1■  ′」       ＝  羊■   

ユi7  00■以上  女  ′∴ 【 二二＝   ■■●  l・PO一日  ■  嘉■昆■．■■■   筋繋犠先■   平成22ヰ2月08  l円■雷リ  1■  吼軋田山月代  峰鋏  ●■t   

‡l●  ？○  女  平成ヱl攣12月ヱ8   デンカ  S】・・○  ■  H2l．‖．1雫箭性インフルエンザワクチン拝檀0，5m」事．C  
（麓暮すF801SA）   

ilI  TO  男  平成2】年12月ヱl臼   化血研  SL】】▲  ■  蔦血圧虞、嶋覆暮．幕囁血虚、左虚血性視神縫虚」掛野札馳腋軒．平成柑年  平成之l年Iヱ月31日  Lr   1■  平成‡2竃】月】日  ★t卦牡   
t一月、平細事＝月．平成封年‖月に霊野性インフルエンザワクチン椎檀してお  
甘」剛腋応J■ら九なかった．   

270  lO■乗j■  女  平曜ヱl年1三月118   化血礪  Sし028  ■  先天性1遭M暮虚絹鑓  アナフィラキシー   平氏2】年12月I1日  l■■tリ  1t  1▲      ニ  ＝  匝慎   
（07．3月ユ8）  

‡†l  70  男  平成2ユー12月58   化血欄  Sし○▲8  ■  ■昆■．■癌   II●■■★  平成エlヰ2月6日  桝1青リ  ●t  1・▲■  二 ＝＝  は鋏   

く⊂〉   qO   、、」   くJl  ■■  し⊃  N  
く＞  ⊂〉   

Cl⊃   ・J  00   、」   の  CO   

⊂＞   く⊃  ⊂）   く＝）  ⊂⊃  ⊂＞  00 く⊃  00  ヽ・J  ○〇 ⊂⊃  ー．」  欄              ⊂⊃  く＝＞   ⊂つ   

詩   蒜  蒜   完   詩   蒜   √セ  詩  蒜  詩  完  琴  

沖  油   沖   油   聞   
声  

沖  聖              油  沖  油  油  ：畑   

帝  渦：同い惑  哺 商  ー】 ＝   ドー’‘■篭・ ‖   覇 覇   皿 鼻l的  B 或  遍I酬・  寄  寄  隣   
】決  ′ 諦諦  注 序  ′ 謡 辞  ・・ L・ 売＝   8 当町   巨 r」沖  禍  二 旨  聞  沖  蔽  

弟 諦 甫  諦  冒甲  閣  蒋  野  
≡●E∋  臣 瑠  噸 甫 嘲  8、＝ 8 柑   姦 蒔  蒜  ・コH ■■ 遠  寄  珊  

号洋蒋 蹄・dl脚  浄  ■蓋＝  

砂   
窒                                欄  諦 笥 刊  

詩：瑚 ；ゴ・  姫  e  ト   訓華  両 諦  両 辞  
ーー   

頁ロ  ・封  う1  

岳琴   朝  
‾■■■′lヽ  

か：Ⅲ′  ≡訃   湖〉刊 戸芦  日 諦  握 哲凍 前知   
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12  80代・女  慢性関節リウマチ、脳出  接種2 日後、心停止、呼  微研会   評価不能  

血、認知障害、記憶障害  吸停止   HPO2D   

13  90代・男  脳出血後遺症、胃ろう造設  評価不能   

術、2年前より瞭下性肺炎   SLO2Å  

14  80代・男  肺がん（肺扁平上皮癌Ⅳ  接種翌日、心拍数低下、  化血研   評価不能  

期）、上腕骨及び多発肺内  SLOIA   

転移   

15  70代・女  末期慢性腎不全に対し血  化血研  評価不能   

液透析、糖尿病、高血圧、  SLO4B  

総腸管結石   

16  80代・男  慢性腎不全により血液透  接種2 日後、虚血性心疾  化血研   関連無し  

析治療、糖尿病   患   Sし04A   

四  50代・男  糖尿病、高血圧、甲状腺機  関連無し   

能冗進症   SLO2A  【   

18  80代・男  髄膜炎   接種3日後、肺炎   化血研  関連無し   

SLO2A  

19  80代・男  慢性気管支炎、脳血管性認  化血研  評価不能   

知症、多発性脳梗塞   Sし01A  

20  80代・男  糖尿病、高血圧   接種2日後、脳血管障害  化血研  評価不能  

SLO4B   n  

21  90代・男  気管支炎喘息、認知症  接種当日、呼吸機能の急  評価不能   

性増悪、死亡。   SトB  

22  90代・男  問質性肺炎   接種翌日、問質性肺炎の  評価不能   

増悪、死亡。   HPO2C  

23  80代・女  気管支喘息、高血圧   接種当日、脳出血   微研会  関連無し   

HPO2C   

24  70代・男  脳梗塞及び脳出血（後遺  接種4 日後、血圧低下、  化血研   関連無し  

症）   呼吸困難、心停止   Sし04B   

25  70代・男  糖尿病、慢性腎不全（透  接種3日後、心臓死   化血研   関連無し  

血症、心不全、大腸癌の手  SLO4B  

術歴  

田  60代・男  慢性腎臓病、糖尿病、血液  接種2または3日後、突  化血研   評価不能 

維持透析、高血圧   然死   SLO3A   

30  90代・女  慢性うっ血性心不全、高血  接種4または5日後、脳  デンカ   関連無し  

圧、慢性骨髄性白血病  出血   S2－B   

田  80代・男  じん肺、慢性呼吸不全  接種5日後昼まで異常な  評価不能   

く、午後喘息様症状■呼  

吸状態悪化。6日後夕方  

死亡。   

32  70代・男  脳梗塞、気管支喘息   接種翌日より発熱、酸素  評価不能   

飽和度低下、敗血症疑い。  

死亡   

33  80代・男  多発性脳梗塞、前立腺肥大  接種翌日に急性心不全に  化血研   評価不能  

症、高脂血症、肺炎、尿路  SLO4B  

感染症、認知症、骨結核、  

小児カリエス   

34  了0代・男  特発性拡張型心筋症、好酸  透析に続き接種。2時間  化血研   関連無し  

球性肺臓炎既往、低左心機  後胸苦、意識消失し、心  Sし03B  

能状態、脳梗塞、血液透析  

中   

田  90代・男   

心不全、低血圧、認知症、  評価不能   

虚血性心疾患   Sl－Å  

36   60代・男  胃癌（胃全摘）、食欲不振、  接種5日後に発熱、呼吸  評価不能   

困難。肺炎発症。接種10  
低蛋白症にて入院中、肺炎    日後死亡。   

37  60代・男  ‘肺がん   接種翌日呼吸困難。接種  関連無し   

2日後に気道閉塞による  

死亡。   

田  80代・男  肺炎、リンパ腫（キヤツス  接種翌日に全身状態の悪  徹研会   評価不能  

ルマン病疑い）   化、死亡。   HPO2C   

田  80代・女  脳梗塞、肺炎、胃療造設  接種翌日微熱、2日後に  評価不能   

心肺停止。   HPO2D  

40  60代・男  評価不能  

性心筋梗塞   2時間前まで問題なくト  

イレ。   

41  70代・男  慢性心不全、不整脈、多発  接種2日後に気分不良。  化血研   関連無し   

析）、狭心症、陳急性脳梗  SLO4B  

塞  

26  70代・男  糖尿病、食道癌放射線療法  関連無し   

後、慢性心不全、甲状腺癌  SLO2B  

術後甲状腺機能低下   

27  60代・女  ■慢性腎不全、心不全、脳出  評価不能  

血（後遺症）   SLO2B  

28  90代・男  慢性気管支炎、低カリウム  接種3日後、急性心臓死  化血研   評価不能   
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後死亡。  

54  80代・男  慢性問質性肺炎 不安定  発熱、接種了日後問質性  徴研会   評価不能  

狭心症：ステント留置有り  

呼吸困難、ラクナ梗塞、脂  

質異常症、高血圧、肝障害   

55  60代・女  卵巣癌、がん性腹膜炎  接種11日後全身けいれ  関連無し   

ん、死亡   HPO2D  

56  90代・女  脳出血、糖尿病、高血圧  接種翌日、心停止、呼吸  評価不能   

停止   SLO6B  

57  70代・男  慢性腎不全、心不全、両側  接種翌日発熱、3日後重症  デンカ   評価不能  

胸水、脳梗塞、高血圧、胃  肺炎、悪化し細菌性肺炎、  SトA  

癌、肺炎   DIC、13日後脳出血によ  

り、死亡   

58  10代・男  自己免疫性溶血性貧血、小  評価不能   

腸潰瘍、気管支喘息、低  SLO4B  

身長症、気管支肺炎、赤芽  

球ろう   

59  70代・男  狭心症、特発性肺線維症、  接種翌日呼吸不全、2日後／  化血研   評価不能  

非小細胞肺癌、問質性肺疾  特発性肺緑維症増悪、接  Sし05A  

患   種4日後特発性肺線維症  

と肺がんにより死亡   

60  70代・女  関節リウマチ、慢性呼吸不  接種3日後発汗著明。4日  化血研   評価不能  

全、気管支拡張症、心筋梗  SLO4Å   

塞、酸素補充   

田  60代■男  肝細胞癌、多発性肺転移、  呼吸不全のため接種3日  化血研   評価不能  

癌性胸膜炎、多量胸水貯  SLO4B   

留、胸壁車云移、B型肝炎、  

喘息（公害認定）   

田  90代・女  心房細動による慢性心不  接種3日後呼吸不全、急  化血研   評価不能  

全、慢性腎不全、逆流性  

食道炎、高脂血症、祷癌性  

潰痛、神経因性膀胱、パー  

キンソニズム、うつ病、蟻  

下性肺炎   

63  70代・女  肝がん、肝硬変   接種翌日より発熱、接種3  評価不能   

日後多臓器不全、死亡   

64  70代・男  糖尿病、慢性腎不全、高血  接種翌日疾患増悪、接種  化血研   評価不能   

性脳梗塞、前立腺癌、高血  

圧  l   亡   

42  80代・男  肺気腫、気管支喘息   接種3日後に下血頻回、  評価不能   

7日後貧血、入院。接種  

10日後に死亡。   

43  30代・男  心筋梗塞（冠動脈狭窄（3  接種2日後に倦怠感、頸  化血研  評価不能  

肢病変））、梗塞後狭心症  痛。4月後に呼吸が早く  

なり、ショック、死亡。   

44  60代・女  成人ステイル病（免疫抑制  接種17日後に突然の心  化血研  関連無し  

剤使用）   肺停止。   SLO2A   

45  70代・男  糖尿病、慢性心不全、糖尿  接種時、軽度感冒。接種  化血研  評価不能  

病性腎症、慢性腎不全、  翌日倦怠感、接種4日後  Sし03B  

鼻咽頭炎、閉塞性動脈硬化  

症、胃炎、便秘、透析通院   

46  90代・男  慢性心不全、慢性閉塞性肺  接種前、胸水貯留、利尿  デンカ   評価不能  

疾患、Ⅱ度房室ブロック、  剤。接種2日後に意識レ  S2－B  

誤噂性肺炎、慢性気管支炎  ベル低下し、心肺停止。   

47  70代・男  難治性気胸（両側）、慢性  接種6日後に発熱、イン  化血研   関連無し  

呼吸不全   フルエンザ陽性、気胸の  

悪化。9日後に意識障害、  

呼吸不全により死亡。   

48  50代・勇  2型糖尿病インスリン使  接種6日後、風呂場で心  微研会   評価不能  

用、アルコール性肝硬変  肺停止。   HPO2A   

49  70代・男  問質性肺炎、・糖尿病、高血  接種翌日に微熱、接種7  化血研  評価不能  

圧   日後に発熱、呼吸困難。  

接種10日後呼吸不全で  

死亡。   

50  70代・男  脳梗塞、膏障害、パーキン  接種4日後発熟、5日後  化血研  評価不能  

ソン症候群、高血圧、喋下  に発疹、血圧低下、接種  Sし04Å  

性肺炎、胃壊造設、透析  10日後透析中にショック  

状態、11日後死亡。   

団  80代・男  慢性腎不全、透析、胸部大  接種7日後に急性腸炎、  化血研  評価不能  

動脈癌   8日後に死亡。   SLO3A   

52  60代・女  関連無し  

肝癌、食道静脈療   5日後死亡。   HPO2A   

53  60代・男  急性骨髄性白血病の再燃   
接種2週間後頃発熱、偽  

膜性腸炎発生。接種15日   
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血症、変形性腰椎症   亡  

田  90代・男  神経性膜胱にて尋尿（／くル  接種後夕方酸素飽和低  徴研会   関連無し  

ーン留置）、感染、脳梗塞  下、翌朝心肺停止で死亡。  

解剖により、死因は両側  

性肺炎。   

6  80代■女  高血圧症、慢性心不全、高  接種後異常なく、3日後朝  微研会   関連無し  

コレステロール血症、慢性  呼吸停止で死亡。死因は  HPO2D  

胃炎   心不全   

60代・女   接種4日後突然呼吸困難、  評価不能   

大動脈弁狭窄症、僧帽弁閉  
鎖不全症、慢性心不全  

の急性増悪により死亡   

80代■男   接種翌日発熱、接種2日  評価不能  

糖尿病、問質性肺炎、帯状   後解熱、落ち着いたが、6   

庖疹   日後急に呼吸不全、問質  

性肺炎による死亡   

79  80代・男  慢性腎不全、血液透析、肝  接種2日後けいれん発生  化血研   関連無し  

細胞癌、認知症   （抗精神薬の副作用を疑  

い、治療）、その後、呼吸  

微弱、死亡   

80  50代・男  糖尿病、高血圧症（コント  接種5日後、意識消失、  撒研会   評価不能  

ロール不良）、小児喘息既  心室細動、心筋梗塞によ  HPO4A  

往、高尿酸血症   る心臓突然死   

田  70代・男  慢性腎不全、血液透析、脳  接種6日後発熱、チアノ  化血研   関連無し 

梗塞後遺症、経菅栄養  －ゼ、細菌性肺炎の診断  

で抗菌剤治療。接種11日  

後死亡   

四  80代・女  心房細動、大動脈弁狭窄  接種翌日夕方まで副反応  微研会   評価不能  

症、慢性うっ血性心不全、  なく、その後心肺停止。  HPO4C  

糖尿病、骨粗髭症、心筋虚  

血、高血圧   

団  80代・男  関連無し  

難、呼吸状態悪化。大脇  

骨頸部骨折、肺炎併発だ  

が軽快。6日後呼吸不全増  

悪で死亡。   

84  70代・女  進行乳癌、癌性悪液質  接種6日後意識障害出現、  

9日後髄膜炎と診断。接種   

圧、肺結核既往、肺炎既往、  4日後肺炎増悪、接種20  Sし02B  

肺気腫、大腸癌術後   日後死亡   

65  10 歳末  熱性けいれん  接種4日後脳出血による  微研会   関連無し   

満・男  心肺停止、6日後死亡、  

（新型インフルエンザ死亡報告例）  

感染確認   

田  70代・男  慢性閉塞性肺疾患、慢性心  接種当日意識障害、呼吸  デンカ   評価不能  

不全、喘息、非定型マイコ  S3   

バクテリア感染   

田  80代・男  慢性肺気腫、胃癌（胃切  接種4日後低酸素血症、  微研会   関連無し  

除）、娼石（胆嚢摘出）の  HPOIA   

既往あり、右肺結核、左気  

胸により左胸腔補助下肺  

部分切除術、喋下性肺炎   

68  80代・男  問質性肺炎、慢性閉塞性肺  接種2日後発熟、7日後問  デンカ   評価不能  

疾患、肺結核、高血圧、糖  質性肺炎の増悪、12日後  S2－B  

尿病、甲状腺機能低下  死亡   

69  90代・女  慢性心不全、大動脈弁狭窄  接種4日後心肺停止、死  微研会   評価不能  

症、慢性腎臓病、高血圧、  HPO4A   

糖尿病   

70  70代・男  心筋梗塞、糖尿病、心房細  微研会  関連無し   

動   HPO4D  

田  80代・男  前立腺癌、高血圧、認知症、  接種5 日後死亡（主治医  徴研会   評価不能  

骨組軽症、両下肢閉塞性勤  

脈硬化症、腰部脊柱管狭窄  

症   

72  70代・女  大動脈弁置換術後、僧帽弁  接種後問題なく、5日後突  化血研  評価不能  

置換術後、持続性心室頻  然意識がなくなり、呼吸  Sし03A  

拍、CRT－D植え込み  停止、死亡。  

後、慢性心房細動、高ガン  

マグロプリン血症、甲状腺  
巨  
≒  

2  

機能冗進症、誼妄、貧血   

73  70代・男  評価不能  

脈栄養、胸郭手術、前立腺  和度低下、嘔吐物誤喋に  四  

癌   よる喀痍吸引、死亡   

74  80代・女  胸部大動脈瘡、大動脈解  接種当日胸部大動脈破裂  化血研  佃遵無し  

離、高血圧、糖尿病、高脂  出血性ショック、翌日死  SLO5A   
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死亡  

97  70代・男  肺がん、肺気腫、糖尿病、    接種28日後、腎不全の悪  化血研   関連無し  

自がん、慢性腎不全、総胆    化、呼吸不全の進行によ  SLO2A  

管結石術後、胃潰瘍・胆  

摘・イレウス手術歴、左腎  

摘、胆管ステント留置、深  

部静脈血栓症、慢性閉塞性  

肺疾患  

98  90代・女  経菅栄養、心不全、く誤噴    接種当日心配停止により  化血研   評価不能  

性）肺炎、脳梗塞・左片麻    救急搬送され、死亡。誤  SLO7A  

痺、人工肛門  噴性肺炎、心不全。   

99  80代・男  慢性腎不全にて血液透析、   接種31日後、肺炎の改善  化血研   評価不能  

発熱、肺炎治療中、高血圧、   なく死亡   Sし02A  

糖尿病  

100  90代・女  特発性血小板減少性紫斑   接種3日後血小板減少  化血研   評価不能  

病、気管支拡張症  症、4日後に血小板減少  

が原因のくも膜下出血に  

より死亡。   

101  80代・男  高血圧  接種3時間後まで普段と  評価不能   

変わちず、4時間半後、  

当日意識消失、心肺停止。  

心筋梗塞疑いによる死  

亡。   

†02  30代・男  頭蓋咽頭腫、てんかん   接種翌日てんかん発作、  化血研   評価不能  

12日後多呼吸、13日後肺  

炎、14日後死亡   

103  80代・男  肝がん、食道がん、放射線   接種後問題なく、2日後、  化血研   評価不能  

肺炎、オスラー病、動脈硬   呼吸苦、意識不明。急性  SLO5B  

化  呼吸不全により死亡。   

104  80代・男  肺がん  接種当日発熱、倦怠感、2  関連無し   

日後軽快、6日後再度発  

熱、10日後定期検診にて  

異常なし、15日後死亡   

田  70代・男  脳梗塞、慢性硬膜下血腫、   接種翌日に38．90cの熟2  化血研   評価不能  

膀胱ろう造設、敗血症   日間。いったん解熱。接  

種7日後370c台、接種10  

日後血圧低下、11日後死   

17日後死亡  

85  80代・男  狭心症、脳種畜、高血圧、  接種3日後発熱、接種12  化血研   評価不能  

気管支喘息、高脂血症  日後両側上肺野に肺炎、  

20日後肺炎が進展し、死  

亡。   

86  6d代・男  糖尿病（1型）、狭心症、  接種4－5日後感冒症  化血研   関連無し  

心房中隔欠損、慢性腎不  状、7日後特発性肺線維  SLO3Å  

全、肺気腫、問質性肺炎（特  症急性増悪、ステロイド  

発性肺線維症）   治療。接種27日後死亡   

87  70代・男  糖尿病、サルコイドーシス  接種後異常なく、接種5  関連無し   

日後心肺停止。急性心不  

全、不整脈の疑いによる  

死亡。   

88  60代・女  血管炎症候群、糖尿病  接種翌日朝呼吸停止。解  評価不能   

剖施行、死鼠不明。   SLO2Å  

89  80代・男  胸部大動脈噂、肺線維症  化血研  評価不能   

Sし02A  

90  80代・男  虚血性心疾患、腹部対動脈  化血研  評価不能   

癌の術後、急性心筋梗塞、  SLO6B  

狭心症、心房細動   

91  30代・女  子宮頸がんⅡb期   接種16日後肝機能障害  評価不能   

（高アンモニア血症）   

92  70代・女  高血圧症、糖尿病、気管支  接種3日後虚血性心疾患  化血研   関連無し  

喘息   によると疑われる死亡  Sし06B   

93  了0代・女  慢性関節リウマチ、アミロ  接種後変化なし、接種11  化血研   関連無し  

イドーシス、帽弁閉鎖不  

全、心筋梗塞既往ありステ  

ント留置   

94  90代・女  慢性閉塞性肺疾患、在宅酸  接種翌日心不全悪化によ  デンカ   評価不能  

素療法施行中、慢性心不全  る肺うっ血によると思わ  

れる呼吸不全、10日後心  

不全、胸水、13日後衰弱  

死   

95  評価不能  

常   高血糖、不整脈   SLO3B   

96  60代・男  脳挫傷後遺症   接種9日後上皇性頻脈、  評価不能   

10日後、不整脈、肝障害、   

■▲l  
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亡  

106  80代・女  脳出血後左片麻痔、慢性気  接種後体調変化等の訴え  微研会   評価不能  

管支炎（気管切開）、礁下  はなかったが、翌日午前  HPO5D  

磯能低下、高血圧症、高脂  

血症   

四  70代・男  問質性肺炎（プレドニゾロ  接種翌日より呼吸困難、3  化血研   評価不能 

ン投与中）、糖尿病、高血  日後より入院、胸部CT  SLO7B  

圧、心房細勤   より問質性肺炎の急性増  

悪と判断。4日後死亡   

108  80代・男  頸椎症性脊髄症（不全四肢  接種後異常なく過ごして  微研会   関連無し  

麻痩と拘絹）、胃癌手術後  いたが、4日後、居室で意  

識消臭状態で発見され、  

死亡確言忍。老衰   

109  80代・女  糖尿病、嶽心症   接種翌日より倦怠感、酸  評価不能   

素吸入開始、2日後努力様  

呼吸となり入院、4日死亡   ∃   

110  80代・女  慢性心不全、脳梗塞後後遺  接種9 日後より心不全悪  化血研   評価不能  

症   化し入院、12日後死亡  調査中   

皿  70代・女  評価不能  

肺線維症、蘭質性肺疾患、  2日後低酸素血症で入院、  Sし03B   

肝硬変、車爵血、高周波アブ  

10日後死亡   

璽  

レーショニ／  

10 歳末  特になし  接種4 日後うつぶせの状  北里研   評価不能  

満・女  叩      態で死亡、SIDS疑い  Nβ002B   

皿  70代・男  問質性肺炎合併の小細胞  ワクチン接種2日後発熟、  徴研会   関連無し  

肺がん   呼吸困難、7日後入院、間  

質性肺炎の急性増悪、22  

日後死亡   

114  170代・男  ．肺アスペルギルス症、発熱  ．接種後食欲不振、接種柑  ．微研会  ．評価不能  1114  ‡70代・男  l肺アスペルギルス症、発熱  l接種後食欲不振、接種柑  

後湾症   生がないことを確認し、  

帰宅。その10分後に急性  

循環不全、呼吸不全発生、  

心肺蘇生を行うも死亡 

皿  80代・男  肺炎、高血圧、狭心症、心  接種2日後、肺陰影の悪  微研会   評価不能  

不全、パーキンソン病、－  化を認め入院。7日後両肺  HPO3C  

過性多発性脳梗塞   に陰影が拡大し、人工呼  

吸管理、13日後多臓器不  

全、16日後死亡   

118  80代・女  礁下性肺炎、誤燕性肺炎  接種2日後心肺停止、呼  評価不能   

吸停止   SLO5A  

119  50代・男  ネフローゼ症候群、知的障  接種翌日に心停止により  北里研   評価不能  

害者、右下肢蜂鳥織炎、喘  救急搬送、脳出血及び全  NBOOO3B  

息、痛風、・鉄欠乏性貧血  肺野にぴまん性浸潤が認  

められる。2日後、脳出血  

により死亡。   

120  評価不能  

満・女  痩）、中枢性および閉塞性  が、呼吸停止で発見され  HPO4B  

の慢性呼吸障害、てんか  

ん、重度心身障害（大島分  

l   

類1度〉   

皿  80代・女  うっ血性心不全、狭心症、  接種翌日肺炎、胸水、5日  化血研   関連無し  

洞性不整脈、低血圧   後発熟、12日後死亡   SLO8A   

122  70代暮女  糖尿病、胃癌（術後）、糖  接種4日後異変はなかっ  化血研   関連有リ  

尿病腎症、高血圧、腎機能  たが、呼吸停止で発見さ  Sし02A  

障害   れた   

123  90代・女  便秘症、認知症、貧血、心  接種翌日昼食中に心肺停  徹研会   評価不能  

不全   止   HPO3B   

124  70代・女  気管支喘息、高血圧、糖尿  接種13日後、吐気・嘔吐、  l化血研   評価不能 

病   傾眠、血圧低下、肝機能  

異常、接種14日後死亡。   

四  80代・男  食道癌、胃ポリープ、高血  接種4時間後ぐったり、  微研会   関連有リ  

圧、前立腺肥大、腰痛■頸  

肩腕症候群   

126  了0代・女  慢性腎不全（透析にて通院  接種10日後腸閉塞、接種  化血研   評価不能  

中）、糖尿病、子宮癌、胆  Sし02A   

石症   

l微研会  

日後意識消失にて政急搬  

送、低酸素症、23日後死  

亡  

＝5  80代・女  2型糖尿病、本態性高血圧、  接種翌日意識消失、心肺  デンカ   関連無し  

非対称性ヰ隔肥厚（心室肥  停止にて搬送、急性心不  S5一人  

大）、高コレステロール血  

症、てんかん、心室肥大   

116  80代・女  高血圧、連合弁膜症、脊椎  接種30分後に副反応の発  デンカ   関連有リ   
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四  90代・女  誤感性肺炎、噛息で入院、  接種6時間後に意識レべ  化血研  評価不能  

抗生剤で治療し改善中、脳  ル低下・血圧低下、ショ  SLO2A  

梗塞、心不全、閉塞性動脈  ツク状態。誤喋を繰り返  

硬化症、腰椎圧迫骨折   し、接種2ケ月4日後死  

亡。   

128  90代・女  気管支喘息、慢性心不幸、  

アテローム血栓性脳梗塞   SSOIC   

四  80代・男  特になし   接種3時間後後急性心筋  微研会   関連なし  

梗塞。   HPO4C  

130  80代・女  認知症、高血圧症、脳梗塞  接種後30分後咽頭浮腫、  化血研   関連なし  

の既往。   意識障害、喘鳴。接種翌  

日回復。接種13日後、心  

筋梗塞。   

131  80代・男  脊髄損傷、気管切開、胃ろ  接種翌日発熱、接種3日  化血研  評価不能  

う造設、糖尿病、肝硬変、  後呼吸琴化、肺炎、接種  SLO2A  

腸閉塞、閉塞性動脈硬化  

症、四肢麻痔、脳梗塞   

2．死亡症例の内訳   

・‡・性別  

性別  人数（割合）  男  82（62．6％）  女  49（37．4％）   
年齢   人数（割合）   

0－ g歳   3（2．3％）   

10～19歳   1（0．8％）   

20－29歳   0（0．0％）   

30－39歳   3（2．3％）   

40～49歳   1（0．8％）   

50－59歳   4 く3．1％）   

60～69歳   15（11．5％）   

70・｝79歳   38（29．0％）   

80歳以上   66（50．4％）   

i銅  

③ 接種日毎の死亡報告数  

二三  

三 
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参考資料  

（3）1月、2月に死亡された方の接種から死亡までの日数  

1・2月死亡  
接種後死亡報告の情報整理について  

これまでの個々の症例の評価の結果において、死亡とワクチン接種との直接の明確な関  

連が認められた症例は認められていないが、基礎疾患を有する患者においては、ワクチン  

の副反応が重篤な転帰に繋がる可能性も完全には否定できないとしてきたところである。   

このため、接種時及び接種後の処置等において留意する必要があるとして注意喚起を実  

施してきた。   

新型インフルエンザワクチンの接種後の死亡症例が、一定量集積されたことから、基礎  

疾患、専門委員の評価等の観点から、ワクチンの副反応が重篤な転帰に繋がった可能性が  

指摘された症例（発熱、増悪、発熱・増悪が明確でない症例）に関連して、一定の情報の  

整理を行う。（3月5日時点の報告データに基づく。）  

■ト2月死  

l11l  
13 5 7 911131517192123252729313335373g41434547495153555759616365  

1．死亡報告における接種から死亡までの日数について   

（1）11月に死亡された方の接種から死亡までの日数  

11月死亡  

2．死亡報告の月別の報告頻度  

（1）65歳以上の基礎疾患を有する患者の死亡例の報告頻度   

65歳以上   11月接種   12月接種   1月接種   

報告数   68   42   4   

報告頻度（対10万接種）   6．6   2．0   0．5   

接種者数（基礎疾患を有する者）   102．8   210．9   83．6   

4
 
 
2
 
 
0
 
 
8
 
 

■11月死亡  

⊂＝コ接種者致（基礎疾患を有する者）  

一■一報告頻度（対10万接種）  
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一一－ 8＆8T－二   

0．  

1 3 5 7 911131517】92123252729313335373941434547495153555759616365  

（2）12月に死亡された方の接種から死亡までの日数  

12月死亡  

O
 
q
）
 
8
 
7
 
6
 
5
 
4
 
3
 
2
 
■
－
 
∩
）
 
 

11月接種  12月接種  1月接種  

※ 12月～1月の間接種者数は一定量あるにも関わらず、1月接種者において、  

接種者数あたりの死亡報告の頻度が激減する傾向が見られる。  

12月死亡  

1 3 5 7 gll13151719212325272g3133353739 414345474951535557 59616365  
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（2）死亡例に占める発熱・増悪例の割合  

接種者数に対する死亡報告の頻度、発熱■増悪を伴う死亡報告の割合のいずれも、1月  

以降低下している。死亡報告の推移と接種者数、患者背景の推移には明確な関連性がみら  

れない。  

12月までの死亡報告の頻度、発熱・増悪の傾向からみて、新型インフルエンザ感染等  

の紛れ込みの可能性もあるのではないか。  

（参考）新型インフルエンザの死亡日と接種後の発熱・増悪例の死亡日  

※1月以降、死亡報告数、発熱・増悪例の報告割合が低下する傾向がみられる。  

11月死亡  12月死亡  1・2月死亡   

死亡例報告数   55   57   19   

発熱・増悪例   19   25   3  

35．2％   43、9％   15．8％   

呼吸器疾患患者   84．2％   68．0％   68．7％   

心疾患患者   10．5，i   44．0，i   33．3％   

がん患者   21．1％   40、0％   66．7％   

腎疾患患者   5．3％   24．0％   0．0％   

脳■神経疾患   26．3％   20．0％   0．0％   

5疾患群平均  29．5％   3乱2％   33．3％  
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3． 発熱や基礎疾患の増悪がみられた死亡例の内容  

（り 発熱・増悪例とその他の接種から死亡までの日数  
※ 発熱・増悪例は、その98％が60歳以上の基礎疾患を有する患者。   

※ 発熱・増悪例では、呼吸器疾患の割合が比較的高い水準にある。   

（2）死亡例についての各接種月毎の基礎疾患等の患者背景  

発熱・増悪例とその他の接種から死亡までの日数  

28  帥  

n±ヰ8  rド郎 
幸均9．3  平均5．8  

－⊥－サー1  

l   

■■■■■－－8．5  

死亡報告   11月接種   12月接種   1・2月接種   

死亡報告数   ？4   45   

男／女比   2．70   1．14   0．38   

呼吸器疾患患者   55．4％   33，3％   36．4％   

心疾患患者   31．1％   37．鍋   36．4％   

がん患者   28．4％   24．4％   9．1％   

腎疾患患者   24．3％   8．9％   9・1％   

脳・神経疾患   25．7％   42、2％   54．5％   

5疾患群平均   33．0％   29．3†i   29、1％   

5
 
 
 
 
n
U
 
 
 
 
5
 
 
 
 
0
 
 

発熱・増悪例    発熱・せ悪が明確でない症例  
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（2）発熱・増悪例と疾患との関係  ＊ 厚労省報道発表資料：新型インフルエンザ患者国内発生について（基礎疾患を有する者等の  

年齢別内訳及び新型インフルエンザ感染者 死亡例まとめ）より抽出  

※ ワクチン接種後の重篤な副反応例・死亡例の患者背景は、新型インフルエンザ  

による入院・死亡者の患者背景と類似しており、いずれも呼吸器疾患の割合が  

高い。  

（5）重篤t死亡例にみる発熱・増悪例、基礎疾患  

重篤・死亡報告における基礎疾患を有する患者背景、発熱・増悪例の割合等につい   

て、新型と季節性ワクチン（2006－8年度、2009年度の季節性インフルエンザワク   

チン）を比較。  

基礎疾患の種類  

例数   呼吸器疾患  呼吸器疾患を持  

たない人   

全体   131   61（47％）   70（53％）   

発熱・増悪が明確でない例   84（64％）   26   58   

発熱・増悪がみられた例 47（36％）   35   12   

～発熱を伴わない増悪   24   】9   5  

呼吸器  
基礎疾患  

疾患   
計   

発熱・増悪例   35   12   47   

その他   26   58   ∂4   

計   61   70  131   

基礎疾患  心疾患   
その他  

計   
疾患  

発熱・増悪例   14   33   47   

その他   30   54  84   

計   44   87  131   

新型   2006－8季節性  2009季節性  

重篤・死亡例全体  重篤・死亡例全体  重篤・死亡例全体   

全体   405   356   107   

基礎疾患を有する者   295   8g   

7乙8％   25．0，i   23．4％   

男／女   1．03   0．96   1．19   

平均年齢   55．2   37．8   39．∂   

中央値年齢   64   33．5   3【‡  

発熱・増悪例   ‖2   49   16  

27．6％   13．8，i   14．9％   

ぅち、基礎疾患あり、   
75   15   

60歳以上  
5  

ズ2統計量 22．9 ＊＊P＜0．Ol  ズ2統計量 0．47 P＜0．49心疾患以外も同様   

※ 発熱・増悪例は、基礎疾患が呼吸器の患者で報告されやすい傾向があるが、呼  

吸器疾患を持たない患者でも、発熱・増悪例は報告されている。   

※ 呼吸器疾患の死亡例（例えば、問質性肺炎）においても、個々の画像の評価で  

はウイルス性・細菌性の肺炎との鑑別が難しいものが含まれ、ワクチン接種の  

タイミングと感染が重なった可能性があるものがある。→資料1－10   

（4）接種後重篤・死亡例の基礎疾患（新型インフルエンザ入院例・死亡例と接種後の重  

篤・死亡例）  ※ 新型ワクチン接種者の重篤な副反応報告においては、基礎疾患を有する患者の  

割合が高い。新型ワクチンを重い基礎疾患を有する患者に優先接種した影響が  

考えられる。  

※ 上記に加え、2009年の季節性ワクチンの接種時期は、新型インフルエンザのピ  

ーク前、新型ワクチンの接種時期はピーク後であったことが、発熱・増悪例の  

割合に影響した可能性があるか。  

患者の基礎疾患において、新型インフルエンザ感染者と新型インフルエンザワクチンの  

接種後に副反応が発現した患者に共通性がみられ、これまでの季節性ワクチンの副反応例  

の基礎疾患とは傾向が異なること、2009年シーズンは新型ワクチン・季節性ワクチン接種  

者ともに、発熱・増悪例の割合が高いことから、新型インフルエンザの流行期と同時に接  

種事業を実施していることなどの影響もあるのではないか。  

新型インフルエンザワクチン  新型インフル工ンザ感染  

接種後重篤例  接種後死亡報  
′’■‘－■‾’H  ‘】‾‾   

】   l（基礎疾患を有  】  】  
（60歳以上）   

】   

する60歳以上）   
（60歳以上）   

報告数   88   119  1101   

男／女比   1．26   1．64  1．22   

呼吸器疾患患者   35．2％   48．7％  35．0％   40．8％   

心疾患患者   25．0％   35．3％  20．0％   22．5％   

がん患者   17．0％   26．9％  15．5％   

腎疾患患者   13．6％   18．5％  10．7％   14．1％   

脳・神経疾患   17．0％   29．4％  6．7％   15．5％   

－78－  －79－   



インフルエンサワクチンの副長応の報告状況について（王蠣）’  
事℡性インフルエンサワクチン及びA撃インフルエンサHINlワクチンの用  

一罫l云性めぎい  

耳ql  

2  

耳不快感  2  

t一任  

せ文庫育  
片耳Il耽  

攫力低下  
ll充血  

llヰ  

■l馴腋浮曜  

l慮愉正郎  

■ブドウ丑炎  ま   2  

●両肌凱引離H  
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之  

5  
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口腔内潰電影戒  

●血便ゆ泄  

●■血性大≠炎  

出血性爛炎  
古心  3  

★■l一書  
6  

上■舶痛  
吐血  
■吐  

l■l中内出血   

之   2   

全身陣書および投与ネ所樺蜂  
●■脚不快夢  

●l銅膚  
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腱霹  
■全書性浮檀  Z  
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ヱ  
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注射劃位囁緒  

I  

注粥飾位籍瘍  
注射部位熟さ  
覚麓卓  
■兼欄性淳t  

3  

2  
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末榊冷感  
J  

■力鍾  
正体■  ）  

状仏書化  0  
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突然死  三  6丁  

鰊幕虻凝縮（胎児死亡）  

心Il死  

心突然死  
●llll  

2  

浅村那隠■は  1   

4   Z  

3   10   

ワクチンIl檀群像そう離せ  

ワクチン牡丹鬱屈可噌  
炎症   

（参考）   

平成20年度人口動態上巻上巻死亡第5．17表 65歳以上  

順位   死包   
死亡数  死亡率 （人口10万対）  割合（％）   

l  悪性新生物   271414   966   28．2   

2  心 疾 患   161052   573   16，8   

3  脳血管疾患   112791   401   11．7   

4  肺  炎   111224   396   11．6   

5  老  衰   35970   128   3．7   

6  不慮の事故   27664   99   2．9   

7  腎 不 全   21274   76   2．2   

8  慢性閉塞性肺疾患  15106   54   1．6   

9  糖 尿 病   12196   43   1．3   

】0  大動脈瘡及び解離  11808   42   1．2   

ワ・クン捌軸班   モ励ゐ 

基礎額春分掛傭  

37  A 悪性新生物   

64  B 心疾患   

31  C 脳血管疾患   

30  D 肺炎  

23  〔腎疾患   

14  F COPD   

38  G 糖尿病   

4  H 大動脈瘡等   

謎  

－80－  
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20代 女性  

既往歴：アセチルサリチル酸・ダイアルミネートで薬疹  

経  過：ワクチン接種直後より吐気出現。吐気強く、立位困難のため側臥位にて安静にし、  

経過観象バイタルサイン正常、めまいなし、呼吸障害なし、意識あり、移動に  

伴い吐気増強。その後、移動可能となり帰宅。ワクチン接種1日後、吐気はや  

や改善。ワクチン接種2 日後、吐気は少し残存。  

因果関係：否定できない  

（症例4）アナフィラキシー（回復）  

40代 女性  

既往歴：等麻疹、虫垂炎、子宮外妊娠、骨関節炎  

経  過：ワクチン接種30分後、拝み出現。ワクチン接種l時間後、厚み増強、上半身の  

皮疹が出現。ワクチン接種2時間30分後、全身の革麻疹、強い拝みにて皮膚科  

受診。デキサメタノンリン酸エステルナトリウム、・ヒドロキシジンを施行。ワク  

チン接種3時間後、等麻疹軽快、呼吸音出現。ワクチン接種3時間30分後、全  

身の専麻疹、軽度の呼吸苦、咳にて皮膚科入院。ワクチン接種6時間30分後、  

孝麻疹軽快、咳軽減、呼吸苦少しあり、全身のほてりあり。ワクチン接種1日後、  

奉麻疹少しあり、呼吸音少しあり、咳あり。その後、皮疹消失、呼吸音なし、咳  

あり。退院。  

因果関係：否定できない  

（症例5）アナフィラキシー（回復）  

60代 女性  

既往歴：ペンタゾシン、プチルスコポラミン臭化物、インドメタシンナトリウムで発疹、  

ショック症状、呼吸苦、高脂血症、一過性脳虚血発作  

経  過：ワクチン接種30分後、全身そう痔間、発疹、アナフィラキシーが出現。ワクチ  

ン接種1時間後、急患室受診。生理食塩水にて静脈確保し、デキサメタゾンリ  

ン酸エステルナトリウム、ヒドロコルチノンコハク酸エステルナトリウムを施行。  

その後、皮膚症状改善し、自宅安静を指示。ワクチン接種1日後、眩畳、立ち  

くらみ、頭痛が出現。血圧安定しているが、状態不安定にて入院。顔面浮腫、白  

血球増多I1950cells／〃Lく核左方移動。ワクチン接種2 日後、顔面浮腫残存。状  

態安定したため退院。ワクチン接種5 日後、腹痛、下痢、消化管症状が出現。  

ワクチン接種9 日後、下痢止まらず他院受診し、点滴施行。ワクチン接種13 日  

後、アナフィラキシー回復む腹痛、下痢軽快。  

因果関係：否定できない  

（症例6）3，℃以上の発熱（回復）   

重篤症例の概要  

（症例1）アナフィラキシーショック（回復）  

30代 女性  

既往歴：さばアレルギー  

経  過：接種15分後、全身痺み、咳、めまいが出現。25分後咳、呼吸困難、血圧低下  

90／70、悪寒あり。エビネフリン、ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム、  

アミノフィリン水和物、酸素投与を施行。血圧90／70、呼吸改善。2時間30分後、  

維持液開始。2時間50分後、咳、のどの拝みが再び出現。ヒドロコルチゾンコ  

ハク酸エステルナトリウム、アミノフィリン水和物、プレドニゾロンを施行。5時  

間後、、咳なし、喘鳴なしにて帰宅。ワクチン接種1日後、悪寒、震え、全身棒み、  

咳が出現。発熱なし。デキサメタゾン、プレドニゾロンを施行。ワクチン接種2 日  

後、背部痛、胃痛、咳、拝みが出現し、他院へ入院。アナフィラキシー後、アレ  

ルギー症状継続（食事摂取にて、咳、全身の薄み）。ワクチン接種8 日後、退院  

にて、プレドニゾロン処方。ワクチン接種11日後、肉を食した後、痺み、咳出  

現したため、プレドニゾロン増量処方。ワクチン接種24 日後、プレドニゾロン  

服用にて症状発現なし。  

因果関係：否定できない  

（症例2）アナフィラキシーショック（回復）  

30代 女性  

既往歴：慢性膵炎  

経  過：ワクチン接種10分後、動倖、少し息が苦しい感じが出現するも授乳用のミルク  

を調乳していた。ワクチン接種15分後、息苦しさが強く、苦しさを訴え、顔面  

と両腕の発赤を指摘されたため臥床。血圧135／86mmHg上昇、頻脈72／分。両手  

先のしびれあり、血管確保の上、ヒドロコルチゾン、マルトース加乳酸リンゲル  

液、ビタミンC、グルタチオンを投与。ワクチン接種35分後、息苦しさは少し  

改善されるも、発作的に息がつまる様な感じと手先のしびれを繰り返す。ワクチ  

ン接種65分後、めまいがあり介助してもらい歩筏血圧】20mmHg台、脈拍120  

～130／分。ワクチン接種2時間45分後、歩行可能、めまい感消失にて点滴終了  

し、帰宅。  

因果関係：否定できない  

（症例3）吐気（軽快）  

痢  
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既往歴：無  

経  過：季節性インフルエンザワクチン同時接種。ワクチン接種約2時間後より、動惇、  

頭痛、発熱（最高38．0℃）、咽頭痛、両季肋部を中心とした全身痛が出現し、徐々  

に悪化。動倖は推定脈拍100～120／分程度。アセトアミノフェンを服用したが、  

動惇は継続。安定剤を内服して入眠。翌朝には動悸回復。その他の症状は徐々に  

改善。ワクチン接種より6 日目には完全に回復。  

因果関係：否定できない。  

（症例11）両上限瞼発赤腫脹、両下肢しびれ（回復）  

20代 男性  

既往歴：無  

経 過：ワクチン接種5分後より、両上眼瞼発赤腫脹が出現。両下肢しびれ感も発現、  

脱力様症状で体位保持困難となり、臥床。両頬部まで発赤、腫脹感波及あり、血  

圧168／96mmHg。ワクチン接種1時間後に、ヒドロコルチゾンを投与するも症状  

変わらず入院。血圧134侶OmmHg。メチルプレドニゾロンコハク酸エステルナト  

リウム点滴。ワクチン接種5時間後、症状軽快。ワクチン接種翌日、症状回復し、  

退院。  

因果関係：否定できない  

（症例12）下痢、関節痛、倦怠感、頭痛（軽快）  

30代 女性  

既往歴：無  

経  過：本ワクチン接種より9 日前に季節性インフルエンザワクチン接種。ワクチン接  

種5時間後より、腹痛、下痢。ワクチン接種8時間後には関節痛と倦怠感出現。  

翌日、下痢回復、頭痛出現。接種2 日後、関節痛と倦怠感は消失するも頭痛は継  

続。接種3日後、頭痛は軽くなったが、まだ継続。  

因果関係：否定できない  

（症例13）上腹部痛、下痢、倦怠感（軽快）  

20代 女性  

既往歴：無  

経  過：本ワクチン接種よりl週間前に季節性インフルエンザワクチン接種。ワクチン  

接種1．5時間後より、上腹部痛と倦怠感出現。ワクチン接種2．5時間後には下軌  

この後、上腹部痛は軽減傾向にあるも、倦怠感とともに投与3 日後まで継続。倦  

怠感は4 日後も継続。  

因果関係：否定できない  

（症例14）しびれ（両手～両肘下）（回復）  

40代 女性  

既往歴：高血圧、高コレステロール血症  

経  過：ワクチン接種約10分後、両手のしびれ（両手から両肘下まで拡大）、動惇あり。  

翌朝には症状消失。  

因果関係：否定できない  

（症例15）39℃以上の高熱（軽快）  

20代 女性  

既往歴 ニアモキシシリン、コーヒー、チョコレートで尋麻疹  

経  過：本ワクチン接種より15日前に季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン  

接種後、一過性に吐気が生じたが自然消失。翌日、吐気、関節痛、37℃の発熱  

があり、アセトアミノフェン、メトクロプラミドの内服薬処方。接種2日後悪  

寒、戦慄が生じ、40・2℃まで発熱。白血球7100／mm3（好中球91％）、CRP2．72rng／dL、  

尿（潜血（2＋）、蛋白（1＋）、白血球（±））。補液とアセトアミノフェンのみで、  

3 日後に37．8℃、4 日後に36．2℃に解熱し、症状消失。なお、インフルエンザ  

簡易検査でA（－）、B（・）。血液培養陰性、尿培養は少量のグラム陽性球菌のみのた  

め、尿路感染症は否定的。  

因果関係：否定できない  

（症例7）発熱、発疹、肝機能異常（軽快）  

30代 女性  

既往歴：精神科通院中（パルプロ酸ナトリウム、クロミプラミン塩酸塩、ミアンセリン塩  

酸塩、ゾルビデム酒石酸塩服用中。二回の入院歴有り）  

経  過：ワクチン接種6 日前に38℃の発熱、頭痛、鼻水、疾あり。受診しクラリスロマ  

イシン、カルポシステイン、ロラタジンの処方を受ける。鼻水、咳、疾軽度、体  

温35．8℃ある状態で、ワクチン接種。ワクチン接種約2時間後より、後頸部から  

頭にかけて痛みがあり、次第に悪化。体温38．2℃～390c。翌日、医療機関を受診  

し、クリンダマイシン点滴、クラリスロマイシン経口投与。解熱剤、鎮痙剤の処  

方受ける。その2 日後、医療機関を受診し、検査にてGOT653IU／L、GPT291IU／L  

にて入院。  

因果関係：否定できない  

（症例8）アナフィラキシー（軽快）  

30代 女性  

既往歴：無  

経  過：ワクチン接種後、咽喉頭浮腫、眼瞼浮腫が出現し、抗ヒスタミン薬、グリチルリ  

チン・グリシン・L－システイン塩酸塩の静脈注射にて軽快。  

因果関係・否定できない  

（症例9）アナフィラキシー（回復）  

30代 女性  

既往歴：無  

経 過ニワクチン接種約〕0分後、悪心、嘔吐2臥顔面紅潮、手指冷感、血圧低下80／－mmHg、  

呼吸苦出札 医療機関を受診し、SpO293％にてアナフィラキシーとの診断であ  

った。点滴加療を行うも症状継続にて入院。CK上昇198ル几、顔面紅潮、浮腫、  

呼吸困難に対し、補液、ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウムを投与。  

その後、血圧回復129／66mmHg、等麻疹なし。ワクチン接種翌日、症状改善にて  

退院。  

因果関係：否定できない  

（症例10）動悸（回復）  

40代 女性  
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10代 女性  

既往歴：無  

経  過：ワクチン接種5時間後、発熱、咽頭痛、上肢と下肢のしびれ出現。頭痛、めま  

い、呼吸苦あり。  

因果関係：否定できない  

（症例16）39℃以上の発熱、インフルエンザA型（回復）  

30代 男性  

既往歴：無  

経  過：ワクチン接種2日後、昼頃から咳出現。深夜発熱37．3℃。ワクチン接種3日後、  

朝38．6℃の熱があり、アセトアミノフェン内服。昼過ぎには39．6℃まで体温上昇。  

徐々に関節痛が出現したため、同日午後、医凍機関受診。インフルエンザ検査にて  

A型陽性。ワクチン接種2日後、昼頃から咳出現。深夜発熱37．3℃。ワクチン接種3  

日後、朝3＄．6℃の熱があり、アセトアミノフェン内服。昼過ぎには39．6℃まで体温  

上昇。徐々に関節痛が出現したため、同日午後、医療機関受診。インフルエンザ検  

査にてA型陽性。  

因果関係：否定できない  

（症例17）アナフィラキシー様反応（軽快）  

30代 女性  

既往歴：無  

経  過：本ワクチン接種より8 日前に季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン  

接種30分後、めまい、前胸部圧迫感出現。経時的に増強し、悪寒、振戦、四肢  

のしびれ出現、増悪を認めた。末梢ルートを確保後、ヒドロキシジン塩酸塩筋注、  

ヒドロコルチゾンコハク酸エステル静江にて軽快傾向。  

因果関係：否定できない  

（症例18）アナフィラキシー反応（回復）  

20代 女性  

既往歴：クローン病（プレドニゾロン15m釘日 服用）  

経  過：ワクチン接種翌朝、出勤途中で気分不良あり、出勤後に呼吸障害、意識レベル低  

下に至った。動脈血液ガス分析では、pH7．41、pCO252to汀、pO272to汀、血球計  

数では異常なく、血液生化学では、低カリウム血症3．3mEq几を認めた。酸素吸  

入及び静脈ライン確保、更に副腎皮質ステロイドホルモンを投与し、約12時間  

で回復。  

因果関係：否定できない  

（症例19）顔面感覚鈍麻（回復）  

30代 女性  

既往歴：なし  

経  過：ワクチン接種前、体温35．0℃。ワクチン接種15分後、嘔気、嘔吐、左頬のぴり  

ぴりとした痛み及びけいれん様収縮、神経障害が出現。ワクチン接種20分後、  

ブドウ糖加酢酸リンゲル液輸液開始。左頬表情筋痙攣用収縮が出札 ワクチン接  

種2時間後、入院。その後、嘔気軽減∴左頬表情筋収縮頻度は軽減。ワクチン接  

種翌日、嘔気、左頬表情筋収縮は消失、軽度心裔部不快感、左頬部知覚鈍麻、味  

覚異常（にがみ）あり。ワクチン接種12日後、心裔部不快感、左頬部知覚鈍麻、  

味覚異常は消失、神経障害は回復。  

因果関係：否定できない   

（症例20）咳、頭痛、関節痛、息苦しさ、喘息（軽快）  

20代 女性  

既往歴：感冒時、発熱時に喘息出現。  

経 過：ワクチン接種後、鼻汁、咳、頭痛、関節痛、息苦しさ出現。ワクチン接種2日  

後、喘鳴出乳ワクチン接種3日後、医療機関受軌体温37．8℃、脈拍90－120／  

分、血圧134／76mmHg、喘鳴継続。ワクチンの副反応と診断され、入院。  

因果関係：否定できない  

（症例21）アナフィラキシー（回復）  

40代 女性  

既往歴：無  

経 過：ワクチン接種15分後、嘆声、目の軽み、戦慄出現し、血圧148／S4mmHg、脈拍  

109／分、SpO298％であり、治療のため入院ラニチジン、メチルプレドニゾロン  

コハク酸エステルナトリウムを点滴投与し、さらにクロルフェニラミンを静江に  

て、脈拍98／分、SpO299％。胸部ラ音無し。ワクチン接種45分後、目の痺みと  

動倖は消失し、嘆声も改善、血圧140／90mmHg、脈拍74／分、SpO299％。  

因果関係：否定できない  

（症例22）急性肝障害（軽快）  

70代 男性  

既往歴：薬剤アレルギー、肝障害  

経 過：クチン接種3日後まで熱感持続。ワクチン接種7日後より心窟部鈍痛し、その  

後痛みが強まると共に嘔吐、38．6℃の発熱。同日、血液検査を実施し、血中ビリ  

ルビン2・2mg／dL、ZTT12・7U、ASTl，7601U／L、ALTl，0291U／L、ALP675IU／L、  

γ・GTP918IU／L、WBCllOO／LLL、RBC490／pL、血色素14．9g／dL、血′ト板2l・9  

×104ルL、ヘモグロビン43．9釘dL。  

因果関係こ否定できない  

（症例23）高熱（回復）  

80代 男性  

既往歴：大腸癌  

経  過：ワクチン接種前、体温35．9℃。  ワクチン接種7時間後、39℃の発熱が出乳 ワ  

クチン接種翌日、37℃台の発熱が継続のため入院し、ビタミンB製剤、アモキシ  

シリン、チアプロフェン酸、メチルメチオニンスルホニウムクロライドを投与。  

ワクチン接種6日後、退院。  ワクチン接種4日後、解熱。  

因果関係：情報不足   

（症例24）アナフィラキシーショック（回復）  

50代 女性  

既往歴ニアレルギー性鼻炎  

経  過：ワクチン接種3時間後より、   掻痔を伴う革麻疹様紅斑が出現し、四肢から全身に  
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拡大次第に掻痺感が増悪するとともに、血圧は120／70から90／40mmHgへ低  

下。さらに、四肢末端チアノーゼも出現したため、救急搬送。  

因果関係：否定できない  

（症例25）アナフィラキシー様反応（軽快）  

50代 女性  

既往歴 ニクラリスロマイシン等抗菌剤等の薬剤アレルギーあり  

経 過：ワクチン接種後、アナフィラキシー様症状（眼瞼浮腫、顔面紅潮、咽頭圧迫感、  

悪心）が出現。翌日、軽快。  

因果関係：否定できない  

（症例26）肝機能異常（回復）  

40代 女性  

既往歴：なし  

経  過：ワクチン接種前、体温36．50c。ワクチン接種4 日後、全身倦怠感が出現。ワク  

チン接種6‘日後、嘔気、頭痛、胃痛、下痢、倦怠感にて受凱 ワクチン接種7日  

後、嘔気、頭痛、胃痛が増強するとともに、37．5℃の発熱にて受診。ASTl，0671U几、  

ALT511IU／L、γ－GTP4】6IU几、総ビリルビン1．】mg／dLより、急性肝炎と診晩  

肝庇護剤投与開始。ワクチン接種8 日後、AST3381U几、ALT3461U几、γ－GTP  

365ル几、総ゼリルビン0、5mg／dL。ワクチン接種10日後、微熱、嘔気、頭痛、胃  

痛は軽快傾向。ワクチン接種18 日後、肝機能異常回復。  

因果関係：否定できない  

（症例27）血管迷走神経反射疑い（回復）  

40代 女性  

既往歴：機械性専麻疹  

経  過 ニワクチン接種15分後、浮動怯めまい、動惇が出現し、救急外来を受診。ワクチ  

ン接種25分後、四肢冷感、しびれが出現し、酸素飽和度の低下を認めた。ステ  

ロイド等の投与を行い、症状は軽快したが、経過観察目的にて入院となった。ワ  

クチン接種翌日、状態安定のため、退院となった。  

因果関係：否定できない  

（症例28）発熱、食欲減退（軽快）  

20代 女性  

既往歴：無  

経 過：ワクチン接種前、体温37．0℃。ワクチン接種翌日、37．5℃の発熱、食欲不振が出  

現にてアセトアミノフェンを服用。ワクチン接種2 日後、38．9℃の発熱にて入院。  

インドメタシン、糖・電解質・アミノ酸液、乳酸リンゲル液、クーリングを施行。  

その後、体温39．5℃、寒気にてインドメタシンを使用。ワクチン接種3日後、体  

温37．2℃にて乳酸リンゲル液を点滴。その後、体温37，4℃、腹部痛にてテプレノ  

ン、クーリングを施行。ワクチン接種4日後、体温37．2℃にて退院。  

因果関係：否定できない  

（症例29）左上腕の痛みとしびれ（軽快）  

40代 女性  

既往歴：無  

経 過：ワクチン接種後、接種した左上腕のしびれ感、冷感、痔痛が出現。その後、辛み  

や苦みが分かりにくい味覚異常が出現。ワクチン接種lケ月後、症状は軽減傾向  

にあるが、持続。  

因果関係：否定できない  

（症例30）末梢神経炎・筋炎（乗回復）  

40代 男性  

既往歴：無  

経 過：ワクチン接種1日後、起床時より右上腕（接種側）三頭筋の筋力低下、痔痛が  

出現。ワクチン接種2 日後、左大胸筋のけいれんが出現。ワクチン接種〕日後、  

左大腿筋四頭筋けいれんが出現。ワクチン接種9 日後、左上腕三頭筋の筋力は、  

MMTで4程度。  

因果関係：情報不足   

（症例31）革麻疹（胸部）、神経障害（口腔内のしびれ感）（回復）  

30代  女性  

既往歴：無  

経  過：本ワクチン接種lケ月以内前、B型肝炎ワクチン接種。本ワクチン接種直後、  

前胸部発疹、口腔内しびれが出現。プレドニゾロン投与。入院にて経過観察。ワ  

クチン接種翌日、症状軽快にて退院。  

因果関係：アレルギー反応として否定できない  

専門家の意見：  

○中村先生：  

革麻疹の出現時期と投与との関係からは、しびれ感も含めアレルギー反応として出現したも  

のと考えます。  

○埜中先生：  

アナフィラキシー様症状に類似したもの。因果関係は否定できない。  

○吉野先生：  

因果関係不明。ワクチン接種後比較的早期に症状が出現しており、迷走神経過緊張のように  

思えますが、MRI検査で異常がみられればADEMかもしれません。  

（症例32）左上肢の筋力低下・痛み（軽快）  

20代 女性  

既往歴 二無  

経  過：ワクチン接種時、指先に響く等の症状はなかった。ワクチン接種翌日、就寝時に  

左上肢のだるさに気づく。ワクチン接種2 日後朝、膝より前腕にかけて痛みが出  

現し、だるさが徐々に悪化。本ワクチン接種4 日後、季節性インフルエンザワク  

チン接種。本ワクチン接種7 日後、コップも持ちにくいと医療機関受診。右手握  

力22、左手握力8。入院。その後、右手握力Ig、左手握力16まで回復。  

呂長閑係：否定できない  

（症例33）有痛性紫斑病（軽快）  

30代 女性  

既往歴：血管性紫斑病  
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経  過：本ワクチン接種7日前、季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン接種2  

時間後、右上腕に有痛性紫斑が出現。ワクチン接種5時間後、左上腕に有痛性紫  

斑、歩行困難が出現し、入院。ワクチン接種翌日、けいれん発作が出現し、解離  

性障害を疑うも投薬なしにて改善。ワクチン接種2 日後、けいれん発作あるも経  

過観察にて改善。以後、けいれん発作なし。ワクチン接種3 日後、有痛性紫斑消  

退傾向あり。ワクチン接種7日後、有痛性紫斑が再出現。ワクチン接種12 日後、  

有痛性紫斑残るも痛み自制可能にて退院。自己赤血球皮内注射で陽性にて有痛性  

紫斑および解離性障害から自己赤血球感作症と診断。  

因果関係：否定できない  

（症例34）アナフィラキシーショック（回復）  

30代 女性  

既往歴：季節性アレルギー、抗生物質でショック症状あり  

経 過：ワクチン接種5分後、気分不良、嘔気、上下肢のふるえが出現。血圧102／65mmHg、  

脈拍130／分。その後、悪寒、戦僕、嘔気が増悪し、嘔吐、脱力が出現。臥床を要  

する状態。ワクチン接種10分後、コハク酸ヒドロコルチゾンナトリウム、メト  

クロブラミド、20％ブドウ糖液投与、酸素吸入を実施。その後、血圧122／65mmHg、  

脈＃＝02／分。ワクチン接種1時間20分後、回復。  

因果関係：否定できない  

（症例35）問質性肺炎増悪、発熱（軽快）  

70代 男性  

既往歴：問質性肺炎、アスペルギ／レス症（プレドニゾロン、抗其菌剤を服用軋在宅酸素  

療法を導入し近日退院予定であった。）肺腺病症、慢性呼吸不全、高血圧、高尿  

酸血症、肺炎、気胸、慢性閉塞性肺疾患  

経  過：ワクチン接種2時間後より、発熱、呼吸苦が出現にて酸素増量。問質性肺炎増悪  

が出現。ワクチン接種翌日、胸部X線検査にて問質性陰影増悪あり。メチルプレ  

ドニゾロンコハク酸エステルナトリウム、メロペネム水和物、ミカフアンギンナ  

トリウム投与開始。ワクチン接種2週間後、発熱、問質性肺炎増悪は軽快。  

因果関係：否定できない  

（症例36）アナフィラキシー（回復）  

40代 女性  

既往歴：くだものアレルギー、感冒薬で薬疹、季節性インフルエンザワクチン接種。  

経  過：ワワクチン接種10分後、頸部から頭にかけて熱感あり、一時的に動悸出現し眼  

前暗転、軽い悪心が出現、頻脈傾向90／分。血圧低下なし。直ちに臥床安静にて  

数分間で回復。  

因果関係：因果関係不明  

（症例37）紫斑、意故障害、けいれん（調査中）  

30代 女性  

既往歴：自己赤血球感作性紫斑病の指摘有るも確定診断無し。  

凝  過：本ワクチン接種7日前に季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン接種2  

時間後、ふらつきと接種側上腕から前院への紫斑、対側前腕の紫斑出現。嘔吐・  

嘔気なし。接種翌朝、筋力低下出現、トイレまでの歩行がかろうじて可能。紫斑  

は有痛性で前腕部にまで拡大。接種翌日夜、3回のけいれん発作が認められたが、  

以後の発作はなし。  

因果関係：副反応としては否定できない。ADEMの可能性もあるが、情報不足。  

（症例38）アナフィラキシー（回復）  

40代 女性  

既往歴：甲状腺機能先進症  

経 過：ワクチン接種l時間後、嘔気、めまい、悪感が急速に出現。ヒドロコルチゾン投  

与にて急速に改善。  

因果関係：否定できない  

（症例39）頭痛、めまい、悪心（回復）  

20代 女性  

既往歴：インフルエンザワクチン予防接種30分後に息若さ（2年前）、食物アレルギー  

経  過：ワクチン接種5分後、めまいと吐気が出現し、徐々に症状が悪化。回転性めま  

いが出現。髄膜刺激症状なし、血圧低下なし、頭痛あり。入院。神経学的に病的  

反射なし、意識清明、頭位変換にてめまいあり。ワクチン接種5時間後、頭痛が  

強くなり、嘔吐。翌朝、めまいは軽減したが、一頭痛は推続。吐き気に対してロキ  

ソプロフェンナトリウム水和物服用。頭痛わずかに残存、めまい回復。退院。ワ  

クチン接種4 日後、回復。  

因果関係：否定できない  

（症例40）革麻疹、喉頭浮腫、呼吸菅（回復）  

30代 女性  

既往歴：セフトリアキソン、トシル酸スルタミシリンにて、掻痺、咽頭浮腫。グリテルリ  

チン・グリシン・システイン配合剤にてアナフィラキシーショック。  

経  過：ワクチン接種10分後より掻痺感、喉頭部異物感、呼吸苦が出現。メチルプレドニ  

ゾロン点滴及びアドレナリン皮下注により改善。  

因果関係二否定できない  

（症例41）嘔気、血圧低下、腰・下肢痛（回復）  

30代 女性  

既往歴：無  

経  過：本ワクチン接種2週間前に、季節性インフルエンザワクチン接種。ワクチン接  

種l時間経過後も接種部位の痺痛持続。熱感等訴えるも、視診触診では発赤、熱  

感なし。血圧‖5／90JれmHg、脈拍60／分。〕0分程度で気分不良解消、痙痛は軽快  

傾向。ワクチン接種より約2時間後、吐気出現、血圧94／63mmHg、脈拍60／分。  

塩酸メトタロプラミド点滴静注により症状軽快。ワクチン接種2 日後、腰痛、下  

肢痛、倦怠感等インフルエンザ様症状出現。ロキノブロフェンナトリウムを内服  

するも症状改善せず。ワクチン接種6 日後、症状増強のため、医療機関受診。体  

温37・3℃、CRP2・7、白血球数13，800（好中球S4％）、CK136、血圧I16／72mmHg、  

脈拍90／分。捧痛持続、倦怠感あり。咽頭痛、鼻水、咳、疾なし。アセトアミノ  

フェン、レバミピド、セフカペンビボキシルを処方。帰宅後39℃まで熱発し、左  

胸部痛が悪化。ワクチン接種7日後早朝、救急外来受診。下肢痛持続し、歩行不  

可。体温二38ユ℃。頭痛、咽頭痛なし、咳敬あり。インフ／レエンザ迅速試験陰性。  
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CRPlO．62、白血球数15，200（好中球89％）、CTでは左下肺野に肺炎像あり、他に  

胸膜肥厚（陳旧性疑い）。入院にて経過観察中。  

因果関係：否定できない  

（症例42）気管支喘息発作（回復）  

40代 女性  

既往歴：気管支喘息力P療中（コントロール良好。過去に季節性インフルエンザワクチン予  

防接種後、気管支喘息発作の既往あり）  

経  過：ワクチン接種l時間後より、気管支喘息発作出現し、短時間にて増悪。血圧  

142／10lmmHg、脈拍120／分、SpO298％。酸素投与（3U分）開始し、アミノフィ  

リン点滴静注。硫酸サルブタモール吸入を実施し、軽快傾向を確認し専門医へ紹  

介。  

因果関係＝否定できなし）   

（症例43）アナフィラキシー（軽快）  

50代 男性  

既往歴：糖尿病性腎症による腎不全で透析療養中。植物、食品でのアレルギー歴あり  

経  過 ＝本ワクチン接種よりlケ月以内に、季節性インフルエンザワクチン接種。ワク  

チン接種30分後より、くしやみ発現。ワクチン接種5時間後、眼瞼腫脹、体幹  

の湿疹に気づき、医療機関受診。アナフィラキシーと診断され、ステロイド剤の  

投与等にて症状やや軽快。  

因果関係：否定できない  

（症例44）アナフィラキシー（軽快）  

30代 女性  

既往歴：無  

経 過 二本ワクチン接種よりlカ月以内に季節性インフルエンザワクチン按軌本ワク  

チン接種30分後、動悸が出現後、急激な呼吸困難出現。ベタメタノンリン酸エ  

ステルナトリウムの筋注及びベタメタゾン内服後、すぐにルートを確保。ステロ  

イド点滴開始し、血圧130台／70台。全身の虚脱は2時間続き、次第に安気翌  

日も37度後半の発熱が持続。  

因果関係：否定できない  

（症例45）アナフィラキジー（軽快）  

40代 女性  

既往歴：無  

経  過 こ本ワクチン接種よりlカ月以内に季節性インフルエンザワクチン接種。本ワク  

チン接種30～40分後より、突然の動惇出現後、呼吸困難出現。プテゾニド吸入  

後、脱力感あり。8時間経過後、症状改善。  

因果関係二否定できない  

（症例46）頭痛、嘔気、嘔吐、下痢、微熱（回復）  

20代 女性  

既往歴：心室中隔欠損症  

経  過：ワクチン接種2時間後より、頭痛に加え、嘔気、嘔吐（4回）出現し、下痢も10  

数回認められた。ワクチン接種翌朝、救急外来を受診。頭痛が強く、鎮痛剤無効。  

頭部CT上、出血は認められず。白血球7700（好中球g9．1％）、CRP4．2、腰椎穿  

刺で髄膜炭否定。MM上異常なく、症状消失。  

因果関係：否定できない  

（症例47）アナフィラキシー（回復）  

10代 男性  

既往歴：気管支喘息加療中  

経  過ニワクチン接種40分後、下顎の痺痛、咳が出現。ワクチン接種l時間後、前腕蕃  

麻疹が出現。補液、ステロイド静注、抗ヒスタミン剤点滴静江により改象経過観  

察のため入院、翌日退院。  

因果関係：否定できない  

（症例48）気分不快（回復）  

30代 男性  

既往歴：無  

経 過：ワクチン接種5分後、血の気が引くような気分不快が出札血圧160／90mmHg、  

脈拍120／分、点滴にて経過観察。  

因果関係：因果関係不明  

（症例49）血管迷走神経反射（回復）  

30代 男性  

既往歴：無  

経  過：ワクチン接種30分後、熱感、めまい、呼吸困難感、冷汗を認め入院。ワクチン接  

種翌日、退院。  

因果関係：否定できない  

（症例50）アナフィラキシー（軽快）  

40代 女性  

既往歴：無  

経  過：ワクチン接種直後は異常なし。ワクチン接種2時間後、全身倦怠感、関節痛、  

脱力感が出現。ワクチン接種翌日、経過観察のみで軽快。  

因果関係：否定できない  

（症例51）アナフィラキシー（回復）  

30代 女性  

既往歴：喘息。過去に季節性インフルエンザワクチン接種後に体調悪化あり  

経  過：ワクチン接種5分後より、両眼周囲の熱感、掻痺が出現。上眼瞼の軽度腫脹あり。  

ワクチン接種30分後より、喘鳴出現。  

因果関係：否定できない  

（症例52）急性アレルギー性皮膚炎 く回復）  

40代 女性  

既往歴：気管支喘息、ワクチン接種後に軽い皮疹出現（20年程前）  

－94－  
－95－   



経 過：ワクチン接種30分後、顔面紅潮が両側性に出札急性アレルギー性皮膚炎が発  

現。ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム点滴静注、オロバタジン塩酸  

塩内服。ワオチン接種1時間後より、両側上眼瞼浮腫および続発性に咳取出現。  
ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム点滴静注、ファモチジンを静注、  

ェビネフリン皮下注、クロルプロマジン塩酸塩処方。ワクチン接種2時間後、咳  

叡頻回、その後皮膚炎軽快。ワクチン接種3日後、急性アレルギー性皮膚炎は回  

復。  
因果関係：否定できない   

（症例53）左眼球ブドウ膜炎（乗回復）  

50代 女性  

既往歴：甲状腺機能克進、僧帽弁逆流  
経 過：ワクチン接種5日後、視力低下とかすみ出現。視力 右：0．4（1．25－1．25D叫－0・50D）、  

左：0．1（0．25＿l，50D）。左虹彩毛様体炎、硝子体泥濁、続発性緑内障。  

因果関係：否定できない   

（症例54）両上下肢しびれ感、筋力低下（軽快）  

30代 男性  

既往歴：食品による革麻疹  

経 過：本ワクチン接種lケ月前、B型肝炎ワクチンを接種。ワクチン接種3日後、両手  

足（特に手）に違和感が出現。ワクチン接種4日後、強いしびれに近い不快感が足  

に出乳ワクチン接種5日後、両手に若干の筋力低下を自覚。しびれ持紀 日常生  

活に支障なし。ワクチン接種7日後、他院受診し、ADEM疑いにて入院ステロ  

イドパルス療法を施行。ワクチン接種10日後、ステロイド漸軌 ワクチン接種l  

ヶ月後、ステロイド終了。神経症状軽快。両上腕伸側に散発的な筋痛あり、経過観  

察中。  
因果関係：軽度のGBSの可能性もあるが、情報不足   

（症例55）アナフィラキシー反応、倦怠感、蕃麻疹、頭痛、悪心、浮動性めまい、口腔咽頭痛、眼  

瞼浮腫（回復）  

30代 女性  

既往歴：帯状癌疹、過敏症、接触アレルギー  

経 過：ワクチン接種1時間後、接種側半身に倦怠感が出乳ワクチン接種3時間後、革  

麻疹、頭痛、吐き気、めまい、咽頭痛、眼瞼浮腫が出乳 ワクチン接種翌日、眼  

瞼浮腫は白熱消失、その他の症状も徐々に自然消失。ワクチン接種5日後、受診  

し、軽度の咽頭違和感のみ残存にて回復と診断。  

因果関係：否定できない   

（症例56）両眼のぶどう膜炎（乗回復）  

50代 女性  

既往歴：頭痛、ぶどう膜炎（両眼）、B型肝炎ワクチンにて全身倦怠感の発現あり。  

経 過：ワクチン接種後、両眼充血、眼痛、頭痛、38℃の発熱出現。ワクチン接種翌日、  

ロキソプロフェン内服にて発熱、頭痛、眼痛は軽快するが、両眼充血は悪化。ワ  

クチン接種2日後、アセトアミノフェン内服。ワクチン接種5日後、眼科を受診  

し、両眼ぶどう膜炎の診断及びステロイド結膜下注射・点眼治療実鼠ワクチン  

接種7日後、症状悪化のため他院受軌視力右眼0・15（0・6）、左眼0・15（0・4）0  

因果関係：否定できない   

（症例57）アナフィラキシー、発熱、腋裔腫癌（アナフィラキシー・発熱：回復、腋窟腫癌：回復）  
40代 女性  

既往歴：食物アレルギー（卵、エビ、ソバ等約30種類）、化学物質アレルギー、アレルギ  

ー性鼻炎  

経 過 ＝ワクチン接種前、体温37．4℃。ワクチン接種後、発赤、腫脹、注射剤入部痛あり。  
発ワクチン接種前、体温37．4℃。ワクチン接種後、発赤、腫脹、注射刺入部痛あ  

り。発一症状が出現、発熱は回復。ワクチン接種2日後、一過性の胸痛あり。ワ  

クチン接種6日後、左腋喬腫癌および痔痛あり、左腕が上がらない、重量物が持  

てない。ワクチン接種1ユ日後、左腋窟腫癌、痔痛は消失。ワクチン接種23日  

後、そう痺肝感消失し、アナフィラキシー症状回乱  

因果関係‥アナフィラキシーは因果関係不明、腋窟腫癌は情報不足   

（症例58）異常感、浮動性めまい、関節痛（軽快）、感覚鈍麻（後遺症）  

30代 女性  

既往歴：高脂血症  

経 過：ワクチン接種数分後、気分不良、手足のしぴれ、めまい、身体の節々の痔痛出現。，  

症症チン接種16日後、症状再発したが、すぐに軽快。ワクチン接種20日後、乗  

回復。  

因果関係：局所反応としては否定できない（ギランバレー症候群としては情報不足）   

（症例59）脳梗塞（後遺症）  

90代 女性  

既往歴二高血圧、心不全にて通院中  

経 過：本ワクチン接種l週間前に季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン接  

種前、体温35．5℃。本ワクチン接種翌朝、右麻痺、失語症で臥床しているのを家  

人が発見。同日入院MRl検査にて脳梗塞を確執ワクチン接種10日後、右片  

麻痺が残存。  

因果関係：因果関係不明  

（症例60）左脳出血（軽快）  

40代 女性  

既往歴：全身性エリテマトーデス、指尖潰瘍（ベラプロストナトリウム投与中）、逆流性  

食道炎、腎不全、ネフローゼ（ジビリダモール投与中）、抗カリウム血症、貧血、  

甲状腺機能低下症、高血圧症、高尿酸血症、膀胱結核。ワクチン接種約lケ月前  

に入院。  

経 過 ‥ワクチン接種10日後朝、失語症、右上下肢麻痩出現。レベル低下あり、その後、  

共同偏視なし、瞳孔左右同大、命令に従うも発語なし。右上下妓麻痺、右トレム  

ナ一反射陽性、右パピンスキー反射陽性。頭部CTにて左レンズ核外側に脳出血  

を認めた。ニカルジピン塩酸塩にて降圧開晩右鼠経部よりCVカテーテル挿入  

同日夕方、2回目CTにて出血増大なし。同日夜、けいれんが出現し、ジアゼパ  

ムを使用し、他院脳卒中科へ転院。ワクチン接種27日後、左脳出血は乗回乱   



気管切開し、経鼻経菅栄養中。ワクチン接種60日後、気管チューブ抜去。右上下  

肢不合麻痩はあるが、力は入るようになる。ワクチン接種62日後、経鼻チューブ  

抜去。ワク≠ン接種64日後、左脳出血は軽軋  

因果関係：因果関係不明  

（症例61）肝機能障害（乗回復）  

30代 男性  

既往歴：ワクチン接種5ケ月前、アルコール性肝疾患を発症（AST30IU／L、ALT427U／L、  

LDH1711U／L、†－GTP1791U／L、ALP260IU／L）  

経  過：ワクチン接種8 日前、季節性インフルエンザワクチンを接種。微熱、倦怠感が  

出現。本クチン接種前、体温36．8℃。本ワクチン接種翌日より、頭痛、咽頭痛、  

鼻汁、微熱あり。ロキソプロフェンナトリウム投与開始。ワクチン接種5 日後、  

38．9℃の発熱、全身倦怠感、咽頭炎が出現し、医療機関受診。AST641U／L、ALT  

lO5IUn．、LDH224TU／L、ALP647IU／L、γTGTP3221U／L と上昇し、肝機能異常  

を認めた。肝機能障害、急性咽頭炎に対して投薬治療開始。ワクチン接種2週  

間後、急性咽頭炎回復。ワクチン接種lケ月後、肝機能障害未回復。  

因果関係：否定できない  

（症例62）39℃以上の発熱（軽快）  

20代 女性  

既往歴：無  

経  過 ニワクチン接種2 日後、38度の発熱を認め、以後高熱が持続。ワクチン接種3 日  

後、頭痛、下痢が出現したため入院。ワクチン接種4 日後、体温59．30c、白血球  

11，400／JIL、CRP2・74mg／dL、インフルエンザ簡易検査A（－）B（－）。点滴にて予防的  

抗菌剤を投与。ワクチン接種5 日後、解熱したため退院。  

因果関係：否定できない  

（症例63）革麻疹（回復）  

60代 女性  

既往歴：認知症、誤喋性肺炎の反復にて絶食中  

経  過．絶食中であるため、連日補液にて栄養補給しており、内服は一切無し。ワクチン  

接種翌日、前頚部、背部、両前腕、両大腿に紅斑が出現。直ちにグリチルリチン・  

システイン・グリシン配合剤の点滴を行うが、改善無し。ワクチン接種2 日後、  

ヒドロコルチゾンの点滴により改善し始め、完全に消失。全身状態安定。  

因果関係二否定できない  

（症例64）過換気症候群、けいれん、血圧上昇、発熱（軽快）  

80代 女性  

既往歴：胃潰瘍、慢性心不全、大動脈癌、高血圧、心房細動  

経 過：接種前、体温37LlOc、血圧104／70mmHg、風邪症状あり。ワクチン接種15分後、  

全身の震え、過換気症状、悪寒が出現。体温39℃、血圧180台に上昇。ジアヤパ  

ム、ニトログリセリン、アセトアミノフェン、酸素吸入を施行。白血球数8，700／mm3、  

CRp2＋、好酸球数上昇。過換気症候群、けいれん発作、不明熱と診断され、経過  

観察を目的に入院加療。呼吸性アルカローシスがあるものの、他の血液所見異常  

なし。尿検査にて潜血（3＋）、白血球数Il，000／mm3、体温38，2℃にて抗生物質投与。  

その後、軽快。  

因果関係：否定できない  

（症例65）発熱（軽快）  

10代 女性  

既往歴：慢性骨髄性白血病（骨髄移植後）、気管支鳴息  

経  過：ワクチン接種翌日、耳痛にて耳鼻科を受診し、中耳炎の診断。嘔気などのため他  

院受診し、点滴中に発熱し入院。体温39．1℃、CRPO．10mg／dL、インフルエンザ  

迅速診断（T）。ワクチン接種3 日後、体温36．4℃、CRP3．12mg／dL。発熱軽快にて  

退院。  

因果関係：否定できない  

（症例66）アナフィラキシー（回復）  

10歳末満 男性  

既往歴：ネフローゼ症候群にて入院中（ステロイド投与中）、インフルエンザ  

経  過：ワクチン接種前、体温36．7℃。ワクチン接種30分後、激しい咳込みが出現。ワク  

チン接種50分後、吸入施行するも増悪。喘鳩、じんましんが出現。SpO290％。ワ  

クチン接種l時間後、強いそう軽が出現。ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナト  

リウム、ヒドロキシジンバモ酸塩を投与。酸素投与。ワクチン接種2時間後、じん  

ましんは軽減。ワクチン接種3時間後、じんましん消失。アナフィラキシーは回復。  

因果関係：否定できない  

（症例67）ショック（血圧低下）（回復）  

20代 女性  

既往歴：無  

経  過：ワクチン接種1時間後、冷汗、顔面蒼白、気分不良、嘔気、血圧低下出現。下肢  

挙上、補液500mL開始。血圧100／－mmHgへ回復。念のため、点滴500mLを追  

加し、回復を確認。  

因果関係こ否定できない  

（症例68）腫脹、発赤、注射部位そう梓感、全身性そう痺感（不明）  

20代 女性（妊娠28週）  

既往歴：無  

経  過：ワクチン接種翌日、頭痛、掻痺感が出現。ワクチン接種2日後、接種部位の腫脹  

と軽み出現。両肘、頚部、顔面の発赤と掻痔感、手足・背中にも掻痔感が出現。  

因果関係：否定できない   

（症例69）アナフィラキシ－ショック（回復）  

10代 男性  

誌往歴：Charcot－M訂ie－Tooth病（シヤルコー・マリー・トクース病）の疑い。ジフテリ  

ア破傷風混合トキソイドワクチン接種後に嘔吐認めたが、すぐに軽快（6年前）、  

排骨部筋萎縮症、腎尿細管性アシドーシス、難聴  

経  過：ワクチン接種前、体温36，7℃。ワクチン接種10分後、嘔吐出現。顔面蒼白とな  

った。血圧70／40mmHg。アナフィラキシーショックが出現。メチルプレドニゾ  
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いという話は軌、ておりません。調べる必要はあるかもしれませんが。季節性のインフル  
エンザにおいて、胎児への悪影響は知られていないと思います。（母体への悪影響を介する  

ものは別ですが）  

○田中先生：  

時間経過、臍帯所見からみて、死産は接種と無関係と思われる。  

（症例73）アナフィラキシー疑い（回復）  

10代 女性  

既往歴：気管支喘息  

経 過：ワクチン接種25分後、のどの違和感、呼吸苦、倦怠感が出乳噛鳴あり、SpO295％、  

脈拍I10台、アナフィラキシーを疑い、サルブタモール硫酸塩吸入、アミノフィ  

リン及びメチルプレドニゾロンコハク酸エステルナトリウム点軌 ワクチン接種  

1時間後に回復が認められたが、観察目的にて入院。  

因果関係：否定できない   

（症例74）フィッシャー症候群（ギラン′くレー症候群）く軽快）  

20代 女性  

既往歴：無  

経 過 二接種前、体温36．6℃。本ワクチンと季節性インフルエンザワクチンを同時接種。  

ワクチン接種5 日後、起床時より視界のぼやけ感を自覚し、見えにくさと共に持  

続。ワクチン接種10日後、両手首以遠のしびれ感出乱 その後、上行し、両肘  

以遠のしびれ感出現。瞳孔散大、対光反射低下も出現。ワクチン接種I1日後、  

しびれが両肘まで上行。受診し、瞳孔散大あり、対光反射低下あり、頸部及び頸  

椎のM田臭常なし、伝導速度検査にてF波低下より、フィッシャー症候群疑い  

と診断。メコバラミン処方。ワクチン接種15 日後、受診し、瞳孔散大、対光反  

射は改善、しびれ上行は回復。ワクチン接種21日後、フィッシャー症候群疑い  

軽快。  
因果関係：副反応としては否定できない。ギランバレー症候群の可能性あり。   

（症例75）発熱、革麻疹、ネフローゼ増悪（軽快）  

10歳末満 男性  

既往歴：昨年、季節性インフ／レエンザワクチン接種で発疹、発熱あり。食物アレルギーな  

し、ネフローゼ症候群でステロイド内服中（1－3mg凡打日、隔日投与中）。  

経 過：抗ヒスタミン薬内服の下、ワクチン接種。その際、Alb3．5各／dL、尿蛋白（－）。ワク  

チン接種当日夜、38℃の発熱、等麻疹あり。ワクチン接種翌日、発熱・発疹軽快、  

抗アレルギー案内服。ワクチン接種2日後より尿蛋白（十）。ワクチン接種4日後、  

尿蛋白（3＋）、Albl．1g／dL、総蛋白4．Og／dLにて入院。顔面の浮腫著明、尿量270rnL／  

日。ステロイド2m釘k釘日に増量、血圧上昇あり。ワクチン接種5、6、8日後に  

アルブミン製剤と利尿剤投与。ワクチン接種9 日後にAlb2．2まで回復。ワクチ  

ン接種11日後、尿蛋白陰性化。ワクチン接種13 日後、Alb2．7g／dLに回復、ネ  

フローゼ増悪は回復。退院。  

因果関係：否定できない  

（症例76）心不全、肺炎（回復）  

60代 男性  

ロン、アド｝ナリンを静注。血圧及び心拍数の上昇を認めたが、再度嘔吐が出現  

し、血圧は70台に低下。塩酸ド′くミンの投与を開始し、経過観察のため入院。  

その後、血圧は80～100で安定、全身状態良好。ワクチン接種3 日後、退院。  

因果関係：否定できない  

（症例70）倦怠感、意故障害（回復）  

70代 女性  

既往歴：大腸癌（術後再発）、結腸癌、硬膜転移、腎不全  

経 過：ワクチン接種前、体温36．8℃。ワクチン接種2時間後、全身倦怠感、嘔気出乳  

意識レベル低下（JCSト1～Ⅱ－10）。アンモニア値、血糖値は異常なし。血圧120台  

／60台。体温36度台であり、皮膚紅潮なく、アナフィラキシーを疑う所見ない  

ため、経過観察。意識レベル遷延が持続。ワクチン接種了時間後、意識レベル  

JCSI－1に改善するも未回復。ワクチン接種11時間後、血圧11S／60mmHg。受け  

答えはっきりするも、ボーつとする感じあり。採血の結果、臨床検査値に大きな  

変動を認めず。ワクチン接種翌日、後遺症なく改善。ワクチン接種2時間後から  

の記憶にところどころ欠落あり。  

因果関係：情報不足  

（症例71）脳出血（不明）  

80代 女性  

既往歴：気管支喘息、慢性気管支炎に伴う慢性呼吸不全、発作性心房細動、慢性心不全、  

糖尿病（2型、インスリン投与）、アルツハイマー型認知症  

経 過：ワクチン接種8時間後、トイレに行こうとするが立てなかった（支えれば可能）。  

ワクチン接種翌朝より、広く下肢の脱力有。意識レベルは通常通り。CTにて脳  

出血と判明。  

因果関係：因果関係不明  

（症例72）臍帯過捻転・胎児死亡  

20代 女性 妊娠39週  

既往歴：無  

経 過：本ワクチン接種4 日後頃から、胎動低下。本ワクチン接種8 日後、産科受診。  

臍帯捻転による胎児の死亡と診断。翌日、誘発分娩。本人はほぼ健常。  

因果関係：医．果関係不明  

専門家の意見：  

○三橋先生：  

臍帯の過捻転が原因。「子宮内胎児死亡」が正しい。  

○名取先生：  

過捻転があって浮腫があるので直接的な死産の原因は臍帯過捻転。ワクチンとの関連はない  

と考える。ベースラインのリスクとして1000出産で周産期死亡は4．7であり、臍市原因は  

約】0％であることから、ワクチン接種との重なりは十分に起きうる。  

○吉川先生：  

新型インフルエンザ後の死産（子宮内胎児死亡、IUFDとい うべきか）普通に考えれば、無  

関係（unlikely）と考えます。情報としては、週数が不明です。14週末満であれば、流産と  

いう用語のほうが適切なので。インフルエンザ感敷こおいて、スペイン風邪なのでは高率  

な母体死亡は知られていますが、母体に問題がなくて、高率に流産、子宮内胎児死亡が多  

で  
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既往歴：慢性心不全（急性増悪のため、ワクチン接種3日前まで入院加療）、関節リウマ  

チ、高血圧、心房細動  

経  過：ワクチン接種し帰宅後、喀血。ワクチン接種翌日、呼卿寺胸痛、呼吸困難あり。  

胸部レントゲン検査にてワクチン接種時には認められなかった浸潤影あり。白血  

球数14，000、CRP5．6 と上昇あり。肺炎の疑いにて入院。  

因果関係：因果関係不明  

（症例77）血管迷走神経反射（回復）  

30代 女性  

既往歴：関節リウマチ（メトトレキサート服用中）。小学生時、親子井を食し、毒麻疹出  

現歴2回あり。  

経  過 ニワクチン接種前、体温36．0℃。ワクチン接種直後、全身の火照り感あり。その後  

掻痺感を認めた。血管迷走神経反射が出現。症状消失しつつあったため、帰宅始  

めたところ、駐車場で、再び強い火照り感があり、その後、意識消失。通行人に  

助けられ、近医受診し、入院。ワクチン接種2 日後、回復し、退院。  

因果関係：否定できない  

（症例78）けいれん（回復）  

10歳末満 男性  

既往歴：卵アレルギーあり（小児科主治医の承諾あり）  

経  過：ワクチン接種8時間後、けいれん出現。救急車到着時、けいれん回復するも病院  

へ搬送。入院。ワクチン接種4日後、退院。  

因果関係：情報不足  

専門家の意見：  

○五十嵐先生：  

ワクチン4妾種後に「けいれん」が起きたという前後関係はありますが、それらに因果関係が  
あるのかどうかこの報告書だけからは判断できません。患者には発熱があったのか、入院後  

の血液、髄液、画像などの検査結果、後遺症を含めた患者の状態（回復と記述されています  

が）などを知りたいと思います。  

○岩田先生：  

発熱の有無、検査所見、熱性けいれんの既往歴・家族歴が不明であるため、けいれんの原因  

が分からず、ワクチンとの因果関係を判定するのは困難です。  

○土田委員：  

ワクチン接種時が既にA型インフルエンザウイルス感染を含む自然感染による潜伏期間で  

あった可能性もある。けいれんのワクチン接種との因果関係は肯定も否定もできない。いわ  

ゆる有熱暗けいれんの可能性もあり、症状経過からみて急性脳症であるとは言えないと考え  
ます。  

（症例79）けいれん重積、急性脳症（回復）  

10歳末満 男性  

既往歴：無  

経  過：本ワクチン接種19 日前、季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン接種翌  

朝より、40℃の発熱あり。同日夜、熱性痙攣が出現し、医療機関に搬送。その後も  

痙攣は再発（計4回）し、熱性けいれんが出現。急性脳症の診断にて、加療目的  

のため、本ワクチン接種2 日後、別の医僚機関に搬送し、集中治療室に入院。オ  

セルタミビルリン酸塩等を投与。同日、新型インフルエンザウイルスPCR検査に  

て陰性を確認。その後、オセルタミビルリン酸塩の投与中止。本ワクチン接種10日  

後、改善傾向にて退院。熱性けいれん、急性脳症は回復。  

因果関係：因果関係不明  

専門家の意見：  

○五十嵐先生：  

前日から感冒症状あり、接種当日も咳と鼻水があったが、熱がなかったため、接種を行った。  

ことが本当なら原病（感冒）による可能性も否定できません。従って、最終判断は、因果関  

係不明。ただし、原病（感冒）あるいはワクチンによる副反応の可能性もあり。  

○岩田先生：  

発熱は因果関係ありと考えて良いと思います。けいれんは発熱が誘因となったもので、直接  

ワクチンが関与したものではないと考えても良いと思いますが…。ウイルス分離等の結果  

待ちですが、何もでなければ「熱性けいれん重責発作」の診断で良いと考えます。発熱の原  

因として、何らかのウイルス感染の可能性はありそうですが、ワクチン接種も否定はできな  

いと思います。  

○ 土田先生：  

ワクチン接種による発熱ということは否定できないと考えます。意識障害やけいれんを重積  

していることから、症状経過から急性脳症であると考えます。ただし、これらの経過は、若  

干時間進行が早いという印象はありますが、これまでの季節性インフルエンザ感染でも経験  

しているものと大きく変わるものではないと考えます。  

（症例80）アナフィラキシーショック（回復）  

40代 女性  

既往歴：卵アレルギー。サバによるアナフィラキシーショック歴あり。臭化プリフィニウ  

ム、プチルスコポラミン臭化物によるショックの副作用歴あり。  

経 過：ワクチン接種直後、全身の痺み、皮疹、微熱、呼吸苦、軽度のアナフィラキシー  

を疑わせる症状が出現。接種肢全体の腫脹が出現。ワクチン接種l時間後、全身じ  

んましんが出現⊃オロバタジン塩酸塩投与。ワクチン接種8時間半後、呼吸困難感  

あり。じんましんはやや軽快。ワクチン接種15時間半後、症状消失。アナフィラ  

キシーは回復。  

因果関係：否定できない   

（症例81）急性散在性脳脊髄炎（ADEM）（軽快）  

50代 女性  

既往歴：無  

経  過：ワクチン接種前、体温36．5℃。ワクチン接種8日後、頭痛、発熱出乳急性散  

在性脳脊髄症が出現。ワクチン接種9日後、背部の異常感寛が出現。ワクチン接  

種13 日後、排尿障害が出現。ワクチン接種17 日後、排尿障害が軽快しないため、  

医療機関受診。頭部・胸部・腰部MRIでは明らかな異常はなかったが、髄液検  

査にて蛋白45mgdL、細胞数47／iLLと増加を認めたため、ADEMと診断され入  

院。ステロイドパルス施行。その後、プレドニゾロン内服。ワクチン後程lケ月  

後、感覚低下以外の症状は回復。  

因果関係：副反応としては否定できない。ADEMの可能性あり。  

（症例82）発熱（回復）  
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新型インフルエンザワクチン接種2日後より発熱、5日後に全身強直間代けいれん、意識  

レベル低下。入院後もけいれんを繰り返す。転院後もけいれん重積。人工呼吸管理、抗けい  
れん薬投与で経過観察中ということであり、ワクチン接種後から症状発現までの時間的観点  

からは、新型インフルエンザワクチン接種による発熱の可能性もありますが、ワクチン接種  

時が既に（自然感染による）潜伏期間であった可能性もあります。意識障害やけいれん（重  

積していること）があることなど、症状経過より急性脳症であるといっても良いと考えます。  

この情報からは、おそらく新型インフルエンザウイルス感染による急性脳症といって良いと   

，思います。  

（症例85）発熱（軽快）  

40代 女性  

既往歴：喘息  

経 過：本ワクチン接種より7日前に季節性インフルエンザワクチン棲私本ワクチン  

接種翌日、午前中39℃の発熱あり。アセトアミノフェン内服し、解熱。注射部位  

の腫れや熱感なし。関節痛などインフルエンザを思わせる症状なし。同日午後、  

38℃の発熱あり。アセトアミノフェンを再度内服。本ワクチン接種2日後、体温  
37．3℃、軽い頭痛のみとなった。  

因果関係：否定できない   

（症例86）急性呼吸不全、熱発（未回復）  

80代 女性  

既往歴：慢性心不全疑い、虫垂炎、高血圧、骨粗栗症  

経 過：本ワクチン接種lケ月前、歩行中に意識消失し転倒。救急搬送され入院意識  

清明、血圧144／69mmHg、麻痺なし、頭部外傷なし。脳CT、心電図異常なし。本  

ワクチン接種12日前、脳波上、徐波6Hz8波群発8にてパルプロ酸ナトリウム  

投与開始。本ワクチン接種より7日前に季節性インフルエンザワクチン接種。本  

ワクチン接種前、体温36．3℃、血圧106／68mmHg、体調不良なし。ワクチン接種  

翌日、歩行中に転倒、前頭部を打撲し皮下出血。室内ポータブルトイレまで間に  

合わず尿失禁。ワクチン接種2日．後、動作緩慢、顔面浮腫、足背浮腫が出乳ワ  

クチン接種3日後、37．7℃の熱発、自力での坐位不可能、傾眠状態。ワクチン接  

種4日後、38℃の発熱、血圧153／62mmHg。A型・B型インフルエンザ検査陰性。  

胸写上心拡大（＋）、心胸郭比65．7％にて心不全悪化と考えフロセミド、スピロノラ  

クトン処九意識レベル低下、SpO272．0％に低下、チアノーゼ出現にて酸素吸入  

開始、尿道カテーテル留置。感染症と考えセフトリアキソンナトリウム、コハク  

酸メチルプレドニゾロンナトリウム点滴開始。CRf6＋、白血球Il，600、  

NT－BNP21，612pg／mi。他院へ救急搬送。ワクチン接種51日後、慢性心不全の急性  
増悪による呼吸不全は回復。心不全状態の治療のため入院継続軋  

因果関係二急性呼吸不全は因果関係不軌熱発は否定できない。   

（症例87）急性呼吸不全、熱発（乗回復）  

90代 男性  

既往歴二脳梗塞、アルツハイマー型認知症、腰ヘルニア  

経 過：ワクチン接種5日前より歩行時のふらつきを主訴に入院。ワクチン接種前、頭  

痛感あり、体温36．4℃、血圧126／63mmHg、感冒等の体調不良なし。接種2．5時  

間後、転倒、血圧l＄2／g6mmHg。ワクチン接種3．5時間後、転軌 ワクチン接種  

50代 女性  

既往歴：2型糖尿病、高血圧、脂質異常症  

経  過：本ワクチン接種より14日前に季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン  

接種日夜、軟便、嘔気を認める。本ワクチン接種2日後より、倦怠感、発熱（38．8  

～39度）出現。食欲不振、嘔気、軟便あり。左下腹部圧痛あり。白血球1り20／mm3、  

CRp3．40m釘dLと上昇。A型・B型インフルエンザ検査陰亀急性胃腸炎疑い  

にて、セフトリアキソンナトリウム水和物点滴し、経過をみるも翌日、体温39．8  

度。びまん性腺痛もあり白血球数12，530血m3、CRP12．20m釘dLと上昇したた  

め、入院。腰部CT等で胃腸炎、胆のう炎等の有意所見なし。絶食。ワクチン  

按4日後、発熱、消化器症状は消失。CRP8．20mg／dL。めまい、嘔気に対して、  

炭酸水素ナトリウム、メトクロプラミド投与。軟便あり。ワクチン接種6日後、  

食事再開。本ワクチン接種8日後、治癒にて退院。CRPO．8mg／dL。  

因果関係：情報不足  

（症例83）発熱、白血球数増加、肝機能異常（軽快）  

50代 男性  

既往歴：胃癌  

経  過：ワクチン接種5時間後、39℃台の発熱出現。ワクチン接種翌日も発熱持続。午  

後、緊急往診にて、インフルエンザ検査陰性、リン酸オセルタミビル、レポフロ  

キサシン、クラリスロマイシン処方。肝機能等の検査にて、白血球10，100／mm3、  

GOT207IU几、GPT1951U几、ALP4811U几、CRP7．04mg／dL。ワクチン接種3 日  

後、発熱回復、食事摂取可能。ワクチン接種4 日後、受診し、体温36．4℃、胸部  

X線著変なし、白血球3，700／mm3、GOT20IU几、GPT57IU几、CRP3．26mg／dL。  

ワクチン接種6 日後、症状再燃なしにて処方薬飲みきりを指示。  

因果関係：否定できない  

（症例84）脳症（回復）  

10歳未満 女性  

既往歴：無  

経  過：ワクチン接種2 日後、悪寒出現。3臥さ℃の発熱。ワクチン接種4 日後、新型イ  

ンフルエンザ感染症と診断。オセルタミビルリン酸塩を投与。ワクチン接種5 日  

後、四肢硬直、両眼球偏位、嘔吐が出現。医療機関を受診。全身強直間代性けい  

れんに対し、抗けいれん剤投与し、鎮症。急性脳症を疑い、転院。ワクチン接種  

6 日後、来院時の意識障害が持続しているため、脳平温療法を開始。抗けいれん  

剤、ドバミシ塩酸塩を投与。ワクチン接種9 日後、脳平温療法を終了。ワクチン  

接種16 日後、退院。  

因果関係：因果関係不明  

専門家の意見：  

○五十嵐先生：  

接種2 日後の発熱、5 日後のけいれん・意識障害であり、ワクチン接種による副反応と断  

定することは難しいと思います。  

○岩田先生：  

ワクチンとの因果関係を否定することはできませんが、報告には髄液所見等の情報がなく、  

添付されたデータからワクチンとの因果関係を判定するのは困難です。  

○土田先生：  
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8．5時間後、悪寒、37．6℃の熱発が出現。レポフロキサシン、ロキソプロフェン  

ナトリウム投与。ワクチン接種翌日、38．4℃の発熱、咳なし、血圧119／58mmH‰  

A型・B型インフルエンザ抗原テストは陰性。ワクチン接種2 日後、労作時呼  

吸困難出乳 血液データ：CRf（6＋）、白血球8，200／mm3。ワクチン接種3 日後、  

レントゲンとCTにて、少量の両側胸水、両下肺野のボタン雪状陰影出現にて肺  

炎と診断。アジスロマイシン水和物、フロセミド投与。チアノーゼ出現したため  

酸素吸入開始。その後、体動困難、呼吸苦、自力排尿不可能にて尿道カテーテル  

留置。不穏状態にてロルメタゼパム、エチゾラム投与。ワクチン接種4 日後、体  

温39．1℃、SpO284％、傾眠状態にてセフトリアキソンナトリウム、塩酸ミノサイ  

クリン投与。顔面蒼白、努力性呼吸、四肢末端チアノーゼにて経鼻エアウェイ挿  

入、酸素吸入増量。その後、意識消失し、呼吸停止するも疾吸引、コハク酸メチ  

ルプレドニゾロンナトリウム投与にて回復。39．3℃の熱発あり。CRア（帥）、白血球  

9，500／mm3。iワクチン接種8 日後、発熱回復。ワクチン接種9日後、腸管膜動脈  

閉塞にて緊急手術施行。最終診断は穿孔性十二指腸潰瘍と急性汎発性腹膜炎。  

因果関係：因果関係不明  

（症例88）けいれん（軽快）  

10歳末満 女性  

既往歴：急性リンパ性白血病  

経  過：ワクチン接種3時間後、呼びかけに返事がなくなる。ワクチン接種5時間後、け  

いれん、数分の意識消失出現。救急車にて病院へ搬送、入院。M則、脳波に異常  

なし。ワクチン接種翌日、けいれん軽快にて退院。  

因果関係：情報不足  

専門家の意見：  

○五十嵐先生：  

ワクチン摂取後3時間後に呼びかけに返事なく、4時間目に意識消失が数分あった症例です。  

MRIや脳波に異常はないとのことです。副反応に「けいれん」の記載がありますが、概要  

にはけいれんの対応や持続時間などの記載がありません。意識喪失発作をけいれんの症状と  

判断したのでしょうか？  

○岩田先生：  

発作（けいれん？）時の発熱、血糖値、静脈血ガス分析、血圧等に関する情報がないので、  

添付された記載のみから因果関係について判断するのは不可能です。  

○土田先生：  

新型インフルエンザワクチンを午前に接種。同日午後2時頃、呼びかけに返事が無くなる（意  

識障害）。同日午後4時頃、意識消失数分。（けいれん／意識障害報告医の判断はけいれん）  

その後、救急車要請病院搬送。MRI及び脳波で異常なし。ワクチン接種後から症状出現まで  

の時間的観点からは、新型インフルエンザワクチン接種後の意識障害であり、ワクチンとの  

因果関係は否定できないと考えます。  

（症例89）アナフィラキシー（軽快）  

70代 女性  

既往歴：陳旧性肺結核（右上葉切除）による慢性呼吸不全で在宅酸素療法中。本態性高血  

圧症、骨粗髭症、不眠症、心身症、肝炎ウイルスキャリア、栄養障害、胸椎骨折。  

経  過：本ワクチン接種15 日前に季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン接種  

5時間後、水様性鼻汁、鼻閉が突然始まり、湿性咳蠍も出現。同日午後、咳嚇は  

増悪し、呼気時の喘鳴が生じるようになった。理学所見上は末梢気道狭窄と判帆  

同日夜、喘鳴は改善。ワクチン接種2日後、鼻水、咳嚇、呼吸苦は改善。37．7℃  

の発熱あり。  

因果関係：否定できない  

（症例90）肝機能異常（兼回復）  

60代 女性  

既往歴：無  

経 過：ワクチン接種l週間後、嘔気、食欲不振、倦怠感、腹部不快感、軟便、気分不  

良が出現。経過観察。ワクチン接種2週間後、医療機関受診。嘔気、食欲不振、  

倦怠感、腹部不快感、軟便。。血液検査にてAST345IU几、ALT375IU几、LDH314U／L、  

γGTPl13U／L。ウルソデオキシコール酸内服開始。ワクチン接種lケ月後、CTに  

て異常所見なし。ウルソデスオキシコール酸継続。ワクチン接種5週間後、仕事  

複軌ワクチン接種2ケ月後、AST331U／L、ALT23IU几、γGTP41U／L。ウルソデ  

スオキシコール酸内服にて肝機能正常値。ワクチン接種4ケ月後、肝機能検査実  

施予定。  

因果関係：因果関係不明  

（症例91）発熱（回復）  

60代 男性  

既往歴：胃癌の補助療法中（シスプラチン、テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウ  

ム配合剤内服中）。副作用で口内炎続く。髄膜炎  

経 過：ワクチン接種前日、白血球数4，580／mmj。ワクチン接種後、白血球数l，470／mm〕。  

ワクチン接種翌日の午後、3臥3℃の発熱が出現。尿失禁、便失禁あり。40．2℃の発  

熱に対して、セフォゾプラン塩酸塩投与。ワクチン接種2日後、体温37．4℃。下肢  

痛あり。レノグラスチヰ、セフォゾプラン塩酸塩、輸血を施行。その後、36．40cに  

解熱ワクチン接種3日後、体温36．5℃。レノグラスチム、セフォゾプラン塩酸塩、  

輸血を施行。ワクチン接種12日後、発熱回復。  

因果関係：否定できない  

（症例92）心筋梗塞（乗回復）  

50代 男性  

既往歴：外傷性くも膜下出血による不眠等の精神症状、糖尿病（インスリンコントロール  

中）、高血圧、高脂血症、動脈硬化（血栓と大量のプラークあり）  

経 過：ワクチン接種後、全身倦怠感強く、ワクチン接種4 日後、当院精神科に連絡あ  

るも来院せず。倦怠感増悪し、救急要請。心電図にて完全房室ブロックを認め、  

救命センターに搬送。救命センター搬入時、心電図所見より急性心筋梗塞（下壁  

梗塞）にて緊急カテーテル施行となっだ。体動強く、フェンタニル、ミグゾラム  

で鎮静し、気管挿管しカテーテル術開始。開始後心停止あり。TPM留置。ステ  

ント、血栓除去。ウロキナーゼ、数回ニトロプルシドナトリウム投与。IABPサ  

ポート下でCCU入床。自脈でのコントロールを試みたがTPM管理とした。  

因果関係：因果関係不明  

（症例93）喘息発作（回復）  

60代 女性  
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既往歴：好酸球増多症候群、好酸球性副鼻腔炎、中耳炎、高脂血症、高血圧、プレドニゾ  

ロン服用中・  

経  過：ワクチン接種後30分以上経過観察したが、特記すべき所見を認めず帰宅。夜に  

なり呼吸苦が強くなり、横臥できないほどとなった。ピークフローも66％まで低  

下。ワクチン接種翌日、外来を受診。喘息発作の診断。胸部X簸では異常なし。  

ツロブテロール、サルブタモール硫酸塩投与。ワクチン接種1週間後、回復。  

因果関係：否定できない  

（症例94）39．0℃以上の発熱（回復）  

80代 男性  

既往歴：うっ血性心不全、腎不全  

経 過：本ワクチン換種前、季節性インフルエンザワクチン按私本ワクチン接種翌日、  

39．9℃の発熱、意識レベル低下、心電図上、伝導障害が出現。スルピリン水和物  

投与により発熱は回復。意識レベル低下は継続。全血球計算値上昇、CRP上昇、  

腎機能値悪化、無尿となる。フロセミド、輸液、ヒドロコルチゾンコハク酸エス  

テルナトリウム投与、絶食。ワクチン接種2 日後、回復。  

因果関係：因果関係不明  ■   

（症例95）革麻疹（回復）】  

40代 男性  

既往歴：糖尿病  

経  過：ワクチン接種前、体温36．5℃。ワクチン接種後、昼食後に全身に奉麻疹、顔面浮  

腫出現。ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム点滴、投薬を施行。ワク  

チン接種翌日、回復。  

因果関係：否定できない  

（症例96）顎、舌の不随運動（乗回復）  

10歳末満 男性  

既往歴：1～2歳時にけいれんあり。  

経  過：本ワクチン接種より14日前に季節性インフルエンザワクチン2回目接種。副反  

応等は特になし。本ワクチン接種後10分くらいに舌を出す、えずくような連続  

性の咳、顎の不随意運動などの症状出現。会話はしやべりにくそうだが可能。意  

識はクリア。四肢麻痺なし。歩行可能。等麻疹なし。接種部位の発赤腫脹なし。  

本ワクチン接種1時間後、排尿時に肉眼的血尿を認めた。入院。尿検査にて、潜  

血検査3＋、尿中赤血球を認めず溶血を疑う。血液検査にて溶血所見なし。本ワク  

チン接種翌日、肉眼的血尿消失。不随意運動持続にて薬剤性のジスキネジーを疑  

いトリへキシフユニジル塩酸塩を投与するも、症状は不変。睡眠中は症状消失、  

見られていることを悟ると頻度増加にて、何らかの誘因でチックが出現した可能  

性が高いと考える。頭部MM、脳波検査は異常なし。その後、退院。ワクチン接  

種3週間後、受診。顎口唇の不随意運動継続、肉眼的血尿なし、尿検査にて潜血  

検査（＋／－）。  

因果関係：否定できない  

専門家の意見：  

○五十嵐先生：  

接種10分後に出現した不随意運動と予防接種との関係はないと推定されます。  

○岩田先生：  

本症例は、症状出現までの期間が短いこと、咳症状が認められていること、下顎の異常運動  

は違和感からきているのかも知れないこと、等からアナフィラキシー様反応の可能性が考え  

られると思います。血尿については既往歴、今後の経過など、因果関係を考える上でもう少  

し情報が必要です。  

○土田先生：  

新型インフルエンザワクチン接種後のできごとではありますが、現行の添付文書上、異常行  

動の記載はありません。したがって、医薬品の因果関係が肯定も否定もできないものと考え  

ます。  

○中村先生：  

不随意運動とされていますが、てんかん発作（自動症）の可能性もあります。ただし、けい  

れんの既往の記載もあり、現時点では因果関係不明としました。  

○埜中先生：  

一過性の脳障害。画像所見などなく、評価不能。GBS、ADEMは否定できる。  

○吉野先生：  

本症例の症状は、意識は清明であったようですが、てんかん発作のl種のように思います。  

（単純部分発作）。接種後10分でも因果関係否定できないと思います。昔choreaminor（あ  

るいはジデンハム・ヒョレア）という、溶連菌感染症に伴う不随意運動が知られていました  

が、それに似たような症状と思います。  

（症例97）急性散在性脳脊髄炎（回復）  

70代 女性  

既往歴：糖尿病、類天癌瘡、直腸結腸癌手札ベタメタゾン内服中。  

経 過：本ワクチン接種より前1ケ月以内に季節性インフルエンザワクチン接乱 ワ  

クチン接種前、体温35．g℃。本ワクチン接種後5 日後、左半身のけいれん発作  

と意識消失が5分間持続。同日30分毎に5分程度の発作あり。本ワクチン接  

種‖ 日後、真横発作となり、抗けいれん薬投与。その後、急性散在性脳髄膜  

炎と考え、ステロイド／くルス、抗痙攣剤を施行。ワクチン接種15 日後、痙攣  

発作間隔が延長。ワクチン接種16日後、痙攣発作完全消失。その後、左片麻  

痩が次第に回復し、後遺症なく退院。  

因果関係：副反応としては否定できない。ADEMの可能性を否定できない。  

専門家の意見：  

○中村先生：  

時間的経過からは少し早いように思いますが、ADEMは否定できないと思いますが、MRJ  

所見や髄液検査の結果はどうだったのかは確認する必要があります。  

○埜中先生：  

時間的経過や神経症状からADEMと考えられる。ただし、ADEMを確定する画像所見がな  

いので、情報不測的ではある。  

○吉野先生：  

因果関係否定できないと考えます。   

（症例98）喘息発作（嘔気、呼吸浅薄）、専麻疹（軽快）  

40代 女性  

既往歴：アレルギー、喘息、過敏症  

弛  
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経 過 ‥ワクチン接芦30分後に嘔気、呼吸が浅くなった症状あり。所持していたサルブ  

タモール硫酸塩、プレドニゾロン、エバスチンを服用するも症状持続。声のかす  

れが出現。ワクチン接種2時間後、症状消失。ワクチン接種5時間後、念のため、  

テオフイリン、アセチルシステインを施行。ワクチン接種翌日、軽度の全身むく  

み、革麻疹に気づき皮膚科を受診。ワクチン接種2 日後、エバスチン、テオフイ  

リン、アセテルシステイン投与開始。ワクチン接種7 日後、喘息発作が出現。サ  

ルブタモール硫酸塩を投与。一時的に軽度専麻疹が出現。ワクチン接種2週間後、  

喘息薬にて治療中。  

因果関係：否定できない  

（症例99）発熱、低ナトリウム血症（回復）  

80代 男性  

既往歴：肺気腫、関節リウマチ、高血圧症、胸腹部大動脈痛術後にて全身状態良好で通院  

中。  

経  過：ワクチン接種2時間後、ほてり感、37．8℃の発熱が出現。ワクチン接種3時間後、  

38．1℃の発熱出現。下痢もあったが、呼吸器症状はなし。その後、38．1℃の発熱に  

て受診し、アセトアミノフェン処方。ワクチン接種翌日、脱力感にて医療機関受診。  

37．5℃の発熱、炎症反応の上昇（白血球9，500／JIL、CRP4．5mg／dL と低ナトリウム  

血症（Na128mmol几））を認め入院。免疫抑制薬服用中のため、発熱に対しては  

塩酸セフォチアム、低ナトリウム血症に対しては乳酸リンゲル液を施行。ワクチン  

接種2 日後、発熱回復。ワクチン接種4日後、CRP3．lmg／dL、Na141rnmolに改  

善。CRP陽性に対して、レポフロキサシン水和物投与開始。ワクチン接種3 日後、  

症状回復。経過観察の後に、ワクチン接種7 日後、退院。  

因果関係：発熱は否定できないが、低ナトリウム血症については情報不足。  

（症例100）敗血症性ショック（回復）  

70代 男性  

既往歴：膵腫瘍（慢性膵炎の嚢胞形成に対し膵全摘出）、、糖尿病  

経  過：ワクチン接種後、発熱、意識障害が出現。ワクチン接種翌日38．8℃の発熱と脱力  

を認め医療機関へ救急搬嵐白血球17，000／mm3、CRP27m釘dL、†－GTP6931U几、  

T－BiIl．19m釘dLと上昇し、収縮期血圧60mmHgになったため、敗血症ショノク  

と診断された。重度の胆道感染疑い、中等度の肝機能障害、中等度の腎機能障害。  

敗血症性ショックに対し、ドパミン塩酸塩、ノルアドレナリン、タゾ／くクタムナ  

トリウム、バンコマイシン塩酸塩を投与し、症状改善。、ワクチン接種I1日後、  

白血球6，100／mrn）、CRPO，47mg／dL、Y－GTP3071U／L、T－BiIO．28m釘dL。ワクチン  

接種12日後、経過良好にて退院。敗血症性ショックは回復。  

因果関係：因果関係不明  

（症例101）全身性けいれん、意識障害（不明）  

40代 女性  

既往歴：尿路結石、子宮筋腫（貧血あり）、アレルギー（セファクロルで発疹あり）。  

経  過：ワクチン接種時、体温36．7℃、鼻汁、咳が少しあり。ワクチン接種2日後、頭痛  

出現。インフルエンザ迅速検査キット陰性。ワクチン接種5 日後、突然倒れ、呼  

びかけに反応せず、救急搬送。搬送中に右への共同偏視を伴う全身性強直性けいれ  

ん出札発熱37．2℃、炎症反応（CRP6，Omg／dL、白血球14，690／rnm3）。髄液は、無  

色透明、細胞数2、タンパク粥、糖92。血中抗体検査の結果、単純ヘルペスウイ  

ルス1gG及びIgMとも陰性、水痘ウイルス1gG21・lgM陰性、EBウイルス1gM  

陰性・lgG160倍と脳炎、脳症を否定できないためアシクロビル、フェニトイン投  

与にて治療中。腫瘍性辺縁系脳炎の可能性について、婦人科系の痛から発生するこ  

とがあり、CT検査にて検査予定。  

因果関係：否定できない  

（症例102）発熱（軽快）  

20代 男性  

既往歴：脳性麻痺、経菅栄養中、持続陽圧呼吸療法（夜間のみ）使用中  

経 過：ワクチン接種翌日、発熱出現。採血にてCRP4．8m釘dL。抗生剤点滴治療。ワクチ  

ン接種2日後、高熱持続し、検査でCPR18mg／dL、胸写で所見なし。不明熱で入  

院。抗生剤に反応。  

因果関係：因果関係不明  

（症例103）慢性心不全増悪、慢性呼吸不全急性増悪（軽快）  

60代 女性  

既往歴：慢性閉塞性呼吸器疾患（慢性呼吸不全）、慢性心不全有り。在宅酸素療法・非侵襲  

的換気療法（NIPPV）施行。  

経  過：本ワクチン接種14日前、季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン接種  

翌日、喘ぎ様呼吸を認め、救急搬送。CO2ナルコーシス、心不全増悪を認め、NIPPV  

及び利尿剤で軽快。  

因果関係：因果関係不明  

（症例104）アナフィラキシー反応（回復）  

30代 女性  

既往歴：食物アレルギー（もち米）  

経  過 二本ワクチン接種13日前、季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン接種  

45分後、両大腿前面に違和感と発赤が出現。アナフィラキシーが出現し、入院。  

マレイン酸クロルフェニラミン、塩酸ラニチジン、ヒドロコルチゾンコハク酸エ  

ステルナトリウムを投与し、対処したが、更に全身の違和感、胸部紅斑が出現。  

その後、軽快。ワクチン接種翌日、回復し、退院。。  

因果関係：否定できない  

（症例105）けいれん（回復）  
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